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			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑧

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			驚きの出会い

			救世主宝箱

			強制連行からのテルベールへ

			謎の侵入者

			サリアのご両親

			【魔神教団】とは

			魔族軍VS誠一

			ルイエスの決意

			いざ、ダンジョンへ

			ダンジョンの罠

			五条蛇

			蛇神

			平和な授業風景

			超強化と女の戦い

			哀れな蛇の娘

			青空

			羊さん、再び

			ダンジョンからの帰還と報告

			番外　元勇者たちの復興活動

		

	
		
			　

			驚きの出会い

			　

			「……突然現れたかと思えば、おかしなことを言う。勇者の師匠？　初代魔王？　ハッ。ウソを吐くなら、もう少しましなウソにするんだな」

			　ゼアノスとルシウスの出現に驚いていた【魔神教団】の使徒、ロディアスだったが、すぐに余裕を取り戻し鼻で笑う。

			「しょ、初代魔王様……だと……？」

			「う、ウソだろ？　なあ……」

			「だが、あの角は間違いなく我々魔族のモノ。とはいえ、初代魔王様など……」

			　そんなロディアスとは別に、ルシウスの言葉を聞いていた魔族の面々はかつてないほどに驚愕していた。

			　それぞれが驚きを見せる中、ルシウス本人のみが呑気に笑っていた。

			「うーん……まあ信じられないのも無理はないよねぇ。ハハハハハ」

			「……ふん。状況が読めてないようだな。お前たちの正体が何なのかは分からないが、ここに来たからには死んでもらうぞ？」

			　ロディアスのすさまじい威圧を受け、他の魔物と戦っているゼロスやゾルアでさえゾッとする。だというのに、ゼアノスとルシウスの余裕は崩れなかった。

			「ふむ……ルシウス殿。ここは私が受けよう。貴殿は魔物どもの相手を頼む」

			「ん？　いいのかい？　任せても」

			「無論だ」

			　それどころか、一人で相手になるというゼアノスの言葉に、ロディアスは眉をピクリと動かした。

			「……ずいぶんと舐めてくれたものだな。だが、俺が相手をするまでもなく魔物が貴様らを殺してしまうだろう！」

			「グギャアアアアアアア！」

			「ガアアアアアアッ！」

			　ゼアノスとルシウスに襲い掛かる魔物たち。

			　すると、ルシウスはそんな魔物たちを驚くほど冷たい視線で射貫いた。

			「うるさいよ」

			　その一言で、魔物は黙る。否、動きすら止めた。

			　それは理性を失ったはずの魔物たちが、残された本能に従った結果だった。

			　魔物たちが動きを止めたことで、ルシウスは満足げに頷いた。

			「そうそう。いい子だねぇ」

			　魔族軍の面々や【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】のメンバー、そしてロディアスすらも驚愕で目を見開いた。

			「……バカな……どうなってる……!?」

			「ふむ、この私を前にしてよそ見とは恐れ入る」

			「何!?　ぐあっ！」

			　ルシウスの力を前にして完全にゼアノスから気を逸らしていたロディアスは、ゼアノスの漆黒の細剣でわき腹を切り裂かれる。

			　ロディアスはすぐに距離をとろうとするが、ゼアノスはそれを許さなかった。

			「貴様はもう――――攻撃する機会を失った」

			　そこからはゼアノスの怒涛の攻撃が続いた。

			　ロディアスはゼアノスの攻撃を必死に防ごうとするが、ゼアノスの細剣はまるで生き物のように動き、ロディアスの防御を容易くすり抜ける。

			「バカなバカなバカなッ!?　魔神様の御力を宿す……この俺が……!?」

			「【魔神】？　だからどうした。こちらは冥界すら屈服させる【人間】と共にいたのだぞ？」

			「な、何ぃ!?」

			「――――そこだ」

			　動揺した一瞬の隙を突き、ゼアノスはロディアスの足を貫いた。

			「がああああっ！」

			「賊よ、まだやるか？」

			　ゼアノスは細剣についた血を払いながら、その場にうずくまるロディアスに尋ねる。

			　その余裕は強者にだけ許され、今までロディアスはその立場にいた。

			　それが今は逆転し、自分自身が見下ろされている。

			「……あってはならない。あってはならないのだ……！　魔神様の御力を頂戴した、我々使徒が敗北するなど……！」

			　ロディアスは気力を振り絞って立ち上がると、周囲に大量のナイフを出現させた。

			　しかも、ただのナイフではない。

			　一つ一つに様々な属性・効果が付与された特製のナイフだった。

			「死ねぇッ！」

			　ロディアスが腕を振ると同時に、ナイフはゼアノスめがけて飛んでいく。

			　迫るナイフを冷静に見つめ、ゼアノスはその場から飛び退く。しかし、ナイフは速度を落とすことなくゼアノスを追跡する。

			「そのナイフは貴様を殺すまで追い詰めるぞ……！」

			「ふむ……」

			　ゼアノスはナイフの群れをかわしながら一つ頷くと――――。

			「『ダークホール』」

			「何!?」

			　突如、ゼアノスとナイフの間に漆黒の空間が出来上がった。

			　その空間にナイフが吸い込まれていくと、ナイフは空間ごと消滅する。

			「『ダークチェイン』」

			「なっ!?」

			　さらにそれで終わらず、ゼアノスは続けて魔法を使用した。

			　すると漆黒の鎖が伸びていき、ロディアスを拘束する。

			「失礼。死後、『暗黒貴族』などと呼ばれていたものでね。闇属性魔法は得意なのだよ」

			「ぐっ！」

			　必死に拘束を解こうとするが、漆黒の鎖はビクともしなかった。

			　もがき足掻くロディアスにゼアノスは細剣を静かに突きつけた。

			「残念であったな？　愉悦の時間はお終いだ」

			「く……クソおおおおおおおお！」

			　――――こうしてロディアスは拘束されたのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			『クッ！　この数……どれだけ倒せば終焉が見えるのだ……！』

			『黒の聖騎士』は近づく魔物を片っ端から自身の【黒炎魔法】で焼き尽くす。

			【黒炎魔法】は『黒の聖騎士』のみが使える固有のものであり、火属性魔法には存在しない仲間の補助が出来る特殊な魔法だった。

			　他にも通常の火属性魔法よりも強力な魔法が多く存在するが、『黒の聖騎士』はその補助の特性を活かす方が得意であった。

			『む、エレミナ様！　【守護黒炎】！』

			『黒の聖騎士』は視界に入った国王ランゼの妻であるエレミナに魔法を使う。

			　すると、エレミナの体を漆黒の炎が包み込んだ。

			「『黒の聖騎士』ね！　ありがとう！」

			『礼には及びませぬ』

			「それにしても……本当にいつまで湧き続けるのよ！　このままじゃ私たちの体力や魔力が底をつくわよ……」

			　黒炎と雷の二つを纏まとったエレミナは、目の前に迫った龍型の魔物を手刀で真っ二つにする。

			　他のＳ級冒険者たちも最初のころのような余裕は見えず、徐々に焦りが顔に浮かび始めていた。

			　何せ、相手にしているのは弱い魔物ではなくＳ級の魔物なのだ。

			　一見余裕そうに対応しているようにも見えるが、凡人には分からぬレベルで繊細かつ慎重に戦っていた。

			　高レベルで防御力が高くとも、Ｓ級の魔物の一撃を受ければ再起不能になるのは確実だ。

			　フロリオ率いる魔法師団も背後で援護しているが、そちらの魔力も尽きかけている。

			　終わりは必ずある。

			　だが、その終わりに辿り着くビジョンが彼らには見えなかった。

			　――――そんな彼らに、思わぬ援軍がやって来た。

			「――――ガルス！　そっちの護りの薄い方の援護に回ってくれ！　アンナはなるべく多くの魔物の撹かく乱らんを、リリアナは物理攻撃の効きにくいヤツの相手を頼む！」

			「おう！　任せろ！」

			「行くわよっ！」

			「はい！　『フレイムレイン』！」

			「え？」

			　かつて勇者として活躍したアベル一行が到着したのだ。

			　突然の見慣れぬ援軍にエレミナを含むその場で戦っていた全員が驚きの表情を浮かべる。

			　そんな彼らを気にすることなくアベルは近くにいた数体の魔物を一刀で斬り捨てると、すぐにまた別の魔物を殲せん滅めつしていく。

			　勇者一行の戦士ガルスは巨大な盾を持つと怪我で動けない兵士と魔物の間に割り込み、盾で魔物を殴り倒した。

			　狩人のアンナは弓や投げナイフを使用し、多くの魔物の意識を集め、魔物の動きを混乱させる。

			　賢者のリリアナはアベルの指示通り、時おり混じる物理攻撃が効きにくい魔物を強力な魔法で葬っていた。

			　アベルたちの殲滅速度は尋常ではなく、どんどん魔物の数が減っていく。

			「一度死んだだけじゃなく、誠せい一いちと会っちまうとこの程度どうってことねぇよな……！」

			　苦笑いを浮かべながらアベルが魔物を倒していると、手足の生えた宝箱が声をかけた。

			「……おれ、力、貸す？」

			「ん？　いや、俺たちだけで十分だ！　お前さんは誠一の両親たちを護っててくれ！」

			「……分かった」

			　宝箱は素直に頷くと近くにいた戦うことの出来ないマリーたちの護衛をする。

			　宝箱に護られている誠一の父親である誠まことは、目の前の光景を見て呟いた。

			「……道中でも地球では見たことのない生物を見たが、ドラゴンとかまでいるんだな……」

			「地球に現れたら大騒ぎよねぇ」

			「ううむ……見たところ魔物？　という生物は人間を積極的に襲うようだな。そう言えば、ゼアノスさんたちが狩ってきた生物の肉も魔物だったよな？」

			「そうね。魔物って言うからどんな味がするのかと思えば、普通に美味しかったわよねぇ」

			「物騒だが、これがこの世界の文化なのだろう」

			「ええ……ドラゴンのお肉ってどれくらい美味しいのかしら？」

			「それは俺も気になるな。後でアベル君に頼んでもらおう」

			　本来ならその光景を見て倒れてもおかしくないというのに、誠一の両親たちは相変わらずのマイペースで宝箱は内心「この二人、大物すぎなのでは？」と思っていた。

			　事実、ゼアノスのメイドであるマリーや、ただの花屋さんであるナチュリアーナなどは目の前の光景を見て恐ろしさを感じていた。

			　宝箱にそんな風に思われているとは思わない誠たちは、アベルがとある魔物と対峙した場面を見て、顔を見合わせた。

			「なあ……」

			「ええ、あの魔物……」

			「？　どうか、したのか？」

			　妙な反応をする二人に宝箱は訊きいた。

			　すると、誠から逆に質問されてしまう。

			「なあ、宝箱さん。アベル君のところまで私たちを連れて行けるかい？」

			「……え？　可能だ……けど、危ない」

			「それは百も承知だ」

			「……どうしても行きたいのか？」

			「ああ。大切なことなのでな」

			「……分かった」

			　誠の言葉もそうだが、宝箱が頷いたことも含めて、マリーたちは驚いた。

			「あ、危ないですよ！　どうしてそんな危険なことを!?」

			「マリーさん、大丈夫よ。宝箱さんが守ってくれるって言ってるし」

			「それでも絶対ではないんですよ!?」

			「分かってるわ。でも、行かなきゃダメなのよ」

			　引き留めようとするマリーたちを宥なだめ、誠と一かず美みは宝箱に守られながらアベルの下へ向かう。

			　アベルはというと目の前の魔物と対峙して、隙を窺う。

			　魔物は二体そろって行動しており、アベルを挟み込むようにして様子を見ている。

			「コイツら……隙が見えねぇ……」

			「アベル君！」

			「え？　……って誠さん!?　それに一美さんも……危険ですから、今すぐ引き返してください！」

			「それは分かってる。だが、今だけは許してほしい」

			「はい？」

			　隙を見せないように注意しながらアベルは誠と会話していると、一美はアベルが対峙していた魔物に話しかけた。

			「アナタたち――――サリアさんのご両親よね？」

			「へ!?」

			「な、何？」

			　一美の言葉に、アベルと宝箱は驚いた。

			「サリアさんって……あの誠一の隣にいた女の子ですよね？　そんなまさか――――」

			「……娘ヲ……知ッテイルノカ……!?」

			「マジかよ!?　ってかしゃべれるの!?」

			　アベルと対峙していた魔物――――【カイザーコング】の一体が驚きの表情で一美を見た。

			「ええ、私たちの息子と一緒にいるわ」

			「……ウソハ……吐イテナサソウダ……」

			「あら？　ウソかどうか分かるの？　便利ねぇ～」

			　便利とかそういう問題ではないのだが、一美にとってそんなことは一つの特技くらいにしか思えなかった。

			「いやいやいや！　そんな自然に話し進められても困るんだが!?　え、じゃ何？　サリアさんって魔物なのかよ!?」

			「そうよ？　ほら、彼女とサリアさんの目元なんてそっくり！」

			「目元!?　ってコイツ雌めすなの!?」

			「ソウダガ？」

			　何を当たり前のことをと言わんばかりに、目の前のカイザーコングが呆れる。

			　そして、別のカイザーコングも口を開く。

			「ウム、ソシテ私ハ雄おすダ」

			「ええ、分かってるわ。アナタがサリアさんの父親ね？」

			「違いが分からねぇ！　何で一美さんは見分けられるんだよ!?」

			「勘かしら？」

			「誠一の家族おかしいなぁ！」

			　ヤケクソ気味に叫ぶアベルをよそに、誠は冷静に告げた。

			「というワケで、彼らがサリアさんのご両親だと気づいたのでね。止めに来たんだ」

			「いや、そういうワケなら……魔物を見分けられるなんて思いもしなかったけど……まあいいや。それで？　どうするんだ？　まだ戦うのか？」

			　気を引き締め真剣な表情でそう問うアベルに、カイザーコングの二人も真剣に答えた。

			「イヤ、止メヨウ。娘ノ知リ合イヲ傷ツケルワケニハイカナイカラナ。ソレニ、私タチハ洗脳サレテイタノダ。ソレガ、【サリア】ノ名前ヲ聞イテ目ガ覚メタ」

			「洗脳だと？　それはどういう――――」

			「グオオオオオオ！」

			　そこまで言いかけると、アベルたちに他の魔物の群れが押し寄せてきた。

			「チッ！　これじゃゆっくり話も出来ねぇ……誠さん！　用事が済んだならマリーたちの所に戻ってください！　もうこの……二人？　二体？　ああもうっ！　とにかくコイツらとは戦わないですから！」

			「そうだな。邪魔しちゃ悪いし、私たちは戻ろうか」

			「そうねぇ。……あ、そうだった！　アベルさん、後でドラゴンのお肉を持って帰って来てくれないかしら？　食べてみたいのよ～」

			「メチャクチャ余裕だなぁ!?　わ、分かりましたよ！　何とかします！」

			「ありがとう！　それじゃあ戻りましょう」

			「……頑張れ」

			　宝箱が最後に小さく励ますと、誠たちを連れて戻っていった。

			　それを確認すると、アベルは襲い掛かって来る魔物を相手にしながら再び二体のカイザーコングに声をかけた。

			「アンタら、洗脳が解けたって言うんなら俺らの味方をしてくれんのか？」

			「任セテオケ。ソレト、私ニハ【サニー】トイウ名ガアル」

			「私ハ【アドラメレク】。ソウ呼ベ」

			「何でそんなに名前がカッコいいワケ!?」

			「？　魔物ハダイタイコンナ感ジノ名前ダガ？」

			「まさかの新事実！」

			　アベルは全力でツッコみつつも、サリアの両親である【カイザーコング】と協力して魔物を倒していった。

			　その結果、アベルたちや【カイザーコング】の協力が決定打となり、無事に魔物を殲せん滅めつすることが出来たのだった。

		

	
		
			　

			救世主宝箱

			　

			　無事に魔物の殲せん滅めつが完了すると、アベルの下にウィンブルグ王国随一の魔法使いフロリオが近づいた。

			「助太刀感謝いたします。……ただ、我々はアナタが誰なのか分からない。冒険者の方々ですか？　それにその魔物は……」

			　当然ともいえる疑問に、アベルは苦笑いを浮かべた。

			「あー……冒険者ではないんだが……よく考えると説明するのメチャクチャ大変だなぁ！」

			　大昔の勇者と言うだけでなく、しかも死んだ状態から生き返ったなどとは、とてもではないが説明出来なかった。

			　どうしたものかと頭を悩ませるアベルの下に、仲間である戦士のガルスや宝箱たちがやってきた。

			「どうかしたの？」

			　頭を抱えるアベルに、一美は声をかける。

			「えっと……こちらの方々にどう説明したもんかと思いまして……」

			「ううむ……見たところ、この国の兵隊さんみたいだな……」

			　フロリオたちの装いを見てそう判断した誠は、フロリオに言った。

			「失礼、柊誠と申します。突然ですが誠一という名前をご存知ですか？」

			「え？　誠一君ですか？」

			　誠の言葉にフロリオが目を見開く。

			「ええ。私たちは誠一の知り合いです。まあ私と一美は誠一の両親なのですが……それと、こちらの魔物はサリアさんのご両親ですよ」

			「ええええっ!?　せ、誠一君の親御さんでしたか！　……って、サリアさんの親御さんも!?　いやいや、どう見ても魔物じゃ……」

			「うん？　ご存知なかったですか？　サリアさんはここにいる魔物と同じ種族だそうですが……」

			「ウム、サリアハ私タチト同ジ【カイザーコング】ダゾ」

			「衝撃の新事実ですよっ！　しかもしゃべれるんですか!?」

			　驚くフロリオの反応を見て、アベルは「ああ、驚いてるの俺だけじゃなかった」と安心した。

			「サリアさんのご両親とは初めて会いましたが、我々は違うんですよ。少し前に誠一と会いましてね。住む場所を探していたところ、この国がとてもいいと聞きまして、こちらにいるアベル君たちに守ってもらいながら、ここまで来たのです。ですが到着して早々、何やら大変そうだったためアベル君たちが助けに行ったんですよ」

			「ええ。俺たちは誠さんの言う通り護衛としてついてきて、それが終わったらこの国で冒険者をやろうと思ってたんですよ。でも着いたら魔物の大群が押し寄せていて驚きましたけど……いや、一番驚いたのはサリアさんのご両親だけどさ……」

			　アベルたちの説明を受け、フロリオは驚く。

			「はぁ……さすが誠一君のご両親と知り合いと言いますか……とにかく、助かりました、ありがとうございます」

			「いえ、こちらも間に合ってよかったです」

			　頭を下げたフロリオは、すぐに顔をあげるもその表情はすぐれない。

			「……いえ、まだ終わりではないんです。こちらとは反対側にも、魔物が押し寄せてまして……」

			「ああ、そちらは大丈夫でしょう」

			「え？」

			　苦笑い気味のアベルの言葉に、フロリオは思わずそう返した。

			「向こうにも誠一の知り合いが向かっているのですが……」

			「過剰戦力だろうなぁ……」

			「ええ。ていうか、あの二人をどうこう出来る存在が思い浮かばないわ……あ、誠一は別ね」

			「そうですね……誠一さんはともかく、あの方々を相手に出来る人は正直思い浮かばないですねぇ……」

			「えっと……それはどういう――――」

			　アベルだけでなく、その仲間であるガルスたちも苦笑いして口々に言った。

			　そんなアベルたちの反応の真意をフロリオが訊きこうとした瞬間、兵士の一人が急ぎ足でやって来た。

			「フロリオ様！　報告です！　反対側での戦闘ですが、突如現れた二人の助太刀により終結いたしました！」

			「へ!?」

			「やっぱりなぁ……」

			　兵士の報告に目を見開くほど驚くフロリオ。

			　そんな反応を見ながらも、兵士は職務を全うすべく報告を続けた。

			「偵察班の報告によりますと、周囲の魔物は完全に討伐が完了したとのことで、フロリオ様やＳ級冒険者の方々は至急陛下の下まで帰還せよとのことです」

			「分かりました。ではそれをＳ級冒険者の方々にも伝えてください。それから、魔法師団の何人かは周囲の警戒を、残りの兵士にはドロップアイテムの回収をさせなさい」

			「ハッ！」

			　命令を受けた兵士は速やかにその場から移動する。

			　それを見届けたフロリオは改めてアベルたちに向き直ると、申し訳なさそうに告げた。

			「すみません……皆さんにも同行をお願いしてもいいですか？　もちろん、そちらのサリアさんのご両親も」

			「え？　俺たちは構いませんが……いいんですか？」

			「ソウダナ。私タチハ魔物ダゾ」

			「はい、大丈夫ですよ。サリアさんのご両親も討伐に協力していただいたようですし、出来れば詳しい話を陛下にもしていただきたいので……それに、誠一君の知り合いですから。無下にも出来ませんよ」

			　同行することを了承したアベルたちは、フロリオに連れられ城へと向かうのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「む？　来たか」

			「おーい、こっちこっち～」

			　フロリオに連れられて城にやって来たアベルたち。案内された部屋に入ると、そこにはすでにゼアノスとルシウスの姿があった。

			　言葉だけで見れば大変和やかに聞こえるが、部屋の中は悲惨だった。

			「う……ぅ……」

			「……あ……ぁ……」

			「……ヒュー……ヒュー……」

			　ルシウスはとある三人を笑顔のまま、漆黒の槍で磔はりつけにしていたのだ。

			　その三人とは【魔神教団】の使徒であり、本来なら強大な力を持つものたち。しかし、ルシウスの前では何の意味もなかったのだ。

			　部屋に入って早々、血塗れの三人を見てフロリオやＳ級冒険者たちは驚く。

			　そんなバイオレンスな光景に、アベルは頬を引きつらせながら尋ねる。

			「え、えっと……何をしてるんですか……？」

			「んー？　ちょっとこの三人が僕の逆鱗に触れちゃってねー。オシオキしてたんだよ。ハハハハハ」

			「そ、そうなんですかー……は、はははは……」

			　笑えねぇ。

			　アベルは素直にそう思った。

			　すぐに話題を変えようと室内を見渡すが、誰もが暗い表情を浮かべている。

			　フロリオもその様子に気づき、難しい表情で立つ国王ランゼに声をかけた。

			「陛下、ただ今戻りました」

			「ん？　おお、フロリオか。ご苦労だった」

			「ありがとうございます。えっと……まず、彼らはいったい……？」

			　フロリオの視線の先にはゼアノスとルシウスの姿があり、ランゼは溜息を吐きながら答えた。

			「俺も詳しいことは分からん。だが、誠一の知り合いらしい。まあルイエスたちの窮地を救ってくれたようだし、悪いヤツらじゃないだろう。それを言うなら、お前が引き連れてきた連中は誰なんだ？　なんか魔物もいるが……」

			「ああ……彼らも誠一君の知り合いだそうで。あちらの二人は誠一君のご両親で、こちらの魔物はサリアさんのご両親だそうで……」

			「マジかよ!?　いろいろと意味分からなさすぎだろ!?　詳しいことは分からんが、誠一の知り合いがここにいてくれたおかげで今回は助かった。てか、アイツだけじゃなくて、知り合いもぶっ飛びすぎだろ……」

			　呆れた様子のランゼに、フロリオはこの暗い空気の訳を訊きいた。

			「それで、陛下。何故このような空気に？　そういえば、魔族の方々の姿が見えませんが……」

			「ああ……魔王の娘が……ルーティアがやられた」

			「なっ!?」

			　ランゼの言葉にフロリオは絶句した。

			　だが、すぐに正気に返るとさらに詳しい状況を訊く。

			「それじゃあ、魔族軍は……」

			「別室で付きっきりで看病してる」

			「回復魔法などは……」

			「全部試したよ。だが、そこで磔はりつけになってるヤツが使った道具がまずかった」

			「え？」

			「――――『呪具』だよ」

			「あ……」

			　ランゼのその一言でフロリオはすべてを察した。

			「『呪具』にかけられた呪いが、俺が受けた呪いと同じタイプのモノでよ……回復魔法も回復薬も、何も効かねぇ。しかも質たちの悪いことに、三日以内に呪いを解かなけりゃ死ぬようだ」

			「そんな……」

			「魔族軍の連中は今すぐにでもそこで磔になってるヤツらを殺したいようだったが、耐えてもらった。殺しちまうと、本当に対処出来なくなる。今は救うための情報が一つでも欲しい」

			「それは……」

			　言葉を失うフロリオ。

			　暗い表情を浮かべる全員に、磔にされた一人、エドマンドが歪んだ笑みを浮かべた。

			「く……くくく……ざまぁ……みやがれ……もうあの娘に……命はねぇよ……」

			「まだまだ元気みたいだね？　どうする？　その口、引き裂いちゃおうか？」

			「ルシウス殿、やめておけ。相手の思うつぼだぞ」

			　圧倒的な威圧を放つルシウスを、ゼアノスは冷静に宥なだめた。

			　その様子を見ていたフロリオは唐突に何かを思いついた様子でランゼに言う。

			「そうだ！　誠一君を呼びましょう！　陛下の時のように、誠一君なら何とか出来ますよ！」

			　フロリオの言葉に、ランゼは首を横に振った。

			「無理だ。ここからバーバドル魔法学園までどれだけ早く移動しても一週間はかかる。転移魔法が使えるヤツもいるが、バーバドル魔法学園に一度も行ったことがないから、やはり使うことが出来ねぇ」

			「そんな……」

			　誰もが絶望する中、突然どこか場違いな緩い声が上がった。

			「ちょっといいかしら？」

			「ん？　貴女は……」

			　声の主は一美であり、一美はランゼのもとに移動する。

			「ごめんなさい、盗み聞きするつもりはなかったのだけど、誠一が必要なのよね？」

			「ああ、そうだ」

			「詳しいことは何も分からないけど、宝箱さんなら何とか出来るんじゃない？」

			「へ？」

			　突然の提案に、ランゼだけでなくその場にいるほとんどが目を点にした。

			　だが、すぐに正気に返ったランゼが訊ねた。

			「た、宝箱さんとはいったい……」

			「……ん、おれのこと」

			「本当に宝箱だと!?　いや、そもそもなんで手足が生えてるんだ!?」

			「ささいな問題。気にするな」

			「やっぱアイツの仲間オカシイだろ！」

			　思わず宝箱の見た目にツッコむランゼだったが、現在の状況を思い出し真剣に訊ねた。

			「こちらの婦人が言うには、君なら誠一を連れてこれるというんだが……」

			「……おれ、できる。学園に行ったことあるし、転移魔法、使える」

			「メチャクチャ優秀だなぁ!?」

			　驚くランゼたちに、宝箱は親指を突き立てて言い放った。

			「……あとは、おれに、まかせとけ」

			　その姿はとても宝箱とは思えないほど頼もしかった。

		

	
		
			　

			強制連行からのテルベールへ

			　

			「――――ダンジョンの出現……ですか？」

			「そうじゃ」

			　俺、柊誠一はバーナさんに呼ばれて学園長室を訪れていた。

			　そして今、ダンジョンの出現を告げられたところだった。

			　……うーん……ダンジョンっていうモノを、俺は【果てなき悲愛の森】と黒龍神のいた場所くらいしか知らないんだけど……。

			「ダンジョンってそんな急に出現するものなんですか？」

			「いや、本来ならばそう起こることではない。じゃが、この間の【魔神教団】の使徒とやらが妙な力を使って学園付近の森を荒らしたことで出現したようなのじゃ」

			　そういえば、アルがバーナさんの指示でその森を探索してるって言ってたな。あそこに【魔神教団】の使徒とやらがいたのか。

			「出現したってことは、新しいダンジョンなんですよね？」

			「いや、そうとも言い切れんのぉ……」

			「え？」

			　俺はバーナさんの言葉に首を傾げる。

			　ダンジョンが出現したって言うくらいだし、新しいダンジョンなんじゃねぇのか？

			　そう思っていると、バーナさんは丁寧に教えてくれた。

			「その様子じゃと知らんみたいじゃな。ダンジョンの入口は新しく出現する場合もあれば、もともと存在するダンジョンの新たな入口として出来る場合の二つがあるのじゃよ。新たなダンジョンならば普通に攻略すればいいんじゃが、すでに存在するダンジョンに繋がる別の入り口ならば少し話が変わっての。モノによっては同じダンジョンの入り口が国をまたいで他国にそれぞれ存在することもある。その場合、戦争やらなんやらで利用される心配もあるため、早期発見と情報収集が必要になるのじゃよ」

			「なるほど……」

			　まさか入口が別の国に出来るとか、そんなことが起こるとはな。

			「そういう理由もあって、ダンジョンの出現は見過ごせない問題なんじゃよ」

			「じゃあ、今回俺を呼んだのは……」

			　俺がそう言うとバーナさんは真剣な表情で俺を見た。

			「うむ。誠一君に、そのダンジョンの攻略を頼みたいんじゃよ」

			「俺にですか？　いや、確かに冒険者ですけど、ダンジョン探索の経験とかほとんどないんですが……」

			「ワシは誠一君の実力を知っておる。君は隠したいのか分からないが、少なくともテルベールを襲った魔物の軍勢を滅ぼした時点で片鱗は見せておった。そして確信に変わったのは、それこそ【魔神教団】が攻めてきた時じゃ。あの時は君がおらんかったらどうなっていたか……」

			　あー……最近は実力を隠すとか考えてなかったからなぁ。いや、そもそも隠す気あったのか？　俺よ。

			　……何か過去の自分を思い返してみると、言うほど実力を隠そうとしてねぇな。アホですね、分かります。

			　まあ今は隠す必要もあまりないんだけどね。

			「とにかく、そんな実力者である誠一君に頼むことで、早めに情報収集をしてもらいたいのじゃ。ワシはあの事件のせいで学園を離れるわけにもいかんしのぅ……」

			「なるほど……理由は分かりました。俺なんかでよければ、行ってきますよ」

			「おお！　そう言ってもらえると助かる。あ、ダンジョンでの経験が少ないのであれば、アルトリア君も連れて行くといい。他に誰を連れて行くかも君に任せよう」

			「分かりました。準備が出来次第、出発しますね」

			「すまんが頼むよ」

			　……本当に久しぶりだな、ダンジョンなんて。

			　あ、でも……【冥界】も一種のダンジョンになるのかな？

			　何にせよ、久しぶりに冒険者としての活動だ。ダンジョンって言うからには気合を入れないとな。

			　なんせ黒龍神の所ではアルとはぐれるなんて事態にもなったわけだし、当然油断は禁物だ。

			　一緒に行くメンバーは……まあアレだな。アルはもちろん、サリアやルルネ、オリガちゃんも連れて行こう。アグノスたちはベアトリスさんに頼んでおけば大丈夫だろう。

			　そんなことを考えながら廊下を歩いていると、突然、目の前が光った。

			「へ？」

			　あまりにも突然すぎて間抜けな表情を晒していると、やがて光は収まり、父さんたちと旅に出たはずの宝箱が姿を現した。

			「へ？　は？　な、なんで宝箱が……？」

			「……見つけた。おれ、お前、連れて行く」

			「はい？」

			　訳の分からない状況で呆然とする俺を無視し、宝箱は俺の腕を掴んだ。

			「それじゃあ、行く」

			「え、い、行くってどこに――――」

			「収納」

			「なになになになに!?　ちょっ……うえええええええええええええ!?」

			　不意に宝箱が開いたかと思えば、宝箱は俺を中に収納してしまった。

			　俺はまったく状況が理解出来ぬまま、漆黒の空間に放置されるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「連れてきた」

			「だからどういう状況!?　説明プリーズ！」

			　どれだけの時間が経ったのかは分からないが、またも急に漆黒の空間に光が差し込んだかと思えば、宝箱に腕を掴まれ、中から取り出された。……宝箱の中ってあんな空間になってるのね。

			　どこか現実逃避気味にそんなことを考えていると、不意に声をかけられた。

			「元気そうでよかったぜ、誠一」

			「へ？　ってランゼさん!?　じゃ、じゃあここは……」

			「ああ、ウィンブルグ王国の王都テルベールだ」

			　よく分からないまま、俺はテルベールに強制連行されたようだ。

			　改めて周囲を見渡すと、ゼアノスやルシウスさんたちだけでなく、フロリオさんやルイエスの姿も見えた。

			　って、アレ？　なんか見覚えのあるゴリラまで見えるんだけど……気のせい？

			「えっと……状況が飲み込めていないので説明してもらってもいいですか？」

			　俺、何か悪いことしたかね？

			　空気が何だか重苦しいので、思わずそんなことを考えてしまう。

			　するとランゼさんが厳しい表情で口を開いた。

			「誠一。お前さんに頼みがある」

			「お、俺にですか？」

			「ああ」

			　なんだか今日一日でやたらと頼みごとを受けてる気が……。

			　まあバーナさんもランゼさんもお世話になっているので、出来ることなら助けたい。

			　そう思っていると、ランゼさんのお願いは予想以上に責任重大な内容だった。

			「――――魔王の娘が『呪具』による呪いを受けた。それをどうにかしてほしい」

			「魔王の娘!?　それに呪いって……」

			　まさかの言葉に目を見開くと、ルシウスさんがにこやかな様子なのに体中から殺気をまき散らしながら俺に説明した。

			「そこに転がってるゴミどもが僕の大切な仲間に手を出したんだ。それも、『呪具』なんて物を使ってね」

			「ゴミ？」

			　ルシウスさんの視線を辿り、その方向に目を向けると血塗れの男が三人転がっていた。ええ……何、この殺人現場みたいなの。い、生きてるんだよね？

			「そこに転がってるのは【魔神教団】の使徒だ」

			「へっ!?」

			　最近身近にあった事件の主犯と同じ組織の名前であることに驚く。

			「そいつらが『呪具』を使って、魔王の娘を襲ったわけさ。しかもその呪いが以前俺が受けたタイプと同じで、呪いを解けるヤツがこの世に存在しねぇ。だが、お前は俺の呪いを一度解いてる。その力を使って、魔王の娘を助けてほしいんだ」

			　正直、話が急展開すぎてついて行けない。

			　何でそんな状況になったのかとか、【魔神教団】が攻めてきた理由とか……とにかく分からないことは多いが、それよりも魔王の娘さんとやらを助けるのが先だろう。

			「わ、分かりました。どうなるか分かりませんが、やってみます」

			　まさか再び反転魔法『良くなれ』を使うことになるとは……！

			　いや、今回は魔法名を口に出さなくてもいいんだ。やったぜ！

			　俺がそう言うとランゼさんたちは少し安心したようで、俺をとある部屋に移動させた。

			「ここで眠ってる。周りにいるのは魔王の娘の家臣たちだから気にするなよ」

			「はい」

			　部屋の中に入ると、ランゼさんの言葉通り何人かの魔族らしき人たちが不安そうな顔を浮かべていたり、ルシウスさんのように殺気をまき散らしながら佇んでいたりと、さっきの場所より重苦しい雰囲気が部屋全体を支配していた。

			　そんな空気を気にした様子もなく、ランゼさんはその場にいる全員に聞こえるように言った。

			「おい、お前さんら。『呪い』を解ける人物を連れてきたぞ」

			『!!』

			「うおっ!?」

			　一斉に視線がこちらに向いたので、思わず声を出してしまった。そ、そんなに見つめなくても……。

			　するとなんだか露出激しめのすごい美人さんが、ランゼさんに聞いた。

			「……その男が？　冗談でしょ？」

			「冗談だという気持ちも分かるが、本当だ」

			「……認めたくないけど、『呪い』なのよ？　『呪い』が今まで解けたって話は聞いたことがないわ」

			　美人さんがそう言うと、殺気をまき散らしながら佇んでいる白髪のすごいイケメンが俺に鋭い視線を向ける。

			「今の俺たちを前にして冗談を言うってのは……よほど死にてぇらしいな？」

			　前にランゼさんを助けた時もそうだったけど、『呪い』っていうのはこの世界じゃ本当にどうしようもないモノなんだな。

			　まあそれはいいとして……。

			「俺はこの国の王様であるランゼさんの友人です。いきなり信じろとは言えませんが、少しも信用してもらえませんか？」

			「出来るわけねぇだろ？　んなフードで顔隠した怪しさ満点の不審者なんてよ」

			　まったくもって正論ですね！

			　ただ脱ぐのを忘れていた俺は、すぐにフードを脱いだ。

			　すると魔族の方々が目を見開いた。そんなに驚くような顔してるかね？

			「これでいいですか？」

			「え？　あ……お、おお……いや、顔を見せろとは言ったけどよ……」

			　何なんですかねぇ!?　その反応！

			　でも自分の仕える主人に怪しいヤツを近づけたくないのは分かるし……もう無視して魔法使っちゃダメかなぁ？

			　少し乱暴な思考回路に行きつつあると、後ろからルシウスさんがやって来た。

			「彼のことなら心配いらないよ。この僕が保証しよう」

			　そうか！　ルシウスさんなら初代魔王だし、相手も言うことを聞いてくれるかも！

			「え!?　あ、その……ずっと気になってたんですが……どちら様で？」

			「おっと～、自己紹介忘れてた～」

			「ダメじゃねぇかッ！」

			　自己紹介してなかったら俺と同じで不審者だよ！

			「いやぁ、ごめんごめん。僕はルシウス・アルサーレ。魔族の国を建国した……いわゆる初代魔王ってヤツさ」

			『ええええええええええええ!?』

			　驚愕の声が部屋中に響き渡った。そりゃそうだよ。俺も驚いたんだし。

			「あの時の言葉は聞き間違いじゃなかったのか……」

			「で、でもよぉ……初代魔王って言われても……」

			　だが、魔族の人たちもいきなり初代魔王だなんて言われても困るだろう。

			　実際、みんなどういう反応すればいいのか分からないって感じだし。

			「んー……ここで問答してる時間が勿体ないんだよねぇ……そうだ！」

			　少し考える仕草をしたルシウスさんは、唐突に何かを思いついた様子で口を開いた。

			「君たち、僕が来ないと結構危なかったじゃん？　つまり僕はいわゆる命の恩人で、その僕が信用していいって言ってるんだ。……信用するよね？」

			　ルシウスさん、それは暴論すぎる！

			　結果、微かだけどルシウスさんから放たれる威圧感に魔族の面々は首を縦に振るしかなかった。

			　ある意味魔王……というか悪魔じみた行いのあとに、ルシウスさんはいい笑顔で俺に言った。

			「さあ、存分にやっちゃって！」

			「……はい」

			　俺も首を縦に振るのだった。

		

	
		
			　

			謎の侵入者

			　

			　ルシウスさんのおかげでようやく魔王の娘さんに魔法を使えるようになった俺は、さっそく彼女に掌をかざし、反転魔法『良くなれ』を発動させた。

			　すると掌から光が放たれ、魔王の娘の体に吸い込まれていく。

			『なっ!?』

			　それを見た魔族の面々は目を見開いて驚いた後、白髪のイケメンに突然胸ぐらをつかまれた。

			「おい、テメェ！　いったい何の魔法を使いやがった!?」

			「え？　い、言わないとダメですか!?」

			「当たり前だろうが！　無詠唱も驚きだが、得体の知れない魔法をルーティア様に使いやがって……さっさと教えろ！」

			　白髪のイケメンだけでなく、他の魔族の面々からもすさまじい殺気が放たれる。

			　えええ……これ、本当に言わなきゃダメなの!?

			　言わなくても殺されそうだけど、言ったらもっと殺されそうなんですが!?

			　何とか乗り切ろうとするも、いい策も浮かばない上に魔族の方々の威圧感がすごかったので、俺はとうとう白状してしまった……。

			「…………です」

			「ああ？　聞こえねぇよ！」

			「……『良くなれ』……です……」

			「………は？　今……何て言った……？」

			　ああ、もう！　こうなりゃヤケクソだ！

			「だから！　反転魔法『良くなれ』ですよ！」

			「――――フザケてんのかテメェェェェェェェ！」

			　ほら怒った！　言わんこっちゃない！　だから嫌だったんだよ！

			　どこの誰だ!?　こんな魔法名にしたの！

			　――――俺だよバカ野郎ッ！

			「俺たちをバカにするのも大概にしろよ!?　そんなガキのまじないみてぇな魔法で――――」

			「……ん……ん？　ここ……は……？」

			「――――目覚めただとおおおおおおおおおおお!?」

			　眠っていた魔王の娘が目を覚まし微かに声を出した瞬間、白髪のイケメンは俺を突き飛ばして彼女の下へ駆け寄った。

			　それに合わせて他の魔族の面々も駆け寄る。

			「ルーティア様！　大丈夫ですか!?　どこか体に不調は!?」

			「……大丈夫。でも……いったい何が……」

			　目を覚ました魔王の娘さんは無事っぽいが、状況の把握が出来ていないらしく少し驚いている。

			　すると妙な貫禄を漂わせる魔族の男性が魔王の娘さんに事の経緯を伝えた。

			「……ルーティア様。ルーティア様は今まで敵の卑劣な手段により、【呪具】による呪いを受け、死に至る眠りについておりました」

			「呪い!?」

			「はい。ですが、そこにいる男のおかげで呪いが解けたのです。スキルを使って確認しているので、間違いありません。ただ……」

			「……ただ？　何かあったの？」

			　口ごもる男性魔族の様子に魔王の娘さんが首を傾げる。

			　どうやらスキルを使って確認したのは、この男性魔族だけだったようで、他の魔族はその男性魔族の様子に魔王の娘さんの身に何かあったのかと再び俺に殺気を向けてきた。勘弁してくれ。

			「……何とお伝えすればいいのか分かりませんが、『呪のろい』の代わりに【永遠の健康】という見慣れない『呪まじない』とやらが新たに追加されております……」

			『は？』

			　魔族の面々は全員間抜けな表情を浮かべた。

			　あ、魔王の娘さんもランゼさんと同じ『呪まじない』になったのか。どんな『呪のろい』だったのか知らないけど、結果オーライだな。なんせ寿命が10年延びる上に生涯病気の心配はなく、怪我もしにくくなるわけだし。

			　魔王の娘さんや他の魔族たちも『呪まじない』の効果を確認して、その内容に再び驚いていた。

			「……な、何なの、このフザケタ効果は……」

			　全員の気持ちを代弁するかのごとく、すごく綺麗な女性魔族がそう呟いた。

			　すると事の成り行きを見守っていたルシウスさんが、朗らかな様子で俺の肩に手を置く。

			「いやぁ、相変わらずとんでもないねぇ！　『呪のろい』っていうのは解呪出来ないのが常識なのに、まさか解呪どころか自分にとって有益な『呪まじない』に変えちゃうなんて！」

			「……？　貴方は？」

			　ルシウスさんの存在に気づいた魔王の娘さんは、不思議そうにそう尋ねる。

			「僕かい？　僕はルシウス・アルサーレ。血は繋がってないけど、初代魔王……って言えば分かるかな？」

			「え!?」

			　魔王の娘さんはこれでもかというほどに目を見開く。

			「そ、その名前は確かに建国者である初代魔王様と同じですが……本当に？」

			「うんうん、信じられないのも無理はないけど、君の呪いを解いてくれたこの誠一君のおかげで冥界から帰って来たのさ！」

			『冥界から帰って来た!?』

			　そのパワーワードに全員驚きっぱなし。仕方ないよね。俺もそっちの立場なら同じ反応すると思う。でも原因は俺なんですよ……！

			　ここで初めて魔王の娘さんは俺に視線を向けた。

			「……貴方が、私を助けてくれた人？」

			「え？　あ、はい。そういうことに……なるんですかね？」

			　そう答えると魔王の娘さんはベッドからおりて、俺に近づいてくる。

			「あ、あの」

			「……」

			　すると何故か魔王の娘さんは俺の顔をじーっと見つめてきた。ナニコレ。新手のいじめ？　すごい恥ずかしいし居心地悪いんだけど？
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			　しばらく見つめられると、魔王の娘さんは俺から離れた。

			「……とんでもない力を感じた。貴方、本当に人間？」

			「人間です」

			　自信ないけど。

			「……とにかく、私を助けてくれてありがとう。もしみんなの言うことが本当なら、私はもう助からなかった。助けてくれたからには、恩返しをする。何か欲しいモノとかある？」

			　前にランゼさんを助けた時もそうだったけど、国を背負う人は一つ一つの事柄に俺たち以上の責任とか柵が纏まとわりつくのだろう。

			　俺としてはお礼が欲しくて助けたわけじゃないし、咄とつ嗟さに言われても何も思いつかないんだけど……。

			「えっと……お礼はいらない――――」

			「まさかルーティア様のお礼を受け取らないなんて言わねぇよな？」

			　何なの？　この白髪のイケメン。超怖いんだけど。

			　本格的に何も思い浮かばない俺は正直に言うことにした。

			「すみません……急に言われても思い浮かばないので、また決まった時でもいいですか？」

			「……それは……うん、仕方ない。でも絶対にお礼はするから、ちゃんと考えてほしい」

			「分かりました」

			　特にほしいモノもないけど、考えないとな。

			　いろいろとあったわけだが、無事に魔王の娘さんを助けるというミッションを成し遂げた俺は、ランゼさんにも報告する。

			「ランゼさん、何とか助けることが出来ましたよ」

			「おお、マジかよ！　いや、やっぱりお前はおかしいわ。ありがとう」

			「そのお礼の仕方がおかしくないですかねぇ!?」

			　そんなやり取りをした後、俺はルシウスさんによってボコボコにされた【魔神教団】の三人に視線を向けた。

			「それで……彼らはどうするんですか？」

			「ああ……もちろんこのまま拘束して、ローナとかに任せて尋問を行うつもりだが……」

			　ああ……そう言えばルイエスの部下の一人のローナさんは尋問が出来るんだっけ。

			　ふとそんなことを思い出していた時だった。

			「――――困りますねぇ」

			『！』

			　突然……本当に何の前触れもなく、虫の息状態の三人を庇うような形で、薄ら笑いを浮かべる不気味な男が出現した。

			　謎の侵入者の出現に、魔族の方々や周囲にいた冒険者らしき面々が一斉に武器を構える。

			「貴様……何者だ！」

			　貫禄のある魔族の男性がそう口にするが、謎の侵入者はその質問に答えない。

			「捕まると困るんですよねぇ。手放すには惜しい、有能な駒ですから」

			「質問に答えろ！」

			　すると今度は白髪のイケメンが漆黒の闇らしきものを槍の形にして侵入者に放った。

			　だが、侵入者が指を鳴らすと一瞬でその闇は消える。

			「なっ!?」

			「そう焦らずとも、再び会えるでしょう。では、今回はこれにて――――」

			　再び侵入者が指を鳴らすと、侵入者と【魔神教団】の三人は一瞬で消えていった。

			　……アイツは何だ？　あの三人を連れて行ったってことは、【魔神教団】の仲間なんだろうけど……。

			　そんなことよりも俺の体が一切反応しなかったのは何でだろう。

			　あんな風に一瞬で消えたわけだから、スキルや魔法を使ったと思っていたのだが……進化が発動しないことを考えると、そのどちらでもない。本当に特殊な力だったのだろう。

			　侵入者について考えていると、ランゼさんは素早く兵隊さんに指示を飛ばした。

			「おい、城内や街中をくまなく探せ！　それと門番にも連絡しろ！」

			「ハッ！」

			　その後しばらくの間、警戒状態が続いたのだが、結局侵入者と【魔神教団】の三人を見つけることは出来なかった。

		

	
		
			　

			サリアのご両親

			　

			　謎の侵入者に逃げられたものの、そのことでランゼさんたちが忙しくなってしまったため、俺は父さんたちの所に向かった。

			　帰ってもいいのかもしれないが、いろいろと曖昧なままだし、何よりせっかく会えたんだからちゃんと話したいしな。

			　ただ――――。

			「……あの……何故ついて来るのでしょうか？」

			「……ダメ？」

			「いや、ダメってワケじゃないですけど……」

			「……なら問題ない」

			「理由を訊きいてるんですけどねぇ!?」

			　そう、あれからずっと魔王の娘さんが俺の後ろをついて来るのだ。

			「魔王の娘さん。俺なんかについてくるんじゃなくて、他の魔族の方々と一緒にいた方がいいんじゃないですか？　ほら、さっきまで危険な状態だったわけですし、護衛としても……」

			「……それなら貴方の近くが一番安全。ここで一番強いから」

			　もう何も言えなくなった。

			　おかしい……ここには各国を代表するような強い人が集まってるはずなのに……！

			　思わず頭を抱えそうになると、そんな俺を無視して魔王の娘さんは少し不満げに続けた。

			「……あと、私はルーティア。ちゃんと名前で呼んで」

			「ご、ごめんなさい……えっと、ルーティアさん？」

			「……ルーティアでいい」

			「いや、さすがに魔王の娘様を呼び捨てなんて……」

			「ルーティア」

			「えっと……」

			「ルーティア」

			「……はい。ルーティア」

			「……うん。それでいい」

			　圧力に負けた俺が名前を呼ぶと、ルーティアは満足そうに頷いた。

			「……ところで貴方の名前は？」

			「俺？　俺は誠一です」

			「誠一……うん。それと敬語もいらない。拒否権はない」

			「なんかどんどん遠慮がなくなってね!?」

			　別にいいんだけどね。

			　結局ついて来る理由が分からないまま、俺は父さんたちの下に向かった。

			　するとそこには父さんたちだけでなく、宝箱と見覚えがありすぎるゴリラが二人……いや、二体？　二頭？　いた。

			　俺に気づいた父さんが、笑顔で声をかけてくる。

			「誠一！　あれから元気にしてたか？」

			「うん、特に変わりはないよ」

			「そう、ならいいのよ。サリアさんたちも元気？」

			「元気だよ。って、そう言えばそこにいるゴリラは……」

			　父さんたちと一緒にいるってことは、何かしら事情を知ってるだろうと思い訊きこうとすると、ゴリラの方から声をかけてきた。

			「誠一……貴方ガ、サリアノ――――娘ノ夫カ」

			「へ!?　娘!?」

			　ゴリラの口から出た単語に俺は驚く。

			　そんな俺に構わずゴリラの二人は言葉を続ける。

			「私ハサリアノ母デアル【サニー】ダ」

			「私ハ父ノ【アドラメレク】ダ」

			「待って、頭が追い付かねぇ！」

			「……話せる魔物……珍しい」

			　この二人、サリアのご両親!?　マジで!?

			　いや、サリアがゴリラなんだから、そりゃご両親もゴリラなのは分かるけどさ！

			　てっきり同じ種族の仲間くらいにしか認識してなかったから、サリアの両親だという発言に心の底から驚いた。

			　俺の後ろについて来ていたルーティアもサリアのご両親が言葉を発したことに少し驚いていた。

			「あら、誠一は気づかなかったの？　ほら、サニーさんの目元なんてサリアさんにそっくりじゃない」

			「何で母さんは分かるの!?　俺には見分けがまったくつかないんだけど!?」

			　前々から母さんたちはおかしいってか、ぶっ飛んでるなとは思ってたけど……。

			「ウム……コウシテ目ノ前デ改メテ見テミルト、誠一殿ハトンデモナク規格外ナ存在デスナ」

			「サリアハイイ雄ヲ捕マエタヨウダ。コレデ我ガ種ハ安泰ダナ」

			　俺と母さんが会話をしてる横で、そんなことを言いあっているサリアのご両親。

			　……すでにだいぶ失礼な態度とっちゃったけど、サリアのご両親なら、ちゃんと挨拶しないとな。

			「……挨拶が遅れてしまいましたが、サリアさんとお付き合いさせていただいてます、柊誠一と申します」

			「オオ、コレハコレハ……ソレデ、子供ハイツ産マレルノダ？」

			「ナルベク早イ方ガイイ。何時、何ガアルカ分カラナイカラナ」

			「ぶふぉっ!?」

			　あ、これ本当にサリアのご両親ですね！

			　思考回路がよく似てらっしゃる！

			　思わずそう思っていると、サニーさんがふとした疑問を口にした。

			「ダガ……娘ハゴリラデ誠一殿ハ人間ダ。ソコハ問題ナイノカ？」

			「あ……その、今娘さんは人間と変わらない姿で生活していまして、問題ありません。それにサリアがゴリラのままでも、俺はサリアのことが好きなので……」

			「ソウカ……ム？　人間ト変ワラナイ姿ダト？　ドウイウコトダ？」

			　そうか、二人は【進化の実】の存在を知らないのかな？

			　でも【果てなき悲愛の森】では昔から存在してたっぽいけど……。

			　俺は二人にサリアが【進化の実】というモノを食べたことで、種族的にも進化して人化できるようになったことを教えた。

			「……【進化ノ実】カ……確カニソンナモノガアッタヨウナ気モスルナ……」

			「ダガ、ソレデ人間ニナレタトイウノナラ納得出来ルナ。私タチモ食ベテミタイモノダガ……」

			「あの……一応手元にあるので、一つずついかがですか？」

			　そう、その後スマホで栽培をしていた【進化の実】は無事に実っていて、数を増やしていた。

			　もう俺が食べることは出来ないが、あげることは出来る。

			　効果が強力すぎるから渡す相手は慎重に選ばなきゃダメなんだろうけど……サリアのご両親なら問題ない。

			　俺から【進化の実】を受け取った二人は、いろいろな角度から眺め始める。

			「ホウ……コレガ【進化ノ実】カ……」

			「匂イハ特ニシナイナ」

			　そんな二人を見ていたルーティアが、俺の服の裾を引っ張った。

			「ん？」

			「……あれ、私にもちょうだい」

			「え、いや……それは……」

			　どうしたもんかと考えていると、二人は同時に【進化の実】を齧かじった。

			　そして――――。

			「「マ……不味イイイイイイイイイ！」」

			　絶叫した。

			　うん、よく分かるよ。

			　効果はすごいんだけど、【進化の実】はすさまじく不味いんだよね……。

			　今にも吐き出さんばかりの二人を見て、ルーティアは真顔で口を開いた。

			「……やっぱりいらない」

			　結果的にあげずに済んだので助かった。ありがとう、進化の実！

			　口元をぬぐい、サニーさんがフラフラとしながら言う。

			「ス、スゴク不味カッタガ……コレデ人間ニナレルノダロウ？」

			「あ、それなんですけど――――」

			【進化の実】は食べてから自分よりレベルが高い存在を倒さないといけない。

			　せっかく不味いモノを食べたというのに、すぐに効果が発揮しないことを伝えるのは心苦しい。そう思った時だった。

			『スキル【同調】が発動しました。これにより、周囲と同調します』

			「ふぁ!?」

			　突然、俺の持つスキル『同調』が発動した。

			　え、なになになになに!?　何が起こるの!?

			　するとサニーさんとアドラメレクさんの体が光り輝き始めた。

			「コレハ!?」

			「イッタイ何ガ……！」

			『同調を完了しました。今回の同調内容は、誠一様の【進化後】の状態を本体とし、【進化の実】を食べた対象二名と同調したため、二名の状態は【進化後】へと変更されました』

			「嘘だろ!?」

			　そんなことあるの!?　俺の進化した状態と同調って！　何でもアリか!?　いや、今更だけども！

			　脳内アナウンスに思わずツッコむ中、二人の体を激しい光が包み、俺たちは思わず目を覆う。

			　光が収まったのを感じて目を開けると、そこには二人の人間の姿があった。

			「おお、これが人間の体か」

			「何とも言えぬ感覚だな」

			　サリアと同じ真紅の荒々しく伸ばされた髪のすごい美人と、これまた同じく真紅の髪をかき上げる美丈夫がそこに立っていた――――全裸で。

			「服を着ろおおおおおおおおおおおお！」

			　俺は思わず全力でツッコんだ。

			　そういえば魔物は進化が終わったら全裸になるんだったね！　忘れてたよ……！

			　思わず頭を抱える俺に、サリアの母親であるサニーさんは腰に手を当て無駄に堂々としている。

			「何故だ？　この格好はそこまでおかしいか？」

			「魔物ならおかしくないです……でも今、人間の体なんですよぉ！」

			「おお。毛が一気になくなってスースーするな！」

			「アドラメレクさんも全裸ではしゃがないッ！」

			　魔物であった彼らに羞恥心というモノはないらしく、豪快に笑いあっていた。いや、サリアは魔物の状態の方が羞恥心持ってたし……ああもう、ワケ分からねぇッ！

			　何とか服を調達して二人に着てもらおうとするが、二人は人間の体に興味津々で全裸のまま動き回る。

			「お願いですから大人しくしろッ！」

			　結局サリアのご両親だということも忘れて、力ずくで二人を止めるまでサニーさんたちは全裸で大はしゃぎするのだった。

		

	
		
			　

			【魔神教団】とは

			　

			　全裸で高笑いするサリアの両親に何とか服を着せ、やっと落ち着いてきたところで、一人の女性が近づいてきた。

			「アナタが誠一さん？」

			「え？　そうですが……」

			　神々しい金髪を腰まで伸ばし、ドレスアーマーに身を包んだ女性に見覚えがなかったので、首を傾げていると、女性が優しく微笑んだ。

			「あら、ごめんなさい。私はエレミナ・キサ・ウィンブルグ。Ｓ級冒険者で【雷女帝】とも呼ばれている、ランゼの妻よ」

			「ランゼさんの奥さん!?」

			　そう言えば、校内対抗戦の時にＳクラスのロベルトの紹介でお母さんがＳ級の冒険者って言ってたな……。でもそんな人が俺にいったい何の用だ？

			「あの、どうしたんですか？」

			「いえ、アナタの話をウチの主人から聞いてね。あの人が大変な目にあっている時、私は他国にいたから……。でも、アナタが助けてくれたと聞いて、ずっと直接お礼を言いたかったのよ。あの人を……ランゼを助けてくれてありがとう」

			「頭をあげてください！　ランゼさんにはお世話になっていますし、なによりこの国が俺は好きですから……」

			「そう言ってもらえると、国王の妻として嬉しいわね」

			　エレミナさんはそう言うと優しく微笑んだ。

			　ふと、俺は何故エレミナさんが冒険者をしているのか気になったので訊きいてみる。

			「一つ訊いてもいいですか？」

			「あら、何かしら？」

			「どうして冒険者をしているのですか？　あ、悪い意味とかじゃなくてですね……単純に気になったんです……」

			　よく考えれば失礼なことを聞いてるかもしれないが、もう口に出してしまったので後戻りは出来ない。

			　しかし、エレミナさんは怒った様子もなく教えてくれた。

			「確かに、一国の王の妻が冒険者なんて変わってるわよね。昔から冒険が好きな私に好きなようにさせてくれるランゼには本当に感謝してるわ。だからこそ、私は冒険者として活動しながら他国の情勢や技術を学んで、この国に取り入れようとしてるの。他にも、外交的な意味合いもあるんだけど……最近はとある件についての情報を集めてるわね」

			「とある件？」

			　俺が首を傾げるとエレミナさんは険しい表情を浮かべた。

			「ええ――――【魔神教団】よ」

			「！」

			【魔神教団】……バーバドル魔法学園を襲ってきたヤツや、今回このテルベールを襲ってきたヤツらの組織か……。

			　何度か名前を聞いているが、その実態を、俺はほとんど知らない。

			　さっき現れた不気味な男……アイツの能力もよく分からないし……いったい何なんだ……。

			　今までの【魔神教団】の連中を思い浮かべて思わず顔を顰しかめていると、エレミナさんが情報を与えてくれた。

			「アナタはランゼの恩人でもあるし、何よりその力は大きな助けになるわ。だから、アナタにも【魔神教団】のことを知っててほしいの」

			「すみません、お願いします。今回以外にも【魔神教団】のヤツとは戦ってるんですが、その実態がよく分からなくて……」

			　俺の言葉を受け、エレミナさんは一つ頷いた。

			「分かったわ。まず、【魔神教団】って言うのはとある神を崇めている組織なの。その神が何なのか分かるかしら？」

			　神？　うーん……だいぶ前に戦った黒龍神みたいな存在だろうか？

			　俺が首を捻っていると、エレミナさんは話を続けてくれた。

			「その様子じゃ分からないようね……じゃあこの話は知ってるかしら？　この世界は、もう神々から見放されてるってこと」

			「あ、それは知ってます。何でも昔、一柱の神と他の神々で争いが起こって、一柱の神が負けて封印されたんですよね？」

			　ベアトリスさんの話ではそうだったはず。

			　それで、その時の神々の力の衝突によって生まれたのが――――『進化の実』。

			「そうよ。じゃあ話を戻すわね。【魔神教団】が崇めている神って言うのが……その負けた一柱の神なのよ」

			「え!?」

			　つまり、黒龍神のような存在じゃなく、俺たちをこの世界に送った本物の神様ってことか!?

			　今更だけど、規模がデカすぎてついて行けねぇよ。

			「で、でも、その神は封印されてるんですよね？　ならどうしてそれを崇めてるんですか？」

			「……【魔神教団】の最終目標が、その一柱の神を復活させることだからよ」

			「復活!?　そんなことが出来るんですか!?」

			　ちょっと待て！　神様が封印した存在を俺たちなんかが復活させられるの!?

			　驚く俺に、エレミナさんは重々しく頷く。

			「ええ……ただ、その方法が問題なのよ」

			「方法が？」

			「世界中の『負の感情』――――憎しみ、怒り、悲しみ……そういったすべての黒い感情が復活には必要なの。そして、今回襲ってきた連中は【魔神教団】の『使徒』と呼ばれる存在で、封印されている神から特別な力を与えられ、世界中の負の感情を集めることを使命としているの」

			「負の感情って……」

			　何だ、その分かりやすく悪い神様は。てか、昔は人間を甘やかしまくってたって神様だろ？

			　なのに今はその人間の負の感情を集めてるって何？　グレたの？　拗すねたの？

			「とりあえず、何となく【魔神教団】って存在が分かりました。でも、そこまで分かってるなら、各国でその教団を取り締まればいいんじゃないですか？」

			「それがそう簡単にはいかないのよ。それに、実は【魔神教団】が表に出始めたのも最近の話で、それまでは存在が噂される程度で実態は掴めていなかったの。それに、さっきも言ったけど『使徒』って存在が厄介でね……今回逃げられた原因でもあるあの不気味な男みたいな存在がゴロゴロいるから、迂う闊かつに手が出せないのよ」

			「なるほど……」

			　なんていうか、迷惑極まりない組織だな。

			　そもそも、なんでその『使徒』って連中は【魔神教団】に関与してるんだろう？

			　だって、復活させる神が求めるのは人間たちの負の感情なわけで、たとえ『使徒』たちが神様から特別な力を貰っていたとしても同じ人間なわけだし……。

			「あの、その神様を復活させた後ってどうなるんですか？」

			「さあ……そこはまだ分からないけど、今のこの世界は神々に見放されてるし、ろくでもないことになるのは間違いないわね」

			　今回の話で【魔神教団】のことが少しは分かったが、それと同時に分からないことも増えたな……。

			　……俺としては、サリアたちとのんびり暮らせたらいいのに、どうも厄介ごとが付きまとうようだ。

			　だが、一つハッキリしたのが、たとえ昔は人間を甘やかしていたとしても、今は敵だということ。

			　もしサリアたちに危険が及ぶなら……俺は容赦しない。

			　そう決意を固めていると、不気味な男の捜索を指揮していたランゼさんたちが戻って来た。

			「チッ……完全に逃げられた」

			「仕方ないわ。『使徒』の力は未知数だもの」

			「だが、捕まえていた連中を奪われたのは痛い。何とかして情報を手に入れたかったんだがな……」

			　ランゼさんは軽くエレミナさんと話すと、俺に視線を向けた。

			「誠一。本当に助かった。お前のおかげで魔王の娘さんも助けることが出来たし、何よりお前の紹介でやって来たって連中に大いに助けられた。ありがとよ」

			「いえ、力になれたなら嬉しいです！　……あ、そろそろ俺も学園に戻りますね。あまり長居してるとサリアたちに心配をかけますし、何よりバーナさんに頼まれてることもあるので……」

			「おう、そうか。何もないに越したことはないが……また何かあったらお前を頼るかもしれねぇ」

			「いえ、気にしないでください。その時はまた、力になりますから」

			　ランゼさんにそう告げ、母さんたちやサリアのご両親にも挨拶してバーバドル魔法学園に戻ろうとした、その時だった。

			「誠一。私も連れて行ってほしい」

			「…………へ？」

			　ルーティアがそんなことを言いだした。

		

	
		
			　

			魔族軍VS誠一

			　

			　俺はルーティアの言葉に間抜けな表情を浮かべた。

			「え、連れて行くって……」

			「私は誠一について行くってこと」

			「ルーティア様!?」

			　ルーティアの言葉に驚いたのは俺だけじゃないようで、すごく綺麗な人も驚いていた。

			「ルーティア様、いけません！　つい先ほど襲われて危険な状態だったというのに……我々から離れられては、お守りすることが出来ません！」

			「そうです！　確かにソイツは恩人かもしれませんが、それとこれとは話が違いますよ！」

			　綺麗な人だけでなく、白髪のイケメンもそう口にする。

			　でも二人の言いたいことも分かる。

			　そもそも俺自身が急に連れて行けって言われて困惑してるし、魔族の人たちからすれば、とても大切な人を得体の知れない俺なんかに任せられないだろう。

			「レイヤ、ゾルア。大丈夫。誠一は強いから」

			「強いって……そんなの信じられませんよ！　確かに『呪い』を解いたのはスゲェが、それで強いと言われても納得出来ねぇ！」

			　白髪のイケメンの言葉のあとに、貫禄のある魔族の人も口を開いた。

			「……ルーティア様。私もゾルアと同意見です。そこの人間が強いようにはどうしても見えないので……」

			「ゼロス……」

			　ルーティアもさすがにここまで言われたら考え直した方がいいんじゃないか？

			　口にはしてないが残りの魔族たちも似たような反応をしているし。

			　……そこ、ルシウスさん！　何でちょっと面白いことが起きそうって顔してるんですか！　何を考えてるのか分かりませんが、そんな面白いことは――。

			「――分かった。なら、レイヤたちが誠一と戦って、誠一が勝ったら文句はない？」

			「あらヤダ」

			　知ってたよ！　もうここまで来るとフラグじゃんって思ってたよ！　ついオネェ口調になっちゃったしさ！

			　でも現実逃避させてください。俺はただ平穏に暮らしたいだけなんです。

			　ルーティアの言葉を受けた貫禄のある魔族は顔を顰しかめる。

			「……ルーティア様、本気ですか？　我々全員とそこの人間が戦うと？」

			「本気。誠一は強い」

			　おーい、ルーティアさーん？　そんなに持ち上げてもいいことないですよ？

			「ルーティア様、冗談はやめてくださいよ。俺やゼロスが一人で相手をするんじゃなくて全員ですって？」

			「冗談じゃない。全員が束になっても……誠一には勝てない」

			「――おい人間。いい度胸じゃねぇか」

			「理不尽すぎません!?」

			　俺が言ったわけじゃないのに何で俺が怒られるの!?　これが権力のある者とない者の差か!?

			　世知辛いね！

			「なんだなんだ？　面白い展開じゃねぇか。いいぜ？　ウチの訓練場を貸してやるよ」

			「環境整っちゃったよっ！」

			　いいよ、やってやるよ！　やれば文句ないんでしょ!?

			　結局いいように流された俺は王城内にある訓練場へとやってきた。

			　しかも、戦う魔族たちとルーティアだけでなく、父さんたちやお城の兵士さんたちまで集まってきて予想以上に大事になっている。どうしてこうなった。

			　げんなりする俺の前には、やる気――というか、殺気十分な魔族の方々が。あれ？　これ模擬戦だよね？　殺し合いじゃないよね!?

			　思わず体を震えさせていると、白髪のイケメンが首を鳴らした。

			「さて、殺やるか」

			「絶対漢字おかしいだろ！」

			　アカン！　コイツら目がマジだ！

			　俺のツッコミを完全スルーする魔族の方々をよそに、ランゼさんが俺たちの間に立つ。

			「さて、んじゃあ模擬戦を始めるわけだが……殺さなければ何をやってもいいぞ」

			「……チッ」

			「ランゼさん、彼、今舌打ちしましたよ!?」

			「気のせいだろ」

			「ウソでしょ!?」

			「一つ質問いいかしら？」

			　白髪イケメンさんの舌打ちがスルーされると、今度はすごく綺麗な人が手を挙げた。

			「ん？　どうした？」

			「殺さなければ何をしてもいいってことは……存分に痛めつけても？」

			「いいだろう」

			「よくないよ!?」

			　なんでそんな物騒なこと許可しちゃうの!?　てか、そんなこと聞いてくるあたり、確実に痛めつけようとしてるじゃん！

			「そう心配するな。誠一なら問題ないだろ」

			「俺を何だと思ってるんですかねぇ？」

			「………………よし、始めるか！」

			「そこスルーしないでっ！」

			　俺の抗議は無駄に終わり、魔族の方々はいつでも戦えるように距離をとった。

			　それを見届けたランゼさんは俺の方も確認して――――。

			「魔族軍対誠一……始めッ！」

			「呑まれろッ！」

			　ランゼさんの合図と同時に、白髪イケメンさんの全身が真っ黒い闇のようなものに覆われ、そこから無数の触手らしきものが射出された。

			　一瞬魔法かと思ったが、俺の体が特に反応しないため、スキルや魔法ではないようだ。

			　……あの不気味な男もそうだったけど、この世界にはスキルと魔法だけでは説明のつかない不思議な力がほかにもあるんだな。

			　迫りくる漆黒の闇を前に、そんなのんきなことを考えていると、ゴリゴリマッチョの鬼っぽい人が勢いよく殴りかかってきた。

			「ゾルアの『闇』に触れるまでもなく、やられるがいい！」

			　見た目からすごい力があるんだろうなぁ、とか思いながら、その鬼の拳を右手で受け止めた。

			「へ!?」

			　すると鬼は間抜けな表情を浮かべて硬直した。いや、その硬直はかなりの隙だと思うんだけど……。

			「ウルス、そこをどきなさいッ！」

			「ま、待て、レイヤ！　吾輩がまだ――――」

			「『不死炎の円舞』！」

			「ノオオオオオオオオン！」

			　ゴリマッチョの鬼の攻撃を受け止めていると、すぐさますごく綺麗な人が金色に輝く炎の輪をいくつも射出してきた。

			　これも俺の体が特に反応しないので、スキルや魔法の類ではないのだろう。

			　それよりも、俺の手から抜け出せないゴリマッチョさんは巻き添え……というか、すべての炎が直撃したため、俺にダメージは一切なかった。

			　だが、その反動で思わず手を放してしまったため、彼は火だるまになりながら、その場から離脱した。

			「ちょっと、アンタのせいで当たらなかったじゃない！」

			「吾輩被害者なんですけど!?」

			　いや、ゴリマッチョさんにも同情するけど、一番の被害者は何故か戦わされてる俺だからね？

			　そんなことを考えているうちに、ついに漆黒の触手が俺へと到達した。

			　ここまですでにいろいろとあったが、実際数秒にも満たない間の出来事である。

			　それだけでもこの魔族の方々がすごいと分かるんだけど……。

			　とりあえず避けようと考えていると、すごくセクシーな魔族の女性が俺に近づき、妖しい視線を送ってきた。

			「止まりなさい！　『魅惑の眼差し』！」

			「ん？」

			　この感覚は……【果てなき悲愛の森】で『魅惑茸』を食べた時の感覚に似ている。

			　つまり、このセクシーな魔族に俺は魅了の状態異常をかけられそうになっているのだ。

			　だけど、【果てなき悲愛の森】で魅了耐性はすでに得ているので、俺への効果はない。

			　まったく魅了される気配のない俺を見て、セクシーな魔族は目を見開く。

			「また私の魅了が効かない相手だなんて……そろそろ【サキュバス・クイーン】としての自信を失いそうなんですけど……」

			「えっ……な、なんかすみません……」

			　思わず謝っていると、ついに漆黒の触手から逃げる機会を失ってしまった。

			　いや、無理やり逃げることも出来るんだろうけど……。

			　そんなことを思っているうちに漆黒の触手は俺を囲むと頭上から一気に襲い掛かってきた。

			「これ、殴ったらどうなるんだろう……？」

			　ふとそんな疑問が浮かんだ俺は、目の前の漆黒の触手を殴ってみた。

			「えい」

			　漆黒の触手は消し飛んだ。

			「はっ……はああああ!?　俺の『闇』が……!?」

			「おおう……まさかアッサリ消し飛ばせるとは……」

			　ていうか、殴った感覚がしなかった。おそらく拳圧だけで消し飛んでるわ。我ながらデタラメすぎる。

			　思わず頬を引きつらせていると、その光景を見ていたルシウスさんが爆笑している。

			「アハハハハハハハハ！　誠一君、すごいねぇ！　彼の『闇』は本当に特殊なモノなんだけど……それをただ殴るだけで消し飛ばすなんて……！」

			　やっぱり俺はヤバいようだ。チクショウ！

			「……ゾルア、下がってろ。『消滅球』」

			　すると今度は威厳のある魔族さんが何やら半透明な玉を撃ってきた。

			　これも殴ったら消し飛ばせるのかな？

			「えい」

			　半透明な玉が消し飛んだ。

			「何……!?」

			「おいおい、トカゲ野郎の『消滅球』まで消し飛ばすってどんな化け物だよ!?」

			「諦めちゃダメよ、ゾルアちゃん！　どこかに弱点があるはずよ！」

			「ん？」

			　オネェ口調の魔族がそう口にした瞬間、俺は周囲の雰囲気というか、気配が変わったことを察知した。

			　なんだ？　これ……。

			「あら？　私の魔力を察知するなんて……いよいよ人間か疑わしいわね？」

			「失礼な！　俺は人間だ！　…………多分！」

			「説得力ゼロね……」

			　俺の言葉にオネェ口調の魔族は苦笑いすると、すぐに真剣な表情へと切り替わる。

			「さて、そろそろお遊びはお終いよ？　吹っ飛びなさい！」

			「！」

			　俺は反射的に『憎悪渦巻く細剣ブラツク』と『慈愛溢れる細剣ホワイト』を抜き、違和感の感じる方向を斬りつけた。

			　その瞬間、何もない空間を斬ったはずなのに、確かな手ごたえを感じた。

			　それを見て、オネェ口調の魔族は目を見開く。

			「ウソでしょ!?　私の攻撃は見えないはずなのに……！」

			　どうやらオネェ口調の魔族は見えない攻撃をすることが出来るようで、俺は違和感を覚える場所をひたすら斬りまくった。

			　すると体勢を立て直したゴリマッチョさんやすごく綺麗な魔族も含めて、本格的に全員が俺を倒すために攻撃してきた。

			　しかもそれぞれの攻撃が絶妙なタイミングで繰り出されており、連携がすさまじい。

			　そんなプロの連携を相手に出来る機会なんてそうそうないだろうし、そもそもせっかく戦ってるからには俺も得したいなぁということで、俺は俺で魔族の方々を相手に戦闘の練習をさせてもらった。

			　いやぁ、力でごり押しするんじゃなくて、技術力で隙を見出すのは難しいなぁ。

			　ありがたい訓練相手だと思いながら戦い続けていたのだが、ついに魔族の方々の体力がなくなったようで、それぞれが息も絶え絶えといった状態になった。

			「こ……こいつ……ど、どうなってやがるんだよ……！」

			「ぜぇ……ぜぇ……わ、吾輩……も、もう動けない……」

			「しょ、正直に言って……お、同じ星に住む生命体とは……思えないわね……」

			　失礼すぎじゃない？　俺宇宙人じゃないからね？　……いや、この星の人間でもないから宇宙人なのか？

			　でも宇宙人ってあの魔物販売店にいたＵＭＡのことだろ！　俺は断じて違うからね！

			　それはともかく……。

			「あの、模擬戦は――――」

			『無理に決まってるだろ！』

			「あ、はい」

			　魔族軍全員からそう言われてしまうのだった。

		

	
		
			　

			ルイエスの決意

			　

			『すみませんでした……！』

			　無事模擬戦……いや、訓練を終えた後、魔族の方々は俺に頭を下げた。

			　それを見て、何故か俺じゃなくてルーティアが微妙にドヤ顔を浮かべているのはよく分からないが。

			「いやいや、頭をあげてくださいよ！　俺は別に気にしてませんから……」

			「……面目ねぇ。アンタはルーティア様の命の恩人だってのに、完全に頭に血が上ってて……」

			「そうね……ルーティア様が倒れてから、ちょっと私たちは余裕がなくなってたみたいだわ……」

			　俺の言葉を受けて、白髪イケメンとすごい美人さんは申し訳なさそうな表情を浮かべる。

			　まあ魔族の人たちの心情は分かるし、俺も気にしてないんだけどな。

			　何よりこうして無事に助けられたんだから俺としてはそれでいいじゃんって思ってしまうんだけど……それじゃすまないんだろうなぁ。

			　そんなことを考えていると、白髪イケメンは真剣な表情に変わる。

			「アンタになら、ルーティア様を預けられる。むしろ俺たちといるより安全だろう。……悔しいことにな。どうか、ルーティア様をよろしく頼む！」

			「…………え、ルーティアが付いてくることは決定事項!?」

			「そうだけど？」

			「俺の意思！」

			『よろしくお願いします！』

			「すでに聞いてねぇ!?」

			　しかも全員が頭を下げるもんだから、断れないじゃん！　なんせ、ノーと言えない日本人ですからね！

			　でも実際問題、これから先もルーティアが狙われるっていうなら、俺の下にいるのが一番安全なのかな？

			　俺自身ぶっ飛んでるのは自覚してるけど、どこまでそれが通用するのか分からねぇし。

			「頼まれたからには、きちんと守れるように頑張るよ」

			「うん。頼りにしてる」

			　ルーティアは俺を見て頷いた。

			　さて……じゃあそろそろ本当に戻ろうかねぇ？

			　サリアたちも心配してるかもしれないし、何よりバーナさんに頼まれているダンジョンにも行かないといけないからな。

			　帰ることをランゼさんや父さんたちに伝えようと辺りを見渡すと、すでにランゼさんたちは城の中に戻ったらしく姿が見当たらなかった。

			　それなら一度、俺も城内に戻ろうかと思っていると、ルイエスが俺の前にやってきた。

			「師匠」

			「ん？　あ、ルイエス。久しぶりのところ悪いんだけど、そろそろ帰るからランゼさんのところに案内してもらってもいい？」

			「分かりました。私も師匠と一緒に学園に行きますね」

			「ありがと――――はい？」

			　俺は思わず聞き返した。

			「あのー……ルイエスさん？　今、なんて……？」

			「ですから、私も師匠と一緒にバーバドル魔法学園に向かいます」

			「ですからじゃないよね!?　何をどうしたらそんな話になった!?」

			　ランゼさんの下への案内を頼んだのに、なんでそんな話になってるんですかねぇ!?

			　俺のツッコミを受けたルイエスは、今まで見たことがないほど表情を暗くした。

			「……今回の戦いで、私は何も出来ませんでした」

			「え？」

			「もともと【黒の聖騎士】以外に私と並び立てるような存在は師匠を除いておらず、【超越者】となり、また一歩強くなったと思っていました。だからこそ、最初はむしろ私以上に強い存在を望んでいました」

			　初めてルイエスと会った時、ルイエスの部下であるクラウディアさんからそんな話を聞いていた。

			　自分以上の強者がいないからこそ、孤独だと。

			　だから俺に負けた時、ルイエスは負けたというのに少し嬉しそうだった。

			「しかし、いざ自分の守るべき国がその強い存在に襲われ、何も出来ずに負けた時……私は悔しかったのです。どうやら私はどうしようもなく傲ごう慢まんで、わがままだったようです。幸い師匠のご友人方のおかげで助かりましたが、あのままだったら……私は大切なものを守ることが出来なかったでしょう」

			「……」

			　黙って聞いている俺に、ルイエスはまっすぐな視線を向けた。
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			「師匠。私は強くなりたいです。誰にも負けないくらいに。守りたいものが守れるように」

			　ルイエスのその言葉は、俺の心にも深く響いた。

			　俺の力は、確かにぶっ飛んでる。それこそどうしようもないほどに。

			　だが、どこまでぶっ飛んでるのかは分からないのだ。

			　俺以上の存在がいるかもしれない。

			　そしてそんなヤツがサリアたちを襲ったら――――俺は守ることが出来ないだろう。

			　実際、あの不気味な男が使った力も俺には分からないし、魔族の方々の不思議な力も俺の体は反応しなかった。

			　身に余る力であることに変わりはないけど、俺もルイエスを見習ってまだまだ強くならなきゃいけないのだろう。

			　――――絶対にサリアたちを守れるように。

			「……分かった。どうせルーティアも付いてくるんだし、今更一人増えても同じだろ。……ルイエス」

			「はい」

			「一緒に強くなろうな」

			「っ！　……はい！」

			　俺の言葉にルイエスは一瞬目を見開くと、少し頬を赤くしてそう返事をした。

			　――この時の俺は少しずつ強くなれたらいいと思っていたのだが、俺の体はもっとずっとクレイジーだということを思い知らされるのは先の話。

			　さて、成り行きとはいえ同行人が二人も増えてしまった。おかしい。

			　これ、どう説明したらいいんだ？　絶対にヘレン辺りからいろいろツッコまれるヤツじゃん。

			　まあもう連れて行くって言ったから文句はないんだけどね。

			　でも本当にそろそろ帰らないとまずいだろう。

			　ということで当初の目的通り、ルイエスにランゼさんの下まで案内してもらった。

			　すると俺の両親とランゼさん、そしてゼアノスたちが楽しそうに会話していた。

			「いや、誠一君には大変お世話になっております」

			「いえいえ、こちらこそ。私たちの息子が役に立っているようで……」

			「本当に、私たちが見ないうちに立派になったわねぇ……サリアさんの件もあるし、赤飯炊かないと！」

			　……会話に混ざりにくいな、おい。

			　話題の内容が俺の話だったので妙にためらっているとゼアノスが俺に気づいた。

			「む？　誠一殿。そのような場所で何をしている？」

			「あら、誠一。こっちにいらっしゃいよ」

			「う、うん……いつの間にかランゼさんとも仲良くなったんだね」

			　俺がそう訊きくと父さんは笑みを浮かべた。

			「そうだぞ～。父さん、王様の知り合いなんて初めてだからな。自慢出来るぞ」

			「そうね。お城の中も初めて入ったけど、本当に豪華なのねぇ。メイドさんもたくさんいらっしゃるし……お給金っていくらなのかしら？」

			「どうだろう？　それも気になるが、ここのメイドも『萌え～』とやらをやるのかな？」

			「もう、誠さん。それは日本だけでしょう？　ここの方たちはお淑やか～な本物のメイドさんなんだから。あ、あとで写真撮ってもらいましょ！」

			「それはいいな！」

			「………………何というか、誠一のご両親なんだなぁと」

			「どういう意味ですかねぇ!?」

			　父さんたちの会話を聞いていたランゼさんが、何とも言えない表情で俺を見てきた。

			　いや、ここまでズレてるのはウチの両親くらいですよ！　多分！　自信なくなってきたけど！

			　俺は溜息を一つ吐くと本来の目的を達成するべく帰ることを告げた。

			「すみません、そろそろ帰ります。サリアたちも心配してるでしょうし、バーナさんから頼まれていることもあるので……」

			「そうか……あ、誠一のご両親のことは心配しないでくれ。先ほどゼアノス殿たちからも話を聞いた。なんでもこの国に移住したいという話だが……俺はもちろん歓迎だ。こんなに心強い存在が我が国にいるってだけでもありがたい。今兵士たちを手伝ってもらっているアベル殿たちも同様だぞ」

			「ありがとうございます！」

			　よく見れば確かにアベルたちの姿が見当たらなかった。ほかにも、ガッスルたちもいたと思うんだが、いつの間にか姿を消している。まあギルドに戻ったんだろう。

			　それよりも無事に移住を認めてくれたので俺としては一つ安心出来たって感じだ。

			　俺がほっとしていると、ルーティアがランゼに話しかける。

			「ランゼルフ王。私は誠一と一緒に行きます」

			「は？　……いや、そういやそんな話の流れだったな。すっかり忘れてたが、おたくの家臣が納得してんなら俺から言うことはねぇよ。事実、誠一の場所にいるのが一番安全かもしれねぇからな」

			「うん。……その、会議はめちゃくちゃになってしまった。今回は偶然【魔神教団】だったけど、もしかしたら魔族である私たちを目の敵にしている人たちに襲われるかもしれない。それでも、貴方はこれからも魔族とともに歩んでくれる？」

			　ルーティアのその視線はとても真剣で、ランゼさんもそれを真正面から受けて答えた。

			「当たり前だ。この程度のことでビビッてちゃ、やってられねぇよ」

			「……ありがとう」

			　ルーティアは安心したように小さく微笑んだ。

			「さて、じゃあ誠一！　またな！　次はゆっくりしていってくれ！」

			「はい！　ありがとうございます！」

			「では。……ゼロス、ゾルア、レイヤ、リアレッタ、ウルス、ジェイド。あとはよろしく」

			『はっ！　お気を付けて！』

			　俺がランゼさんや父さんたちに挨拶する横で、ルーティアも魔族の方々に挨拶をしていた。

			　するとルシウスさんがルーティアの前にやってくる。

			「貴方は……」

			「せっかく会えたけど、残念ながらゆっくり話す時間はないみたいだね。まあでも、僕はこうして生き返ったんだし、いつでも会えるからさ。その時にゆっくり話をしよう」

			「……はい」

			　そっか、ルシウスさんは初代魔王なわけだから、ルーティアもルシウスさんも話したいことがあるよな。

			　でもルシウスさんの言う通り、会おうと思えば会えるのだ。

			　名残惜しいが、そろそろ帰ろうというところで、ルイエスもランゼさんに挨拶をした。

			「陛下。修業のため暇いとまをいただきます」

			「おう。………………は!?」

			「ではこれで――」

			「待て待て待て待て！　え、何!?　お前まで行くのか!?　初耳なんですけど!?」

			「今言いましたので」

			「報ほう連れん相そうしっかりしろって言ってんだろうが……！　てか俺お前の上司！　分かってる!?」

			　まさかルイエスはランゼさんに一言も告げていなかったようだ。いや、全面的にランゼさんが正しいよね！

			　結局、ルイエスに巻き込まれる形で俺もランゼさんを説得するのだった。

		

	
		
			　

			いざ、ダンジョンへ

			　

			　何とかランゼさんを説得してルイエスの同行を認めてもらった俺たちは、行きは宝箱の転移魔法だったが帰りは俺の転移魔法を使ってバーバドル魔法学園に戻ってきた。

			　転移先は一応模擬戦を行った闘技場で、周囲には誰もいなかった。

			　ルイエスもルーティアも周りの景色を眺めている。

			「すごいですね……一人分でも相当な魔力を消費する転移魔法を三人同時に、しかもかなりの距離を移動するのは難しいのではないでしょうか？」

			「うん。不可能とまでは言わないけど、大量の魔力を消費するのは変わらない。でも誠一は魔力切れを起こしてる様子もないから本当にすごい」

			　何故か二人からキラキラした視線を向けられた。むず痒いな。

			「……そういえば、なんでルーティアは俺がすごいって思ったんだ？　俺の実力とか見たことなかっただろ？」

			　ふと思ったのは、ルーティアが俺のことを何故そこまで持ち上げてくれるのだろうか、ということだった。

			　確かにルーティアの『呪い』を解いたのは俺だけど、あの白髪イケメンの魔族さんも言ってたようにそれが戦闘力とかの実力につながるかっていえばそうじゃない。

			　ルイエスは実際に戦ったりしたから分かるんだけど……。

			　俺の疑問を受けて、何故か逆にルーティアが首を傾げた。

			「？　私、何かおかしいこと言った？　誠一がすごいと感じたから言っただけ。特に理由はない」

			「うーんミステリー」

			　なんだ、すごいと感じるって。そんなオーラが出てんの？　俺は見えないけど。

			「まあいいや。とりあえず、俺のクラスにみんな集まってるっぽいから移動しようか」

			　俺は二人を連れて教室まで移動するのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――というわけで、こちらウィンブルグ王国の【剣騎士】ことルイエスと、現魔王的立場であるルーティアです」

			「だからどういうわけ!?　てか、このやり取りも二度目じゃない!?」

			　教室に辿り着いた俺は、そのままルイエスたちと一緒に中に入ると教壇に立ってそう告げた。

			　するとやはりヘレンはこの適当な説明に大きくツッコむ。

			　サリアやアルもルイエスがいることに驚いており、目を見開いていた。

			「あれ!?　ルイエスさん!?　どうしてここに？」

			「いや、ルイエスさんもだけど、隣の女誰だ？　現魔王的立場とか言ってたが……」

			「うーん……説明すると長いんだけどなぁ……」

			　でも説明しなきゃ分からないので、宝箱に強制連行されたところから【魔神教団】と戦ったことも含めて全員に伝えた。

			　説明を聞き終えたヘレンは頭を押さえ、頬を引きつらせていた。

			「あ、アンタ……どんだけ非常識を積み重ねれば気が済むのよ……」

			「俺だって不本意なんですが」

			「あの、誠一先生。今のお話を聞いてた感じだと、そちらの二人もこちらで過ごすということでしょうか？」

			　ベアトリス先生は俺にそう訊ねる。

			「そうですね。結果的に助かったとはいえ、ルーティアは【魔神教団】に狙われたわけですし、魔族の方々も俺の下にいるのが一番安全だというので……」

			「えっと～、魔族の方々っていうか……今のお話だとどう考えても魔族軍の将軍クラスからそう言われてると思うんですけど～……そんな人たちが誠一先生のところが一番安全っていうのはどうなんでしょうか～？」

			「レイチェル、あの教師に何を言っても無駄だろう。なんせあのルイエスという女は、ウィンブルグ王国最強の騎士の一人【剣騎士】だという上に、誠一先生の弟子だというではないか。もはやまともに取り合う方がバカらしい」

			「返す言葉もねぇけどもう少し優しくして!?」

			　こう客観的に分析されると余計に非常識さが際立つね！

			「さっすが兄貴！　どんどん女性が増えるっスね！」

			「誠一先生、いい加減ボクに女性を落とす方法教えてくれてもいいんじゃないかな!?」

			「その純粋さが俺を傷つける」

			　アグノスとフローラのキラキラと輝く瞳を前に、俺はさらに精神的にダメージを負った。

			「う、うぉっほん！　えー、とりあえずルーティアは俺が守るためにここにいて、ルイエスは今一度鍛えなおすために俺に付いてきたってところだ。それでさっそくで悪いんだが、俺は少しの間授業を出来ない」

			「え？」

			「あ、あの件ですね」

			　アグノスたちにはまだ伝わっていないようだが、ベアトリスさんにはすでに話が回っているらしく頷いてくれた。

			「学園長であるバーナバスさんに直接頼まれたんだ。どうもこの間の魔神教団の男が潜んでた近くの森で、ダンジョンが出現したらしい。それを調査するために俺とルイエス、ルーティア、そしてサリア、アル、ルルネ、オリガちゃんでそこに向かおうと思ってる。このメンバーはもともと冒険者として俺と一緒に活動してたからな。アグノスたちは危険だってことで今回は待機になる」

			「じゃ、じゃあ兄貴がダンジョンに行ってる間、授業はベアトリスの姐さんが？」

			「そういうことになるな」

			「ですが誠一先生のような実技の授業は私には無理なので、すべて座学です」

			「ノオオオオオオオオオオオオン！」

			　アグノスはその場に崩れ落ちた。うむ、頑張れ。

			「もう伝えることとかはないと思うが……俺がいない間、勉強頑張れよ！」

			『はーい』

			「嫌だああああああああああああああ！」

			　アグノス以外は元気よく返事をするのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　準備をするためにそれぞれが動き始める中、俺はサリアを呼んだ。

			「サリア」

			「ん？　なあに？　誠一！」

			「サリアのご両親に会ったぞ」

			「え!?」

			　サリアは俺の言葉に目を見開いた。

			「私の両親って……どこにいたの？」

			「さっきも説明したが、【魔神教団】がまた魔物を使ってウィンブルグ王国に攻めてきたんだ。その【魔神教団】に操られてる中にサリアのご両親がいたらしい」

			「そうなの？　でも私の両親って確か魔王軍に連れていかれたと思うんだけどなぁ……」

			　サリアはそういいながら首をひねる。そういえば、前にそんなことを言ってた気がする。いや、あの時はサリアより強い魔物が連れていかれたって話だったっけ？　その中にご両親もいたのかな？

			「なあ、どんなヤツに連れていかれたとか覚えてるか？」

			「うーん……だいぶ前のことだしなぁ……ごめんね、思い出せなくて……」

			　少し悲しそうな表情を浮かべたサリアに俺は慌てる。

			「いやいやいや！　気にしないでくれ！　ちょっとした参考程度に聞いただけだからさ」

			「そう？　でも、どんな人に連れていかれたかは覚えてないけど、【魔神教団】って言わずに魔王軍って言ってたのは確かだと思う」

			「なるほどな……分かった、ありがとう」

			「うん！　あ、お父さんたち元気だった？」

			「すごく元気だったぞ。それになんか聞いた感じ、俺の父さんたちと一緒に住むらしいから、また会おうと思えば会えるよ」

			　ルイエスがランゼさんを説得してる時に聞いたのだが、どうやらサリーさんたちは父さんやゼアノスたちと一緒に暮らすらしい。

			　ゼアノスたちと一緒に冒険者になるって言ってたし、仕事面も大丈夫だろう。

			　俺の父さんたちとも仲良くしてたし、そこらへんはもう心配していない。

			　それどころかウィンブルグ王国の戦力が増強されたと思うと余計に安心できる。

			「そっかー……それじゃあ、また二人で会いに行こうね！　私ももう一度誠一のお父さんたちに挨拶したいし！」

			「そ、そうだな」

			　サリアの言う挨拶って両親に彼氏・彼女をきちんと紹介するってことだもんな……。

			　まだ先のこととはいえ、想像しただけで緊張してきた。いや、俺もサリアもお互いの両親とは会ってるけど、それとこれとは話が別っていうかね……。

			　サリアもそうだが、アルのご両親にも挨拶に伺わないとな。そこはアルと相談しないといけないが。

			　そんなことを考えながらも、俺たちは改めてダンジョンに向けての用意を始めるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ここがそのダンジョンね……」

			「うわー！　入口ってこんな感じなんだね！」

			　気がつけば確認することなくサリアたちもダンジョンに行く前提で話を進めてしまっていたけど、サリアたちは全然気にした様子もなく了承してくれた。

			　そして今、俺たちの前にはいかにもダンジョンの入口ですよ！　って感じの洞窟がある。

			　あれだ、【果てなき悲愛の森】のゼアノスがいた場所もこんな感じの洞窟だったな。

			　それにしても、こんな森の奥に隠れてたんだな。

			　今はもうないが、あの男から尋問してこの場所を調べた時、周囲は無残に殺された魔物の死体で埋め尽くされてたらしい。

			　その結果、生態系が崩れてダンジョンとか凶暴な魔物が出現したりしたようだ。

			　ちなみに実質ダンジョンは三回目になるのだが、入口から入るのはまだ二回目なので緊張する。

			「ルイエスさん！　ルーティアさん！　よろしくね！」

			「はい、サリアさん。よろしくお願いします」

			「よろしく。……貴女も誠一と同じで、少し変わった気配がする」

			「そうなの？　でも誠一と同じならいいや！」

			　サリアは相変わらずの元気さですぐにルーティアと打ち解けた。

			　するとルイエスは静かにたたずむオリガちゃんに視線を向ける。

			「オリガ。お久しぶりです」

			「……ん。ルイエスおねえちゃんも久しぶり」

			「元気にしてましたか？」

			「……ん。ばっちぐー」

			　どこでそんな言葉を覚えたのかは知らないが、オリガちゃんはルイエスにサムズアップした。

			「黒猫の獣人……彼女もまた珍しい」

			　ルイエスとオリガちゃんのやり取りを見ていたルーティアは、少し目を見開く。

			「やっぱり黒猫の獣人って珍しいんだ？」

			「……うん。ただ、珍しいといっても……迫害対象だから……」

			「あ……」

			　オリガちゃんはただ黒猫の獣人というだけで親に捨てられ、暗殺者として育てられたのだ。

			　……ほんと、くだらねぇよな。

			　思わずしんみりとしてしまうと、ルーティアはルルネとアルに視線を向けた。

			「……そしてよく見ると、そちらの女性もまたサリアさんや誠一と同じ気配がする。それとは違うけど、貴女は誰かから祝福されてるみたい」

			「む？　そ、そうか……主様と一緒か……」

			「祝福？　オレ、誰かに祝福されるようなことあったっけ……？」

			　ルルネはともかく、アルは首をひねっていた。

			　まあアルはあの宝箱の指輪で呪いが反転して、指輪の説明文にも祝福って書いてあったはずだ。

			　それにしても、ルーティアは俺とか他の人には分からない気配や雰囲気のようなものを察知することが出来るらしい。

			　だってサリアだけでなくルルネまで『進化の実』の効果を受けてるって気づいたわけだし。

			　そんなルーティアは、俺たちを全員眺めた後、改めてダンジョンへと視線を向けた。

			「……このダンジョンは……とても……とても悲しい気配が漂ってる……」

			「悲しい気配？」

			「うん。どうしてこんなに悲しい気配が漂ってるのかは分からないけど……」

			　俺には普通の洞窟にしか見えないが、やはりルーティアには違う風に見えるようだ。

			「……ま、考えても分からないし、さっそく行こうか？」

			　俺の言葉に全員力強く頷くと、ダンジョンへと足を踏み入れるのだった。

		

	
		
			　

			ダンジョンの罠

			　

			　ダンジョン内部は、不思議なことに明るかった。

			「うーん……松たい明まつとか光源があるわけじゃないのに明るいって……」

			「そうですね。師匠のおっしゃる通り、松明が壁に掛けてあるダンジョンも確かに存在しますが、このように不思議と明るいダンジョンの方が一般的です。ただ、今一度何故明るいのかと訊きかれると確かにそこを考えたことは私もなかったですね」

			　俺の疑問にルイエスも頷く。

			　よくよく考えれば、黒龍神のところもこんな感じだった気がする。

			　まあ、あの時は周囲に気を配るどころじゃなかったけど。

			　魔物も警戒しないといけないが、それ以上に以前アルと分断された時のような罠を警戒して俺たちは進んでいた。

			　結局壁をぶち抜くことが出来るって分かったから大丈夫だと思うけど罠にかからないに越したことはないしな。

			　それにむやみやたらに壁壊してダンジョンが崩壊しても困るし。

			「魔物もだけど罠も気を付けないとな。みんなも足元とか壁とか、なんか不自然なものがあったら教えてくれ」

			「あ、主様！　ここの壁、色が違いますよ！」

			「ん？　本当だな」

			「押してみても!?」

			「なんでだよ」

			　何故かルルネは一か所だけ色が違う場所を見つけると、それを押そうとした。罠警戒してって言ってるでしょ。

			「……食いしん坊、おバカ？」

			「な、なんだと!?　押してみたくなるではないか！　なんか、こう……上からステーキが大量に降ってくるかもしれないだろう!?」

			「それはそれで嫌だなぁ、おい」

			　普通に物量的に押しつぶされて死にそうだし、助かったとしてもベトベトのギトギトじゃねぇか。

			「誠一」

			「ん？　どうした？　ルーティア」

			　不意にルーティアが声をかけてきたのでそちらに視線を向ける。

			「ここの床、色が違う。えい」

			「そうか。…………………………ってなんで踏んだ!?」

			　あまりにもサラッと踏んだため、俺は普通に流しかけた。

			「いやいやいや！　罠警戒してるって言ってるでしょ!?　なんで踏んじゃうの!?」

			「？　私ダンジョンって初めてだから……床の色が違うと、罠なの？」

			「オーケー。その段階なのね！」

			　どうやらルーティアはダンジョン自体が初めてらしく、何が危険だとか分からないようだ。

			　俺の中の勝手な常識として、色違いの床や壁があったら罠を疑うって思いこんでたけど、結局は俺の中での常識なので、ルーティアにそれを押し付けるのがいけなかった。

			「と、とにかく、どんな罠が――――っうぉっふぉい!?」

			　突然俺めがけて左右の壁から槍が何本も突き出てきた。

			　それを俺は器用に体をくねらせて避ける。

			　恐る恐る槍の先を見ると、見るからに毒ですよと言わんばかりの紫色の液体が塗られており、雫が床に垂れた瞬間、煙が上がった。

			『おおおお！』

			「いや、感心してないで助けて!?」

			　俺の動きにみんな拍手をくれた。それどころじゃないけどね！

			　何とか槍から脱出すると、ルイエスが神妙な顔つきで何かに納得していた。

			「なるほど……こうしてダンジョンの罠に自ら飛び込むことで、己を鍛えるわけですね……」

			「へ？」

			「では……えい」

			「おいいいいいいいいいい!?」

			　ルイエスは躊躇ためらうことなく別の色違いの床を踏んだ。

			「どんな罠でも私は切り抜けます！　さあ……来なさい！」

			「罠にかからないのが正解なの！　自分で罠踏むとかバカなの!?」

			「いえ、師匠！　分かってますよ。安全な道ではなく、そのバカげた道に進んでこそ真の強さが待っているのですね！」

			「深読みしてんじゃねぇぇぇぇぇええええええ！」

			　ルイエスはキッと顔を引き締め、襲い来る罠に備えた。

			　結果――――。

			「どぅっへい!?」

			　なぜか俺の首めがけてレーザー光線らしきモノが照射された。俺はブリッジの体勢でそれを躱かわす。

			　その際、少しだけ光線に髪の毛が当たったのだが、きれいに燃えて消えていった。

			『おおおお！』

			「だから感心してないで助けてくれる!?」

			「じゃあこの壁は？」

			「おバカさぶうぇい!?」

			　続いてルーティアが再び色違いの壁を押した。

			　すると間髪入れずに俺の足元が落とし穴のように開いたため、ブリッジの体勢から体をひねってその落とし穴を回避する。

			「誠一、すごいな」

			「うん！　さすが誠一だね！」

			「いい加減止めて!?」

			　アルとサリアが感動したように言うが、今はその感動より安心が欲しいね！

			「そういえばアル的にこのダンジョンは強い魔物がいると思うか？　さっきの罠の感じとかからしてさ」

			「ん？　そうだな……あれからレベルも上がってるし、何より誠一の近くにいるから正確なレベル差は把握出来ねぇが、さすがにオレ一人で攻略するのは無理だな。でもルイエスさんなら攻略出来るんじゃねぇかな？　オレも自分の実力以上のダンジョンに一人で突撃することもねぇから、罠の種類とか見てもあんまり大したことは分からねぇな」

			「なるほど……サリアはどうだ？　いつもの野生の勘に引っかかるような魔物はいそうか？」

			「うーん……私もアルと同じ意見かなぁ。一対一なら負けないだろうけど、連戦だったり一人で攻略するのは無理かも」

			　俺らの話を聞いていたアルがそう言えば、といった様子で頷いた。

			「ああ……すっかり忘れちまってたが、サリアって魔物だったなぁ。普通なら野生の勘って言われても訳分からねぇが……。いい子だし、今は全然魔物どころか武器も持ってねぇから戦うようには見えないしな」

			「そう？　戦う時は魔物の姿にならなきゃいけないけど、今は顔だけ変えれば全力で戦えるよ？」

			「それはやめた方がいい。誠一も微妙そうな顔してるが、オレも微妙だと思うぞ」

			「ええー？」

			　アルも俺と同じ感性らしく、サリアの顔だけゴリラ化は反対のようだ。ただ、完全に反対出来ないのは全力を出す手段の一つだからね。
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			　今度はしっかり言い聞かせたため、ルイエスも大人しくなり、罠を押したりしなくなった。いや、最初からそうしてほしかったよね。アンタ、俺よりダンジョン経験豊富でしょ？

			「……ん、誠一お兄ちゃん。前から何か来る」

			「お？　本当だね」

			　オリガちゃんが俺に伝えると同時に、俺も前から近づいてくる存在に気づいた。

			　今の俺はスキル【世界眼】で常に索敵してるだけじゃなく、冥界で身に付けた生命力を探る技術を使っている。

			「師匠。ここは私にお任せください」

			　ルイエスはもともと強くなりたくてついてきているので、こういう戦闘に関しては任せてほしいらしい。

			　そんなやり取りをしていると、ついに姿が見える位置にまでやって来た。

			　俺たちの前に現れたのは、焦げ茶色で体長３ｍほどの熊だった。

			　だが、その熊はつぶらな瞳をしており、どことなくベアードの被り物が頭に浮かぶ。

			　熊の頭には何故か壺が帽子のように被さっており、両腕の爪はとても鋭い。

			　熊は俺たちの存在に気づくと、何故か目を輝かせた。

			『あ！　人間さんだ！』

			「へ？」

			　思ってた反応と違うものが熊から返ってきたため、俺は思わず呆けた声を出す。

			　なんか凶暴な熊っていうよりは森の熊さんだな。ここダンジョンだけど。

			　とりあえず【上級鑑定】を発動させ、相手の名前を確認した。

			『ダンジョンベアーLv：４８８』

			　そのまんまなのね！　てかダンジョンの熊さんレベル高いな!?

			　名前はともかくとして、このレベルがいるってことは、少なくとも【果てなき悲愛の森】や黒龍神のダンジョンと同等なのだろう。うん、なんでこうも高レベルのダンジョンばかり引き当てるかね？

			　今のアルのレベルは分からないが、確かにサリアと同じくらいのレベルだな。まあ俺の知ってるサリアのレベルもだいぶ前のモノだし、今はもっと上がってるのかもしれないが。

			　そういえばナチュラルに熊さんの言葉が分かるのを流しかけてたけど、俺【全言語理解】があるから魔物の言葉も分かるんだった。

			　しかし、魔物の言葉が分かるのは俺とサリア……あとはルルネが分かるのかな？　といった感じで、おそらくルーティアも魔物と大雑把な意思疎通は出来ても、細かい言葉までは分からないかもしれない。

			　目の前の熊さんを前にそんなことを考えていると、熊さんはこっちに全力で近づいてきた。

			『人間さーん！　遊んでー！』

			　無邪気！　メッチャ無邪気に近づいてくるじゃん！　コイツ本当に魔物か!?

			　でも熊さんがいつもの調子で人間にじゃれつくと死んじゃうよね！

			　相手に敵意がないため、どうしたもんかと悩んでいると、ルイエスが動いた。

			「フッ！」

			「へ!?　ちょっ！　ルイエス、ストッ――――」

			『ぐぼあああああああああああ!?』

			「熊さああああああああああああああああああん!?」

			　間に合わなかったああああああああああ！

			　一瞬にしてルイエスは熊さんに近づくと、その首を斬り飛ばした。

			　熊さんの首が地面に落ちると同時に、ルイエスは期待に満ちた目で俺を見てくる。

			「師匠、師匠。どうですか？　強くなれそうですか？」

			『ど……どうじでぇえええぇえ!?　ぼっ……ぼぐばあぞんでほじがっだだげだのにぃぃぃいいいい!?』

			「…………」

			　ごめんなさいぃぃぃぃいいいいい！　でも止めようとしたんだよおおおおお!?

			　熊は血の涙を流しながらこっちをじっと見つめ、そして光の粒子となって消えていった。

			　怖い怖い怖い怖いって！　魔物の声が聴けるのってこういう弊害があるから嫌になるね！

			「？　あの……何か失敗しましたか……？」

			　俺が何の反応もしなかった……というよりそれどころではなかったのだが、それでルイエスは不安そうに俺の顔を見上げた。

			　それを見て、俺はやっと正気に返る。

			「ハッ!?　す、すまん。う、うん……いいんじゃないでしょうか？　うん」

			「本当ですか？　それなら……はい」

			「…………はい？」

			　何故かルイエスは俺に頭を差し出した。

			「？　よく出来た子には頭を撫でてくれるのでは？」

			「どこ情報!?　それ！」

			　そのご褒美って小さい子にやるヤツだよね!?　主にオリガちゃんとかさ！

			「ダメでしょうか……」

			「うっ……」

			　表情こそ大きな変化はないが、どこかシュンとした様子を見せるルイエスに俺は観念した。

			「はぁ……よく出来ました」

			「……はい」

			　何故か、ルイエスはとても嬉しそうだった。

		

	
		
			　

			五条蛇

			　

			　謎のご褒美としてルイエスの頭を撫でたのだが、それがサリアやアルのやる気にも火をつけたらしく、それから魔物を見つけては見敵必殺の勢いで魔物を殲せん滅めつしていった。

			　心の底からありがたいのは、あれから熊さんのような人間に好意的な魔物が出てきていないことだろう。

			　うん……罪悪感で俺の心が死にそうなんですよ……。

			　もうあの悲劇は繰り返さないようにしよう……いや、本当に。

			「誠一！　ほら、ちゃんと倒せたよー！　だから頭撫でてー！」

			　無邪気な笑顔で俺に頭を見せるサリア。

			「誠一！　ほら、倒したぞ！　だから、その……ほら、早く撫でろよ……」

			　徐々に言葉が尻すぼみになり、顔を赤くしながらも頭を差し出すアル。

			「師匠。今回も素早く処理出来ました。……お願い致します」

			　表情が変わることはないが、頬を少し赤く染めて頭を下げるルイエス。

			　…………これはどういう状況ですか？

			　俺たち、ダンジョンに来てるんだよね？　なんでこんな緊張感ないの？

			　本気で何しに来たのか考えなおしていると、オリガちゃんがルルネに声をかけていた。

			「……食いしん坊はいいの？」

			「む？　いや……さすがにサリア様たちの活躍の場を奪うわけには……」

			「……ふーん。じゃ、私は行くね」

			「な、なんだとぅ!?」

			　…………うん、また頭を撫でる相手が増えそうだ。

			　思わず頬を引きつらせていると、ルーティアが訊きいてきた。

			「ダンジョンって、普通こんな感じなの？」

			「絶対違う！」

			　そう、断じて違う！　はず！　たぶん！　……自信なくなってきたよ！

			　ただ、熊さんのレベルが高かったように、やはりこのダンジョンはなかなか高難易度らしく、今もルイエスが何とか攻撃をさばいていた。

			「ハアッ！」

			「ガルルルルルル……ウォォォォォオオン！」

			　その魔物は『ブラッド・ドッグLv：６２１』、体長は約２ｍほどで赤黒い毛と血走った目が特徴的だ。

			　ちなみに、今回はあの熊さんのような心配をしなくてもいい。

			　何故なら……。

			『ひゃっふぅぅぅうううう！　肉だ、肉だぜぇ！　テメェら全員食い殺してやるぜぇぇぇえええ！』

			　……このように非常に好戦的だからだ。いっそ熊さんもここまで敵意・殺意むき出しだったらよかったのに……。

			　ブラッド・ドッグは動きが素早いらしく、決して広いとは言えないダンジョンの通路や壁を利用して様々な角度から襲い掛かっていた。

			　今も鋭い爪の攻撃をルイエスは細剣で防いでいる。

			「くっ！」

			「おら、オレもいるぜ！」

			　ルイエスが受け止めたところでアルがブラッド・ドッグに攻撃を仕掛けるが、すぐに避けられる。

			　だが、その避けた先には顔だけゴリラになったサリアの姿が。

			「一撃、粉砕！」

			「キャン!?」

			　サリアはすさまじい速度で殴りつけると、ブラッド・ドッグは大きく吹っ飛ばされた。

			　そしてその隙を逃さんとルイエスが追撃し、ブラッド・ドッグが慌てて防御態勢に入ろうとするも間に合わず、胴体を剣で貫かれた。

			　その一撃で絶命したブラッド・ドッグは、光の粒子となって消えていった。

			　これ、俺じゃなくてルイエスたちが倒してるからドロップアイテムがないんだけど、もし俺が熊さんも含めて倒してたら今頃俺の体はもっと進化していただろう。

			「ふぅ……かなり敵が強くなってきましたね。私一人では厳しかったでしょう。サリアさん、アルトリアさん。ありがとうございます」

			　そう言ってルイエスは頭を下げた。

			　うん、ルイエスはいい子なんだ。

			　ただ、魔物の言葉が分からないばかりに起こった、悲しい出来事だったんだよ……。

			　そんな感じでルイエスは当初の目的通り、自身の鍛錬も兼ねながら様々な魔物を切り伏せていく。

			　一人じゃ少し手ごわい相手も、アルやサリアと協力して倒しているので、まだまだ大丈夫そうだ。

			　だけど、魔物も常に一体で襲い掛かってくるわけじゃない。手に余る魔物が群れで攻めてきたりもした。

			　でも、途中からルルネとオリガちゃんも参戦したので、結局無傷でやり過ごせた。

			「……うん、誠一がとんでもないのはオーラで分かってたけど、こうしてみるとサリアさんたちも十分おかしい。これも誠一の効果？」

			「さ、さあ？」

			　ルーティアの言葉に俺は首を傾げるしかなかった。

			　いや、俺のせいじゃないと思うけど、完全に否定出来ないのが今の俺なんですよね。

			　緊張感の薄いまま進んでいくと、俺たちは広い部屋に出た。

			「ここは？　ダンジョンって、狭い通路だけじゃないんだ」

			「そうだな……普通に考えりゃ、罠かボスがいるってとこだが……」

			　ルーティアは興味深そうに周囲を見渡し、アルは少し警戒しながらもそう答えた。

			「そうですね。こういう広い部屋はダンジョンでは珍しくありません。運が良ければ宝箱などが置いてありますが……」

			「中身は食べ物か!?」

			「……残念ながら食べ物ではないかと。それに、この部屋には宝箱はないようです」

			　ルイエスの補足にルルネはすさまじく食いつくが、すぐに宝箱がないと知るとがっかりする。

			「……食いしん坊。宝箱の中の食べ物も食べるの？」

			「当たり前だろう？　何を愚かなことを聞いている」

			「……ん。絶対お腹壊す」

			　オリガちゃんはルルネの言葉に顔をしかめ、自分のお腹を触った。

			「まあルルネの食欲は今に始まったことじゃないしな。それよりも宝箱がないってことはやっぱりこの部屋にいるのはボスか、罠なんだが……」

			『その通りだ、侵入者よ』

			「え!?」

			　突然、部屋の中に低い声が響いた。

			　すると、俺たちの背後が、急に現れた分厚い扉によって閉ざされる。

			「チッ……どうやら罠とボスの両方みてぇだな」

			「……あ、誠一！　あそこ見て！」

			　サリアの指さす方にみんなが視線を向けると、そこには背後と同じ分厚い扉と、その扉を挟むような形でダンジョンの壁に人間の巨大な【目】があった。

			『よく来た、侵入者よ。我はこのダンジョンそのもの……貴様らを歓迎しよう』

			　どこから声が出ているのかは知らないが、巨大な目は低い声でそう言った。

			「か、歓迎？」

			『そう、歓迎だ――――さあ、受け取れ』

			　巨大な目が鋭くなった瞬間、突然周囲に大量の魔物が出現した。

			　犬型やドラゴン型、中にはゾンビらしきものなど、統一性のない魔物が一斉に襲い掛かってくる。

			「チクショウ、【モンスターハウス】か！」

			「【モンスターハウス】？」

			　アルの口から出た聞きなれない単語に首をひねると、代わりにルイエスが教えてくれた。

			「【モンスターハウス】とは、その名の通り大量の魔物が出現する罠の一種です。ですが、本来はあのような巨大な目や声はなく、一定数の湧き出る魔物を討伐すれば先に進めるのですが……この状況ではそれも不確かです」

			　どうやら声や巨大な目は一般的ではないらしい。

			　でもどのみちこの状況を切り抜けるには、魔物を駆除するしかなかった。

			「これもまた、一つの鍛錬でしょう。【ウォーターレーザー】」

			　ルイエスは細剣を抜き放つと、水属性魔法の【ウォーターレーザー】を唱える。

			　だが、それは普通の【ウォーターレーザー】とは違い、細剣に水のレーザーが纏まとわりついた長剣へと姿を変えた。

			「――――ハアッ！」

			　そしてルイエスがその細剣をふるうと、襲い掛かってきた前線の魔物たちが簡単に切り刻まれた。

			「では、行って参ります」

			「ど、どうぞ」

			　ルイエスはそういうと、すさまじい速度で魔物の群れに突っ込んだ。

			　うーん……こうしてみるとルイエスも弱いわけじゃないんだけどなぁ。

			　あの【魔神教団】って連中が不気味な力を持ってるってだけで……。

			　でもそんな連中と戦わなきゃいけないんだから、強くなる必要があるのは俺にもよく分かった。

			　突撃したルイエスを見て、サリアたちも戦闘態勢になる。

			「アル、行クヨ」

			「お、おう！　……いや、やっぱり急に顔だけゴリラになるのは慣れねぇって！」

			「【瞬腕】」

			「ってもう戦ってる!?」

			　サリアはスキル【瞬腕】を発動させると、一瞬で一番近くの犬型の魔物に人間状態の拳を叩き込んだ。

			　その拳は犬型の魔物の腹を鋭く抉えぐり、さらにサリアの拳の衝撃波で周囲の魔物もまとめて吹っ飛んだ。

			　久々に【瞬腕】見たけど、あんなに威力高かったっけ？

			　中には衝撃波だけで体中をズタズタにされてる魔物までいるし……あの威力を進化する前に受けてたら、生きてねぇな。

			　アルもサリアの急な戦闘に驚いていたが、すぐに意識を切り替えて大きな斧を振り回す。

			「オレだって……弱いままじゃねぇぞ！」

			　アルの斧が、狸型の魔物の腹にぶつかると……。

			「吹っ飛べ！　【アイスショック】！」

			　その瞬間、斧から鋭い冷気が噴出し、狸型の魔物の腹を貫いた。

			　そしてその冷気は他の魔物にも影響を及ぼし、足元を凍らせ動きが鈍くなった。

			「アルさん、いい攻撃です」

			　その隙をルイエスが逃すはずもなく、身動きの取れない魔物から順に倒していった。

			　ルイエスたちによって確実に魔物の数は減っていき、俺たちはただ突っ立ってるだけなのに何の被害もない。

			　本当に俺、何しに来たんだ？

			　思わず自分のいる意味を考えてしまうと、ルーティアが服の裾を引っ張る。

			「ん？」

			「私、確かに誠一といるのが一番安心だと思った。でも、彼女たちを見てたら……うん、もっと安心した」

			「そ、そうか」

			　まあ魔族の人たちにとって、とても大切な方をお預かりしてるわけだからな。

			　安心してもらえるのが一番だ。

			　するとあまりにも緊張感のない俺たちとは違い、今まで余裕といった様子で展開を見守っていた巨大な目が焦ったように叫ぶ。

			『な、なんなんだ、貴様らは！　普通ではないぞ!?』

			　普通じゃないってひどい言われようだ。普通じゃないけど。

			『ええい、ならばコイツはどうだ!?』

			　魔物の数も残り数体といったところで、ふいに目の間にある分厚い扉が開いた。

			　すると、そこから首が５本もある巨大な蛇が出現した。

			　そいつは今までの魔物と明らかに格が違うといった雰囲気を醸し出している。

			　思わず鑑定すると、こう表示された。

			『五条蛇Lv：８９３』

			　いや、本当に強いな。

			　道中の魔物の二倍近いぞ。

			　コイツがこのダンジョンのボスなんだろうか？

			　ふとそんなことを考えていると、他の魔物を倒し終えたルイエスがすぐさま蛇の頭を一つ斬り落とした。

			「うええええええ!?　早っ！　もう斬ったの!?」

			　あまりにも一瞬で斬り落としたもんだから、俺は思わず声を上げる。

			　だが……。

			『フハハハハハハハハハ！　バカめ！　ソイツはまったく同時に五つの頭を殺さなきゃ死なないのだ！　さあ、そんな完璧で緻密な連携が貴様らに出来るか!?』

			　巨大な目の言う通り、斬り落とされた頭はすぐに消え、逆に首からは新しい頭が生えてきた。

			　その光景を見て、さすがに厳しいと感じたのか、ルルネとオリガちゃんが参戦する。

			「……食いしん坊、いける？」

			「あの蛇……つまりずっと食べ続けられるってことか!?」

			「……大丈夫そう」

			　ルルネの頭の悪い回答は無視し、ルイエス、サリア、アルとルルネにオリガちゃんの五人がそろった。

			　計算上、これで一人ずつがまったく同じタイミングで頭を攻撃すれば倒せるはず。

			　しかし、言葉でいうのは簡単だが、実際に息を合わせてそんなことをするのはとても難しいだろう。

			「……誠一、彼女たちは大丈夫？　手伝わなくてもいいの？」

			　ルーティアが心配そうに訊きいてくる……何故だか、俺は大丈夫だと思っていた。

			　もちろん、怪我とかの心配はする。

			　でもそれ以上にみんなへの信頼が勝っていたのだ。

			　それにルイエス自身はむしろこの状況が好ましいのだろう。鍛錬するためについてきたんだし、何より本当に危なくなったら絶対助けに行く。

			　だが、五条蛇も決して弱いわけではない。

			　今もなんとかタイミングを合わせて攻撃しようとしているサリアたちに、紫色のヘドロを吐き出したりしている。

			　触れた瞬間すごい音を立てて床が溶けていることからも、そのヘドロに触れるのは完全にアウトだろう。

			　しかしそんな攻撃よりも厄介なのが、蛇の目が光った瞬間だ。

			　何かがあると全員その光を避けるのだが、その蛇の目の光が当たった部分がどんどん石化していくことから、あれを食らったら身動きが取れなくなるし、死んでしまうだろう。

			　俺は【完全耐性】のスキルがあるから大丈夫だけど、皆はそうはいかないしな。

			　何度か攻防が繰り広げられ、お互いにダメージを与えられないでいると、サリアたち全員が急に何かに気づいた。

			『そうか！』

			「へ？」

			　晴れ晴れとした表情で全員がそう言ったため、何をするのかと思っていると、何故か全員五条蛇から距離をとる。

			　五条蛇もどこか警戒してそれぞれの頭が一人ずつを捕捉していたのだが――――。

			「【瞬腕・拡散】！」

			「【斬裂波】……！」

			「【フォールディザスター】」

			「……【分身術・殺】」

			「ごっはあああああああああああああん！」

			　一名、変な掛け声をあげていたが、全員のしたことは超広域にわたる無差別攻撃だった。

			　まず、サリアはあの【瞬腕】を両腕で放つことにより、広い範囲に衝撃波が広がる。

			　アルは大きく斧を振りかぶり、地面を砕きながら踏み込むと巨大な斬撃を繰り出す。

			　ルイエスは俺も使っていた【フォールディザスター】をまさかの細剣に纏まとわせ、超極太で激しい水流の剣を水平にして一気に駆け抜けた。

			　オリガはまさかの五人に分身し、手にしたクナイのようなモノを同時に五条蛇の頭部に突き立てる。

			　ルルネは……よく分からんが、なんかすごい蹴りを放っていた。

			　つまり、何が言いたいのかっていうと……。

			『一人で同時に攻撃したら同じだよね！』

			　まさかの以心伝心。

			　五条蛇の頭すべてをまったく同時に、五人は超強力な広範囲技で攻撃した。

			　そんな攻撃にさらされた五条蛇は、呆然とした表情を浮かべ――――完全に消失した。

			『う、ウソだ――――ぎゃあああああああああああああ!?』

			　しかも、その余波は留まらず、壁の巨大な目もまとめて吹き飛ばした。

			　攻撃の影響で部屋中を砂ぼこりが舞い散る。

			　視界が晴れると、目の前には綺麗になった部屋と、その先に続く通路だけが見えていた。

			「……誠一。貴方の仲間も大概」

			「……俺もそう思う」

			　俺はルーティアの言葉に素直に頷くのだった。

		

	
		
			　

			蛇神

			　

			　扉の先に進むと、そこには下へ続く階段があった。

			「階段？　ダンジョンって一階層だけじゃないんだ……」

			【果てなき悲愛の森】も、黒龍神のダンジョンも一階層だけだったから、てっきりダンジョンって全部そうなんだと思い込んでいた。

			「そうですね。平地のダンジョンは大体一階層で終わりですが、そのぶん迷路のように入り組んでいたりします。逆に下層へとダンジョンが続く場合は、道自体は単純ですが下に行けば行くほど魔物が強くなる傾向にありますね」

			「なるほどね……」

			　ルイエスの説明を聞いて納得した俺は、とりあえず降りてみることにした。

			　階段を降りると、その先に広がっていたのは不思議な光景だった。

			「え!?」

			　なんと、ダンジョン内だというのに空があり、太陽が浮かんでいるのだ。

			　しかも草原が辺り一面に広がり、所々に木々も生えていて、とても洞窟内のダンジョンとは思えない。

			「うわー！　さっきまで洞窟だったのに、お外にいるみたいだね！」

			「……ん。ピクニック日和？」

			「サンドイッチか!?」

			　ただ、純粋に驚く俺とは別に、サリアたちはほのぼのとしていた。あれ？　これ俺がおかしいの？

			　するとルーティアも俺と同じ思いらしく、目を見開いて周囲を見渡しながら訊きいてきた。

			「私はダンジョン自体が初めてだけど、これが普通なの？」

			「うーん……少なくともオレは経験ねぇなぁ。ルイエスさんはどうですか？」

			「……洞窟型のダンジョンならばそれにふさわしい岩壁のダンジョンだったり、中には地底湖のようなモノもありますが、このように完全に外と同じ風景のダンジョンを見たのは初めてです」

			　どうやらルイエスたちにとってもこのダンジョンは異質らしい。

			　……ルーティアが悲しい気配がするって言ってたのもそうだが、このダンジョンはいったい何なんだ？

			　不思議なダンジョンに俺たちは少し警戒しながら進む。

			　するとこのフロアで最初の魔物に遭遇した。

			「ブルルルル……」

			「あれは……」

			　現れたのは巨大な牛だった。

			　黒色の毛皮と鋭く大きい角は乳牛ではなく闘牛だと分かる。

			　牛は俺たちの存在に気づくと、少し警戒しながらその場で地面を蹴り始めた。

			「えっと……『インパクト・ブル』でレベルは６３０か……五条蛇ほどじゃないけど、十分強いな」

			『上級鑑定』のスキルで名前などを確認していると、熊さんの時のようにまた『全言語理解』が発動した。

			『俺は風……そう、この大地を駆け抜ける黒い稲妻……！　俺の前に立ちふさがる障害物など、なぎ倒してくれる！』

			　風なのか稲妻なのかハッキリしてくれ。

			　てか、ここの魔物、妙に癖が強いな！　このダンジョンが特別なのか、それとも他の魔物もそうなのか……。

			　ふとそんなことを考えていると、ルルネが闘牛と相対するように、一歩前へ出た。

			「主様。ここは私にお任せください。私は主様の騎士であり下僕です。少しでも主様のお役に立てれば……！」

			「……本当はあの牛が美味しそうに見えるんでしょ？」

			「そうだとも！　ってオリガ!?」

			「否定はしねぇのかよ」

			　ずっとルイエスたちが戦ってたから、ルルネも戦いたくなったのかと思ったよ。

			　ルルネが闘牛に向かい合ったことで、闘牛もルルネを敵だと認めたらしい。

			『フン……この俺の前に立つとはいい度胸だ！　さあ、俺の速さについてこれるか――――』

			「フン！」

			『どへあああああああああ!?』

			　瞬殺だった。

			　ルルネは闘牛の懐まで一瞬で距離を詰めると、その胴体に回し蹴りを叩き込んだのだ。

			　闘牛は何度か地面をバウンドし、そのまま倒れ伏す。

			『お、俺は……閃光じゃ……なかった……』

			　そんな言葉を残して、闘牛は光の粒子となって消えていく。しかも今度は閃光に変わってるし。最後までハッキリしないのかよ。

			　気づけば、闘牛がいたところには丁寧に葉っぱに包まれた肉の塊が落ちていた。

			「フン。牛風情が、私の前に……肉ぅぅぅぅううううううう！」

			「いや、キメるなら最後までキメろよ！」

			　ドヤ顔を浮かべていたルルネは、ドロップした肉を見つけると、すぐさま拾いに行った。つか牛風情っていうけど、貴女はロバですからね？

			「それにしても……このダンジョンにきて初めてのドロップアイテムだけど、もともとこんなもんなのか？」

			　俺は『完全解体』のスキルがあるので絶対にドロップアイテムが手に入るのだが、他はどれくらいの確率だとか正直知らなかった。

			「そうですね……人にもよりますが、【モンスターハウス】の魔物を除けば道中の戦闘回数的に普通じゃないでしょうか？」

			「ん？　【モンスターハウス】の魔物はなんか違うのか？」

			「ええ。なんでも罠ということから【モンスターハウス】の魔物からは経験値以外は何も得られないそうですよ」

			「ちなみに、ドロップアイテムはオレたちのステータスでいう運の要素が大きく関わってるらしいぜ」

			　ルイエスとアルの説明で俺は何となくドロップアイテムのことが分かった。

			　まあ俺の場合は【モンスターハウス】の魔物でもアイテムやスキルが手に入るんだろうけど。

			　俺たちがそんな会話をしている間にもルルネは肉を拾い上げ、よだれを垂らしながら頬ずりする。

			「んごく……はぁ……いい……とてもいいぞ……これを焼いて、タレにつけて熱々のご飯と食べればどんなに美味しいか……」

		

	
		
			[image: p125.jpg]
		

	
		
			　おいバカやめろ。腹減ってくるだろうが。

			　ルルネの様子に思わず呆れていると、ふいに俺の『世界眼』のスキルが反応した。

			　それはルルネのすぐ近くにいるのだが、姿が見えない。

			　思わず首をひねっていると、俺と同じく気配に気づいたオリガちゃんが叫んだ。

			「……！　食いしん坊、危ない！」

			「ぬ？」

			　すると地面から一体の蛇が出現した。

			　その蛇はコブラのような見た目だが、俺たちを丸呑みに出来そうなほどにでかい。

			　そんな存在にさっきまで気づかなかったことに驚きながらも鑑定すると、その名前を見て納得した。

			『アンデッド・ハイド・スネークLv：６２２』

			　アンデッド。

			　つまり、もう死んでいるのだ。

			　だから俺の習得した生命力を探る技術でも気づかなかったし、ハイドというくらい隠れるのが巧いから『世界眼』で見つけるのも遅れたのだろう。

			　とにかくそんな大蛇がルルネのすぐそばに出現すると、そのままルルネを丸呑みにしようとする。

			「な!?　わ、私は食べるのは好きだが食べられたくはないぞ！」

			「この状況でずいぶんと余裕そうだな!?」

			　とにかく助けるために俺が動こうとすると、なんとルーティアが手のひらから黒色の炎を出して大蛇を攻撃した。

			「ルーティア？」

			「みんなを見てたら、私も戦いたくなった。それに守ってもらうだけじゃなく、私自身が強くなれば安全だしね」

			「なるほど……」

			　確かにルーティアの言う通りで、俺も含めてルーティアを護るつもりだが、何事にも絶対は存在しない。

			　なら、少しでも危険を減らすために、ルーティア自身が強くなるのはいいことだろう。

			　別の方向から攻撃された大蛇はすぐにルーティアへとターゲットを変えたが、近づく前にルーティアが再び魔法を唱える。

			「『魔王の手』」

			　それは漆黒の炎で出来た巨大な手だった。

			　黒い炎の手はルーティアの背後に出現すると、そのまま大蛇めがけて振り下ろされる。

			　そして黒い炎の手で切り裂かれた大蛇は、そのまま燃え尽くされるのだった。

			「……うん。久しぶりに使ったけど、上手くいった」

			「わー！　今のカッコいい！　あれも魔法なの？」

			　サリアが目を輝かせてルーティアに訊きくと、ルーティアは隠す様子もなく答えた。

			「そう。私たち【魔王】である存在が受け継ぐ、特別な魔法」

			「え」

			　ルーティアのその言葉に、俺は嫌な予感がした。

			　すると――――。

			『【魔王魔法】を習得しました』

			　やっちまったよ……！

			　俺魔王どころか魔族ですらないからね!?　分かってます!?　俺の体さんよぉ！

			　勇者たちの【聖属性魔法】を使える時点でおかしいけど、その上【魔王魔法】なんて覚えたら俺どこに向かえばいいのさ！

			　勇者で魔王ってさすがに意味が分からないよね！

			　予想外の出来事に思わず頭を抱えると、それに気づいたルーティアが不思議そうに訊いてきた。

			「？　誠一、どうしたの？」

			「……あの……俺も【魔王魔法】が使えるようになっちゃったっていうか……その……」

			『え』

			　思わず正直に答えると、皆絶句する。

			　そして一番に正気に返ったルーティアが真面目な表情を浮かべた。

			「誠一って魔族？」

			「人間ですぅぅぅぅううう！　どこからどう見ても人間なんですぅぅぅううう！」

			　俺自身が最近疑い始めてるけど人間だと思いたいんだよ……！

			　するとアルが顔を引きつらせながら訊いてきた。

			「まさかとは思うが……誠一はもともとは異世界の人間だが、勇者じゃないって言ってたし……【聖属性魔法】も使えるなんて言わねぇよな……？」

			「…………………………使えます」

			「お前本当に人間かよ!?」

			「やめて！」

			　俺が一番思ってることだから、それ！

			　てかみんな知ってる!?　『人間』って種族の説明が神にも魔王にもなれるって書いてあるんだぜ!?　何そのヤバい種族！　『人間』だよ!?

			　俺がこんなに嘆いているのに、ルルネとルイエスは目を輝かせていた。

			「さすが主様です！　やはり主様はこの世界を滅ぼすのに相応しい！」

			「滅ぼすこと前提!?　俺そんなことしないからな!?」

			「私は師匠のような人に師事出来て幸せ者です……師匠、私の人生を貴方に預けましょう」

			「ルイエスは重いよ！　しかも預けるべき相手はウィンブルグ王国じゃねぇの!?」

			　大切な人を守れる力は当然いる。

			　でも世界を滅ぼすって言われちゃうような力は過剰すぎると思うんだよね！　それ大切な人もろとも消し飛ばしてるじゃん！

			　俺たちのそんなやり取りを見て、サリアは優しく笑う。

			「誠一はすごいよ！　ね、オリガちゃん？」

			「……ん。誠一お兄ちゃんがすごいのは分かるけど、それ以上に何も変わらないサリアお姉ちゃんもすごい」

			「そお？　えへへへ、ありがとう！」

			「……もしかしたら誠一お兄ちゃんよりすごいかも……」

			　しばらくの間精神的に打ちのめされた俺だったが、やがて立ち直って再び探索を始める。

			　先ほどは不意を突かれたルルネだったが、道中襲ってきた別の『アンデッド・ハイド・スネーク』は難なく蹴り倒した。

			　他にも『インパクト・ブル』、『ナイト・スネーク』、『ジェネラル・スネーク』といった、まるで人間の着る鎧を身に纏まとったような大蛇も出てきたのだが……。

			「なぁ、このダンジョンやけに蛇系統の魔物が多くないか？」

			「そうですね……ただ、この階層が限定的にそういう作りなのかもしれませんが、あの『インパクト・ブル』の様子など見ているとそういうわけでもないように感じます」

			　結局のところ俺の勘違いかもしれないし、このダンジョン自体が『蛇』にまつわる何かなのかもしれない。

			　とはいえ、最下層まで行かないとその真偽も分からないんだけどな。

			　洞窟内とは思えない草原を進んでいると、やがて一つの巨大な湖に辿り着いた。

			「お、湖か……」

			「ここの風景が岩壁の洞窟なら、地底湖だって思えたんだがなぁ……」

			　アルの言う通り、この場所が草原なのでどうしても地底湖には見えず、どちらかといえば街道脇にある湖といった印象が強い。

			　すると、近づいて湖の底を覗き込んでいたサリアが何かに気づいた。

			「あ、誠一！　ちょっと来てー！」

			「ん？　どうした？」

			「あれ、下の階層へ続く扉じゃない？」

			　湖はとても澄んでおり、底まで見通すことが出来た。

			　そのため、サリアが指示したところに、階段に続くであろう扉らしきものが視認出来た。

			　扉は床と同化しており、今はその扉も閉ざされていた。

			「本当だな……てか、湖の中って……どうするんだよ、これ。あの扉を開けなきゃ下には行けないし、でも湖だから潜って行くにしても限度があるし……」

			「おい、誠一。あれ見ろよ」

			「え？」

			　湖の底の扉を見て悩んでいると、今度はアルが別の方を指さした。

			　その方向に目を向ければ、どこか神聖な雰囲気を感じさせる白蛇がこちらをじっと見ていた。

			「あ、あれは？」

			「さあ？　今のところ敵意みたいなのは感じねぇが、ここの階層のボスじゃねぇか？」

			　アルの言う通り、美しい純白の鱗と青い瞳の蛇は、俺たちを見つめてはいるものの敵意や害意は感じられない。

			　それに視認出来る距離で、なおかつかなりの大きさだと思われる白蛇を、俺は『世界眼』で捉えることが出来なかった。

			　謎の白蛇と扉の二つのことで頭を悩ませていると、不意に白蛇が語り掛けてきた。

			『主たちは、この先にいる哀れな子を救うことが出来るか？』

			「え？」

			　その声は俺含めて全員に聞こえたらしく、サリアたちも驚いている。

			　ただ、俺は突然語り掛けられたこともそうだが、何よりその言葉の内容が気になった。

			「哀れな子を救うって……どういうことだ？」

			『そのままの意味だ。生まれたことを祝福されず、この地に千年以上も封印された哀れな子を救えるか？』

			「せ、千年!?」

			　詳しいことは分からないが、目の前の白蛇が救えるか聞いてきた存在は千年以上もダンジョンに封じられているらしい。

			　……最初は他国の侵入経路として使われたりしないように確認するだけだったのが、予想以上にとんでもないダンジョンに来てしまったらしい。

			　でも学園の生徒たちに危険がないように、という点では俺たちが見に来て正解だっただろう。

			　バーナさんやルイエスが人類の到達点であるレベル５００を超えているのに対して、このダンジョンの魔物はどれもそれ以上のレベルだからだ。

			　ここまで大事なダンジョンなら、なおさらしっかりと調査しないといけないだろう。

			　それでもこの白蛇の言う子を救えるかどうかは……。

			「…………正直な話、アナタの言っている子を救えるかは分かりません。なんの情報もないですし。でも、俺たちには先に進まなきゃいけない理由があるんです」

			　俺の言葉をしっかりと聴いていた白蛇は、優しく笑った。

			『フム……根拠もなく救えると言っていれば、ここで消してやったが、正直に答える者には好感が持てる』

			　適当なこと言ってたら消されてたのかよ!?　危ねぇな!?

			　思わず目の前の白蛇に『上級鑑定』を使った。

			『蛇神Lv：５５００』

			　レベル高ぇな!?　おい！　しかも神様かよ!?

			　黒龍神でさえレベル５０００だったのに、目の前の白蛇――――蛇神はそれ以上のレベルだった。

			　蛇神はおそらく鑑定されたと気づいているだろうが、そのことについては何も言ってこなかった。

			『主たちが【あの子】を救えるかは別にしても、託すだけの価値はありそうだ。ただし、この先の魔物はこの階層以上に強力になる。それでも進むか？』

			「……まあ進まなといけないからな」

			　俺が苦笑い気味にそう言うと、蛇神は笑みを深めた。

			『よかろう。ただし、この湖の底の扉を開けるには条件がある』

			「条件？」

			『この湖の水をすべて消せ』

			「へ!?　この湖の水を!?」

			　予想外の条件に驚いていると、蛇神は言葉を続けた。

			『そうだ、すべてだ。もちろん手段は問わない。……さて、どうする？』

			　どうするって言われてもなぁ……。

			　俺はサリアたちと顔を見合わせた。

			　一番現実的なのは魔法を使うことだろう。

			　とはいえ、水をすべて消すような魔法は既存の魔法にはない。

			　うーん……闇属性魔法の『マジック・ホール』は魔法ならすべて吸収出来るわけだし、あれに似た魔法を作れば……。

			　そんな風に水をどうにかして消滅させようと考えていると、ルルネが手を挙げた。

			「あの……」

			「ん？　どうした？」

			「主様、あの水をなくせばよいのですよね？」

			「え？　あ、ああ。そうだけど……」

			「私がやってもいいですか？」

			「ええ!?」

			　予想外の申し出に俺を含めて全員が驚いた。

			「る、ルルネ。お前、魔法使えたっけ？」

			「いえ、使えません」

			「じゃあどうやって……」

			「飲みます」

			「飲むぅぅぅぅぅぅうううう!?」

			　予想外のさらに斜め上を行く回答に俺たちは目を見開いた。

			「……食いしん坊、いくら何でもおバカすぎる……」

			「な、なんだと!?」

			「いや、俺もそう思うぞ」

			「主様まで!?」

			　だっておバカとしか言いようがないだろ。普通に考えて湖飲み干すってどんな化物だよ。俺でも出来ねぇよ。

			　そんな俺の言葉を受けたルルネは、少しいじけた。

			「そ、そこまで言わなくても……ただ、そこそこ歩いたし戦闘もしたからちょっと喉が渇いたなぁって……」

			「ちょっと喉が渇いた程度で湖飲み干すのかお前は！」

			　ルルネって俺以上の化物じゃね!?

			「で、でも本当に出来ます！　見ててください！」

			「え？　あ、おい！」

			　ルルネは俺が止めようとするも、湖の前に立った。

			『ふむ？　主が水を消すのか？』

			「そうだ。主様の騎士である私がな」

			『ずいぶんな自信だが……どうやって？』

			「飲む」

			『は？』

			「飲み干すのだ」

			『…………………………』

			　蛇神は絶句していた。そりゃそうだよね！

			　正気に返った蛇神は嘲笑をあげた。

			『ふふふ……ははははははは！　何を言うかと思えば、飲み干すだと!?　とんだバカが――――』

			「終わったぞ」

			『――――は？』

			「えええええええええええええええええええええええええええ!?」

			　気づけば目の前の湖から水が消えていた。いや、訳が分からねぇ。

			　だが、ルルネはなんてこともないように、口元を拭う。

			「味はいたって普通だな。神が住まう水ならばもっと美味いモノを用意しておけ」

			　ルルネは冷ややかにそう告げると、俺の下まで帰ってきた。

			「終わりました、主様」

			「へ!?　あ、う、うん……その……疑って本当にごめん……」

			　俺は本気で謝罪した。

			　するとルルネは少し顔を赤らめて、上目遣いで俺に言う。

			「で、では……その……今度また、私と食べ歩きをしませんか……？」

			「え？」

			「い、いえ！　嫌ならいいんです！　嫌なら……」

			　そう言ってルルネの顔が悲しそうな表情に変わったので思わず慌てた。

			「行こう！　うん、絶対に食べ歩き行こう！　な!?」

			「あ……はい！」

			　俺の言葉を受けて、ルルネは顔を輝かせた。

			　そんな俺たちのやり取りを見ていたオリガちゃんが、すぐに正気に返ると申し訳なさそうに言う。

			「……食いしん坊、ごめん」

			「む？　ふん、分かればいいのだ、分かれば――――」

			「……食いしん坊は私の予想以上に食いしん坊だった……」

			「貴様謝る気あるのか!?」

			　途端に騒がしくなった俺たちを前に、蛇神も続く。

			『いやいやいや！　おかしかろう!?　なんだ、その娘は！　主は本当に人間か!?』

			「いや、ロバだ」

			『余よ計けいに意味が分からぬわあああああああああああああああ！』

			　最初の神聖さはどこに行ったのか、蛇神はとても取り乱していた。

			『こんな非常識な存在がいてたまるかっ！　それこそ、相反する魔法として有名な【魔王魔法】と【聖属性魔法】の両方が使えるくらい非常識な――――』

			「あ、俺両方使えるぞ」

			『だから主らは何者だあああああああああああああ！』

			　蛇神は絶叫した。

			　そしてツッコむだけツッコむと、荒らげた息を整え始める。　

			　

			『はぁ……はぁ……神になって、長い年月がたつが……いまだここまで取り乱すような出来事に遭遇するとは……』

			「人生何があるか分かりませんね！」

			『主らのせいだからな!?』

			　怒られた。解せぬ。

			『はぁ……もうよいわ。どれだけ非常識なこととはいえ、湖の水を消したのは事実。階段へ続く扉を開こう』

			　そう言うと、蛇神の青い目が光った。

			　その瞬間、湖の底の扉が音を立てて開いた。

			『さあ、先に進むがいい。この先はさらに強力な魔物が徘徊している……のだが、主たちの様子を見ていると心配するだけ無駄な気がしてきた……』

			「いやぁ、面目ないです」

			『……はぁ。まあ主たちが非常識であることは、この際幸運ともいえよう。なんせ、それだけ【あの子】を救う期待が高まるのだからな』

			「その……【あの子】っていうのは何者なのか教えてくれないんですか？　それにこのダンジョンのこととか……」

			　妙にもったいぶった話し方をするので思わずそう訊きくと、蛇神は首を振る。

			『我もこの地に縛り付けられた魔物にすぎぬ。ゆえに多くの秘密は語れぬのだ。許せ』

			「そうですか……」

			　神様って言っても不便なんだな。黒龍神もいろいろ制約やらあるっぽかったし。

			　これが俺や他の勇者たちをこの世界に送り込んだ神様なら話は違うんだろうけどさ。

			　とりあえずもうこの階層に用はないので、さっそく下の階へ行こうとすると、蛇神が最後にこう告げた。

			『気をつけろ。脅威はまだ、死んではおらぬぞ』

			「え？　それはどういう……」

			　そう聞こうとした瞬間、蛇神はまるで霧のようにその場から消えてしまった。

			「？　どうしたの？　誠一」

			「……いや、何でもないよ」

			　唖然とその光景を眺めているとサリアに声をかけられ、改めて俺たちは下の階層へと向かうのだった。

		

	
		
			　

			平和な授業風景

			　

			　誠一たちがダンジョンに挑んでいるころ、Ｆクラスではベアトリスによる通常授業が行われていた。

			「――――ですから、この【アビスマッシュルーム】と【ヘブンマッシュルーム】は取り扱いが禁じられているのです。これらの他にも危険薬物になる素材はたくさんありますが、この二つが特に危険なモノとして有名なのです」

			　ベアトリスが黒板に分かりやすく説明しながら書き込むのを、ヘレンたちがノートに書き留めていく。

			　だが、ただ一人……アグノスだけは、授業が始まってからずっと、頭から煙を噴出させていた。
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			「だ、ダメだ……どっちも同じキノコに見える……てかどれも食っちまえば一緒じゃねぇのか!?」

			「……おい。貴様までルルネのようなことを言い始めてどうする。今までの説明の何を聞いてたんだ」

			「全部聞いた上で言ってんだよ！」

			「なお悪いわ」

			　呆れた風に溜息を吐くブルードは、アグノスとは違い必要な情報だけをノートに書き込んでいる。

			　バカにされたことで耐え切れなくなったのか、アグノスがついに叫んだ。

			「だあああああああ！　頭がパンクするぅぅぅぅうううう！　は、早く！　早く帰って来てくれ、兄貴ぃ！」

			「バカか。ついこの間出発したばかりだろう。そうすぐ終わる訳が――――」

			「ふむ……だが、あの誠一先生だぞ？」

			「…………終わるかもな」

			　ベアードの何気なく呟いた一言に、ブルードはすぐに言い直した。

			「だろ!?　兄貴ならすぐに帰ってくるはずだ！」

			「だが帰ってくるまでの間は授業を受けることになるのは変わらないぞ」

			「そうだったよ！」

			　結局アグノスは授業を回避することが出来ないと分かり、その場で頭を抱えた。

			　そんな光景を見てフローラは笑った。

			「あはははは！　前までのボクたちじゃ信じられない光景だよねぇ！」

			「あ？　どういうことだよ」

			「だって、今までボクたちは何をしても魔法が使えなかったじゃん？　だから実技なんてあってないようなものだったわけだし……むしろ現実を突きつけられたからボクは嫌いだったなぁ」

			「まぁ……魔法が使えねぇのは癪しやくだったよな」

			「だからさ、今のアグノスみたいに実技を楽しみに出来るなんて思ってもみなかったじゃん。ボクは今の学園生活がとても楽しいよ。これも全部、誠一先生のおかげって思うと、やっぱりあの人すごいんだなぁって」

			「……確かにな。魔法が使えない落ちこぼれとして扱われてきた俺たちが、今は普通に魔法を……むしろ他のクラスより魔法が使えるのは誠一先生のおかげだろう」

			「ぼ、僕も誠一先生に感謝してます！　誠一先生は僕がどんなに卑屈でめんどくさいヤツでも、ずっと気にかけてくれたし……あ、ご、ごめんなさい!?　急に会話に入ったりして……」

			「おいおい……自信が付いたのかと思えば結局あんまり変わってねぇじゃねぇか」

			「そ、そうかな？　あ、ご、ごめんね!?　アグノス君を疑ってるワケじゃないからね!?」

			「やっぱり変わってねぇ！」

			　大精霊という強力な力を得たレオンも、性格は大きく変わっていなかったが、それでも以前よりは前向きになっていた。……とても分かりにくいが。

			「まあまあ……とにかく、何が言いたいかっていうと、ボクは今がとても楽しいってことさ！」

			　フローラが笑顔でそう締めくくった瞬間、会話をしていた生徒たちの机にチョークが突き刺さった。

			『……』

			「私語は終わりましたか？」

			『す、すみません！』

			　一斉に姿勢を正すアグノスたちを見て、ベアトリスは溜息を吐くと寂しげに笑った。

			「……私も、皆さんが楽しそうに過ごせているようでとても安心しています。……私には、皆さんを助けてあげることは出来ませんでしたから」

			「そんなことねぇっすよ！」

			　ベアトリスの言葉をアグノスがすぐに否定した。

			「俺たちはベアトリスの姐さんだからこそ、今まで腐らずにやってこれたんすよ！」

			「そうだな……ベアトリス先生。俺たちは魔法が使えなかった。そんな俺たちの面倒をずっと見てくれたのは貴女だけだ。本当に感謝している」

			　まっすぐな言葉をぶつけられたベアトリスは、思わず狼狽うろたえた。

			「そんな……私には感謝されるような資格はありません。私は何も出来なかったんですから……」

			「そんなことはない。こんなに癖の強い俺たちを、温かく見守ってくれた貴女には感謝しかないんだ」

			「そうだよ！　ボクたちの面倒を見るだけで他の先生方から白い目で見られるのに、ベアトリス先生は見捨てず授業をしてくれたじゃん！」

			「ぼ、僕も感謝してます……！」

			　ベアードとフローラに続いて、レオンもそう言った。

			　その光景を見ていたヘレンは、呆れたように言う。

			「ベアトリス先生……私たちは本当に感謝してるのよ。先生には魔法以上の大切なモノを貰ったの……生徒にここまで言われて、信じられないわけ？」

			「そ、そんなことは……！」

			「ベアトリス先生。完璧である私に授業をする資格があるのは、ベアトリス先生か誠一先生だけです。貴女の授業はとても分かりやすいですし、何より美しい。他の有象無象の先生方の不細工な授業とは比べ物にならないんですよ」

			「うーん……イレーネちゃんの不細工な授業というのは分からないですけど～、私はベアトリス先生が好きですよ～？　誠一先生が来てからはとんでもないことの連続でしたけど～、ベアトリス先生がいなかったら、そもそも私たちはここまでやってこれたか怪しいくらいです～」

			　イレーネの滅茶苦茶な言葉に苦笑いしながらも、レイチェルもベアトリスに気持ちを伝えた。

			生徒全員からの気持ちを受けたベアトリスは、少し涙ぐんだ。

			「……私、間違ってなかったんですね」

			「そうだぜ、ベアトリスの姐さん！　俺たちゃみんな、本気で感謝してるんすよ！」

			「……ありがとうございます」

			　涙を拭きながらベアトリスは笑うと、すぐにいつも通りの凛とした表情を浮かべた。

			「なら、なおのこと皆さんを立派にするために、授業をしなければいけませんね」

			『え』

			「私は確かに実技では何も出来ません。ですが、座学は責任をもって皆さんに教えます。安心してください、卒業するころには誠一先生の実技と合わせて、たくさんの知識を身に付けてもらいますよ！」

			「べ、ベアトリスの姐さん？　そ、そこまで本気にならなくても――――」

			　どこか自信あふれる様子でそう告げるベアトリスに、アグノスは顔を引きつらせた。

			　だが、ベアトリスは言葉を取り消すことなく、逆に笑みを浮かべる。

			「さて、これからは今まで以上に詳しく、広い分野を教えていきますからね！」

			「う、ウソだあああああああああああ！」

			　Ｆクラスの教室に、アグノスの悲鳴が響き渡るのだった。

		

	
		
			　

			超強化と女の戦い

			　

			　蛇神の言葉通り、下の階層ではさらに強力な魔物が襲ってきた。

			　レベルはどれも７００以上。

			　俺も戦うと言ったのだが、ルイエスにやんわりと断られてしまい、俺以外のメンバーで魔物と戦っている。

			　そう、ルーティアも今はサリアたちと戦っているのだ。

			「……これ、俺必要か？」

			　思わずそう口にしてしまったが、はたから見れば俺は何のためにいるのかサッパリ分からないだろう。俺も分からなくなってきたよ。

			　幸いというか、ここは再び洞窟の造りになっており、通路も狭いので大量の魔物に一斉に襲われる心配は少ない。

			「――――サリア、そっちに行ったぞ！」

			「ウン、任セテ！」

			　アルが巨大なカマキリの魔物……『クレイジー・マンティスLv：７１１』を惑わせるように動き回り、隙が出来たところでサリアが強力な一撃を叩き込んで倒す。

			「はああっ！」

			「……食いしん坊、少しは連携も考えて……」

			「それは食えるのか!?」

			「……もういい」

			　ルルネとオリガちゃんは『タイラント・ホースLv：８０２』という顔じゅうに血管が浮かんだ気持ち悪い馬の魔物と戦っている。うん、ロバＶＳ馬だな。

			　ただルルネは相手が馬だろうが何だろうが関係なくその巨大な図体に蹴りを叩き込み、オリガちゃんがその動きに合わせて的確に急所を攻めている。

			「ルーティアさん」

			「うん……『魔王の手』」

			「『ウォーターレーザー』」

			　ルイエスとルーティアは、『イヴィル・スネークLv：９００』というこれまた蛇系統の魔物を相手にしていた。

			　いや、相手にしているというよりは一方的に殲せん滅めつしている。

			　少なくともレベル差が４００近くあるはずなのに、ルーティアの『魔王の手』により胴体を焼かれ、暴れるイヴィル・スネークの首を『ウォーターレーザー』を纏まとわせた剣でルイエスが斬り飛ばすのだ。

			　……。

			「やっぱり俺いらなくね？」

			　俺ここに来るまでの間に一戦もしてないんだけど!?　調査を頼まれたの俺なのにさ！

			　俺の存在意義を本気で考えていると、魔物を倒し終わったルイエスが近づいてきた。

			「いえ、師匠。師匠がいるからこそ、私たちは格上の魔物に安心して挑めるのです」

			「本当か？　とはいえ、俺もいい加減戦った方がいい気もするんだが……」

			　だが現状対処出来てしまってるから、鍛えたいというみんなの意思を尊重するのがいいのだろう。

			　仕方なく溜息を吐くと、ルイエスが思い出したように告げた。

			「あ、師匠。そういえば私のレベルが７３０になりました」

			「ふぁっ!?」

			「あ、私は９００になったよー！」

			「ウソだろ!?」

			　なんと、ルイエスのレベルは５００を少し超えただけでなく、７３０というとんでもない数値になっているらしい。

			　しかもサリアもレベルが９００になったって……。

			「サリアは魔物だからまだ分かるけど、ルイエスは何なの!?　人類の最高レベルが５００で、それを一つ超えるだけでも大変なんじゃなかったっけ!?」

			「ですが、７３０になりました」

			「答えになってねぇよ！」

			　レベル５００を超えた者たちを【超越者】っていうらしいけど、ルイエスはさすがに超越しすぎだよね!?　何が起こった!?

			　ひたすらツッコむ俺に、アルが言いにくそうに口を開いた。

			「あー……その……誠一」

			「へ？」

			「…………オレ……レベル６８７だわ……」

			「……マジ？」

			「う、うん」

			　アルまでいつの間にか【超越者】の仲間入りをしてしまったらしい。ウソでしょ？

			「お、オリガちゃんとルルネは!?」

			「……えっと、誠一お兄ちゃん……私、７１０」

			「主様、私はよく分かりません！」

			「俺はルルネが一番分からねぇよ！」

			　ここまでくればオリガちゃんも【超越者】になったって驚かないが、ルルネだけはそうはいかない。

			　だって湖の水を飲み干すようなロバなんだぞ!?　しかもそれで腹が満たされてないってどんな腹してんだよ！

			　そろそろツッコミ疲れてきた俺とは逆に、ルーティアは感動してテンションが上がっていた。

			「誠一。私はレベル６５１。これで私も【超越者】の仲間になった」

			「それは……まあ……狙われた時もある程度安心出来るし、いいのか」

			「うん。これでゼロスたちの負担が減らせる……それに、お父さんが帰ってきた時、少しでも褒めてもらえるようにしたい」

			「そうか……」

			　そういえばルーティアって『魔王の娘』であって、『魔王』じゃないんだよな。つまるところ、ルーティアのお父さんは生きてるんだろう。どこにいるのか知らないけど。

			　そこら辺の詳しい話をちゃんと聞いてないし……このダンジョンの件が終わった後でも、聞けるようなら聞いてみるか。

			　結局、レベルだけでいえば俺を除く全員が【超越者】の仲間入りを果たしたようだ。……ルルネ？　どうせアイツも【超越者】になってるだろ。そうじゃなきゃロバがこんな意味の分からない存在でいるはずがない！

			　俺はローブの効果でレベルが上がりにくくなってるんだよな。まあ脱いでもいいんだけど、もうずっと着てるしこれ以上俺の知る『人間』から遠ざかられても困るし。

			　まさか【超越者】の集団になるとは思っていなかったわけだが、身を守れるくらい強くなるのはいいことだと思いなおして先に進む。

			　するとオリガちゃんが不意に立ち止まった。

			「……誠一お兄ちゃん」

			「ん？　どうした？」

			「……この壁、多分壊せる」

			「え？」

			　オリガちゃんの指す壁は、見た目だけなら俺には他の壁と違いが分からない。ていうより、俺は黒龍神のところで壊せない壁さえ壊してたんだった。うん、忘れよう。

			　黒龍神のダンジョンでの出来事を封印しようと決意していると、オリガちゃんがその壁を苦ク無ナイで攻撃した。

			「おお……」

			　その結果、オリガちゃんの言う通り壁は簡単に壊れ、小さな部屋が出現した。

			　部屋の中央には豪華な装飾が施された宝箱が置いてある。……この宝箱も魔物じゃないよな？

			　今は父さんたちのところにいる宝箱を思い浮かべていると、オリガちゃんが少し警戒しながら小部屋に入った。

			「……ん。この部屋にも、宝箱にも罠はない」

			「へぇ？　オリガは罠感知系のスキルを持ってるのか？」

			「……うん。私がカイゼル帝国にいたころ、暗殺技能と一緒に覚えさせられた」

			「……そうか。悪いことを聞いたな。ただ、その能力はダンジョンを潜る冒険者たちからすればとてもありがたい能力だってことは分かってくれ」

			「……うん。大丈夫、アルトリアお姉ちゃん。今はもう気にしてない。それより、誠一お兄ちゃんたちの役に立てて嬉しい」

			　アルが申し訳なさそうな表情を浮かべると、オリガちゃんは首を振って少し胸を張った。

			　その可愛さに俺は思わず頭を撫で、改めて小部屋に入る。

			「さて……この宝箱は特に罠とか仕掛けられてないらしいし、開けちゃおう」

			　そして躊躇ためらいもなくその宝箱を開けるとオリガちゃんの使っている苦無と少しだけ形の違う苦無が出てきた。

			「……これ、苦無だ」

			「そうだな……さて、何か能力はあるのか？」

			『呪じゆ蛇じやの苦無』……呪われし蛇の効力が宿った苦無。伝説級武器。自身の魔力を苦無に流し込むことで、麻痺・毒・石化の三つの状態異常を付与することが出来る。持ち主の意思に応じて数が増え、投げた場合、持ち主の任意で消すことも出来る。

			「……なかなか凶悪な武器じゃねぇか？　これ……」

			「そうですね……伝説級に相応しい性能でしょう。それにしても、伝説級ということは、このダンジョンの難易度はかなり高いことが分かりましたね……」

			　ダンジョンをよく知るアルとルイエスがそう評価した。

			　確かに俺もこの苦無はとても強力だと思う。

			　魔力を流せば麻痺と毒と石化の三つも状態異常を付与出来るのも強力だが、それよりも持ち主の意思に応じて数が増えるってのがヤバい。

			　つまり、無限に増え続けるのだろう。

			　しかも無限に投げられる苦無で、投げ終わった苦無を回収せずとも消せるって……。

			　思わぬ武器に驚いていると、オリガちゃんが目を輝かせて苦無を見ていた。

			「はい、オリガちゃん」

			「……？　なんで私に渡すの？」

			「なんでって……オリガちゃんが見つけたんだし、オリガちゃんが使うべきでしょ？」

			「で、でも……」

			「せっかくオリガちゃんも苦無を使ってるんだし、オリガちゃんが使わないと！」

			　オリガちゃんが何故か遠慮しようとするが、俺だけでなくサリアもそう言った。

			　どうしたらいいのか分からないのか、オリガちゃんがアルたちの顔も見ると、アルたちも微笑んで頷いた。

			「……いいの？」

			「さっきも言ったけど、この部屋を見つけたのはオリガちゃんだし、せっかくオリガちゃんが使ってる種類の武器が出たんだからさ」

			「……ん。分かった。……ありがとう」

			　オリガちゃんは苦無を受け取ると、嬉しそうに笑った。

			　それを見て、ルーティアが少し羨ましそうに言う。

			「いいな……私は基本的に魔法を使って戦うから、そういう強い武器とかなかなか手に入らないし……」

			「そうですか？　私の兄も魔法使いですが、魔法の威力を上げたりする杖や魔力の制御がしやすくなるアイテムなどをいくつか所持していましたよ？　このダンジョンでそれが手に入るかは分かりませんが、魔法使いであっても強力なアイテムはあるはずです」

			「そう？　それなら……宝箱とか探してみるのもいいかな」

			　ルイエスからアドバイスを受けたルーティアは、目標を持ったようだ。

			　レベル上げも強くなる方法として重要だけど、確かに強力な武器やアイテムを持っているに越したことはないよな。

			「それなら私も探してみようかなー。手につける武器とか手に入るといいんだけど……」

			「そうですね……私も足につける武器が欲しいな……」

			　ルーティアに触発されたのか、サリアとルルネも武器やアイテムが欲しくなったようだ。

			　もしそれぞれの武器が手に入ったらサリアも強くなるだろうが、それ以上にルルネはどうなるか逆に怖かった。アイツ、どこに向かってるんだろうな。もともと乗るために買ったはずなのに。

			　ルーティアだけでなく、サリアとルルネも武器かアイテムが欲しいのか……。

			　俺が戦えばそれだけドロップアイテムが手に入るんだが……何とかして三人にアイテムか武器を用意したいなぁ。

			　それにしても、このオリガちゃんに渡した武器にまで『蛇』が入ってるのか。

			　もうこのダンジョンに『蛇』が大きく関わっているのは確実だろう。

			　ただ、それが何かは分からないが……。

			　これ以上ここに用がない俺たちは再び通路に戻り、先に進む。

			　道中、また魔物に襲われるのだが、新しい武器を手にしたオリガちゃんが大活躍だった。

			「……奥義『苦く獄ごく』」

			　手に入れたばかりの『呪蛇の苦無』を無数に出現させると、襲い来る灰色の鱗と赤い瞳を持つ『賢けん蛇じやLv：８５５』へ一斉に投げつけた。

			　最初こそ賢蛇は次々と飛んでくる苦無を口から水や炎、はたまた雷を放出して防いでいたが、やがて減るどころか増え続けるクナイに対処出来なくなり、ついにその身に苦無が突き刺さった。

			「キシャアアアアアアアア、アアア、ア……」

			　賢蛇は大きな叫び声をあげた後、その口から紫色の泡を吹きだし、しっぽの方から徐々に灰色の石に変化して――――最終的に完全な石像へと変わった。

			　もはや死んでるのだろうが、光の粒子にならないのでアルが斧で叩き割る。

			「おらよっと」

			　あっけなくその身は砕け散り、程なくして光の粒子となった。

			　するとそこに何枚かの鱗と、宝箱が落ちていた。

			「……アイテムがドロップした」

			「マジだ。しかも素材だけじゃねぇし……オリガの武器に続いて幸先いいなぁ」

			　アルが感心した様子で鱗と宝箱を拾い上げる。

			　ちなみに鱗は『上級鑑定』でこう表示された。　

			　

			『賢蛇の鱗』……賢蛇の鱗。高い魔法耐性があり、非常に軽いため防具として優れている。　

			　

			　俺はローブがあるから防具とか考えてなかったけど、この説明を見るとなかなか有用な素材っぽいな。

			　そして一番気になる宝箱を開けると……。

			「首飾り……だな」

			　それは赤い宝石のついた上品な首飾りだった。同じように鑑定してみる。　

			　

			『賢蛇の首飾り』……伝説級装飾品。魔法耐性・魔法威力を大きく上昇させる。魔力操作がしやすくなり、魔法を使う際の魔力消費量を減少させる。　

			　

			　なんて都合のいいアイテムなんだ。

			　まさかのさっそくルーティアが求めているようなアイテムが出てくるとは思わなかった。

			　俺だけじゃなく、サリアたちもその効果に驚く。

			「……幸先いいってレベルじゃねぇな。なんでこんな簡単に欲しいものが手に入るんだよ……」

			「……超らっきー？」

			　アルは呆れながらそう言い、オリガちゃんは不思議そうに首をひねった。

			「あー……ルーティアさん。貴女の欲しがってたモノが出ましたよ」

			「え？　でも……いいの？　二人が倒した魔物なのに……」

			「ええ。オレは魔法よりは近接戦がメインですし……」

			「……私はもう貰ったから」

			「そう……それなら……」

			　もともとルーティアが求めていた性能のモノなので、特に争うことなくルーティアのモノになった。

			　ルーティアは黒色のドレス姿なので、赤色の宝石が輝く首飾りはよく映える。

			　こうして、オリガちゃんだけでなくルーティアも新アイテムを手に入れ、より積極的に戦いに参加するようになった。

			　ルーティアが首飾りがある状態で『魔王の手』を使うと、先ほどまでとは比べ物にならない威力になった。これにはルーティアも含めて全員驚いた。やっぱり装備って大事だな。

			　ただ、さすがに連続してドロップアイテムが手に入るようなことはなく、やがて大きな部屋に辿り着いた。

			「さて、ここは……」

			「誠一、あそこに大きな扉があるし、またボス戦なんじゃない？」

			　サリアの言うように、部屋の奥には分厚い扉が存在している。

			「ボスか……たぶん蛇系統の魔物なんだろうなぁ」

			『――――その通りだよ』

			「へ？」

			　突然響いてきた声に、俺たちは驚いた。

			　すると部屋の中央部分に何やらよく分からない黒い渦が出現し、中から一体の魔物が現れた。

			　超巨大な蛇の下半身はメタリックブルーと所々黒色の鱗があり、斑まだら模様。

			　しかし――――。

			『アンタたちの予想通り――アタシは蛇の魔物さ！』

			　――上半身は筋骨隆々のゴリラだった。

			「いやゴリラの魔物の間違いだろ!?」

			　その姿に思わずツッコむ。

			　確かに下半身は蛇だけども！　明らかに上半身のインパクトにすべて持ってかれてるよね！

			　そのゴリラはサリアの種族である『カイザーコング』とは違い、青色の体毛でどこか涼しげだ。

			　だが、その肉体はゴリラ状態のサリア……ゴリアとも遜色がない。

			　両腕には、下半身と同じようなメタリックブルーの洗練されたデザインの籠こ手てがはめられている。

			　驚く俺たちをよそに目の前のゴリラが指を鳴らすと、周囲に再び黒色の渦が現れ、中から大量の蛇系統の魔物が出現した。

			　魔物の出現と同時に、俺たちの背後にも分厚い扉が出現する。

			『さあ、これで逃げ道はなくなったよ。それにアタシはこの部屋のボスでね。アンタらを先に行かせるわけにはいかないのさ。……アンタたち、やっちまいな！』

			『ヘイ、姐さん！』

			　目の前のゴリラの命令を受け、蛇たちが一斉に襲い掛かってきた。

			　アルたちはすでに臨戦態勢に入っており、魔物の接近を許さない。

			　武器とアイテムで強化されたオリガちゃんとルーティアの攻撃は特に強力で、なおかつ広範囲の殲せん滅めつに最適なのでかなり活躍している。

			　ゴリラの魔物というだけで呆気にとられてしまったが、俺は正気に返って『上級鑑定』を発動させた。

			『ジャイアント・アナコングLv：１８００』

			　強ぇぇぇぇぇぇええええええ！

			　なんなの!?　この世界のゴリラってみんな強いの!?　てか何気にサリアよりレベル高ぇし！

			　それどころかゼアノスよりも高ぇ！

			　しかも名前もうまい具合に混ざってるから蛇なのかゴリラなのか分かんねぇな！

			　鑑定結果に驚いていると、俺の存在に気づいたゴリラの魔物――――アナコングが目を見開いた。

			『ん!?　あ、アンタ……』

			「へ？　お、俺？」

			　何がそんなに驚くようなことなのか分からずに首をひねると、アナコングは何故か頬を赤らめた。

			『……いい雄じゃないか。いいね、気に入ったよ！　アンタ、アタシの旦那になりな！』

			「………………へ？」

			「「何言ってんだこのゴリラあああああああああ！」」

			　驚き固まる俺をよそに、アルとルルネがすごい形相でアナコングに襲い掛かった。

			　だが、アナコングはアルの斧とルルネの蹴りを軽々と片手で受け止める。

			「なっ!?」

			「私の蹴りが!?」

			『――――アタシの邪魔するんじゃないよ！』

			　そして受け止めた両腕を振ると二人は大きく吹き飛ばされた。

			　だが、二人とも空中で受け身をとったので大きな怪我はしていない。

			　他にも激しい戦闘が繰り広げられている中、俺はいまだに固まっていた。

			　――――なんで、俺はゴリラに求婚されるんだ？

			『さあ、こんな連中さっさと片づけて式を挙げるよ！』

			「ちょっと待てやあああああああああ！」

			　俺はようやくツッコんだ。

			「なんで！　敵の！　しかもゴリラが！　求婚!?」

			『おかしなこと言うね。強い雄を求めるのは当たり前だろ？』

			「出たよ超野生理論！　何!?　俺の体からはゴリラを引き寄せるフェロモンでも出てるんですかねぇ!?」

			『そうだよ』

			「ウソだと言ってくれぇぇぇぇぇぇええええええ！」

			　なんて限定的なフェロモンなんだよ！　誰得なんだ!?　もっと違うフェロモンにチェンジで！

			　全力で頭を抱える俺をよそに、アナコングが徐々に近づいてくる。

			　おかしくね？　サリアだけじゃないの!?　どうなってるの俺の体さんよぉ！

			　ルイエスたちが必死にアナコングを止めようとするが、他の蛇の魔物たちが邪魔をする。

			　いや、これもう俺も戦っていいよね!?　だって完全に俺に狙いを定めてんじゃん！　ゴリラの嫁はサリアだけでいいの！　てかサリアがいいの！　他は受け付けてません！

			　もはやルイエスたちの修業とか言ってられる状況でもないので、今すぐ俺も戦おうとした、その時だった。

			「――――誠一ハ渡サナイ」

			『ぬっ!?』

			　すさまじい速度でサリアがアナコングに殴りかかった。

			　そして、アナコングにその拳を受け止められると、そのまま逆の手で殴りかかる。

			　それすらも止められたサリアは、アナコングといわゆる手て四よつつと呼ばれる状態になった。

			「クッ……」

			『グッ！　な、なんなんだい、アンタ!?』

			　レベル差が大きいはずなのだが、サリアはアナコングに力負けするどころか、圧倒していく。

			「……私ハ……誠一ノ……オ嫁サン……！」

			『よ、嫁だとおおおおおおおおお!?』

			　アナコングは地面に押し倒されそうになりながらも叫ぶと、すぐに表情を引き締めた。

			『くっ……なら……アンタから奪うまでだよ……！』

			「ウッ!?」

			　やはりレベルが１０００を超えているだけあり、不利な体勢からもまた拮抗した状態にまで戻した。

			　しかし、サリアも負けじと、なんとアナコングに向かって頭突きをかました。

			「渡サナイッ！」

			『があっ!?』

			　たまらず手を離したアナコングは数歩後ろによろめくと、頭を振って顔を殴る。

			『調子に乗るんじゃないよ！』

			「くっ！」

			「サリア！」

			「来ナイデ！」

			　急いで助けに向かおうとするのを、サリアは手で制した。

			「コレハ……女ノ戦イダカラ……！」

			「女の戦い!?」

			「ソウ……私ガ勝タナイト、イケナイノ……！」

			『くぅ……！』

			　そういうとサリアはお返しといわんばかりにアナコングの顔面を殴った。

			　――――そこからの戦いはすさまじかった。

			　両者引くこともせず、その場で激しく殴り合うのだ。

			「ドウシテ誠一ヲ狙ウノ！　他ノ雄ニスレバイイデショ！」

			『外からきたアンタに分かるかい!?　ダンジョンに縛られたアタシに出会いなんてないんだよ！　アンタには三十過ぎた行き遅れの気持ちなんて分からないのさ……！』

			　なんだ、そのダンジョン事情。てか三十歳なのかよ。

			「確カニ私ニハ貴女ノ気持チハ分カラナイ……デモ誠一ハ絶対ニ渡サナイ！」

			『小娘の分際で……！　あの雄はアタシのモノにするんだよ！』

			　もはや何が何だかさっぱり分からない俺は、ただただ呆然と二人の戦いを見ているしかできない。

			　するといつの間にかさっきまで殺しあっていたはずのアルたちと蛇の魔物までもが、二人の戦いを見つめていた。

			「サリア！　絶対に負けるんじゃねぇぞ！」

			「頑張ってください、サリア様！」

			「そこです、そこでブローを叩き込むんです」

			「……サリアお姉ちゃん、頑張れ」

			「すごい……魔物同士の戦いってこんなに迫力が……」

			『負けるな、姐さあああああああああああん！』

			『あの嬢ちゃん、強いじゃねぇか！』

			『おい何相手を褒めてるんだよ！　確かに相手も強いが……それ以上に姐さんは必死なんだよ！　この歳で今まで一人も男がいないなんて……うぅ……』

			『もう結婚適齢期すぎてるもんなぁ……姐さん！　絶対に勝って、男をゲットするんですよ！』

			『…………アンタたち、あとで覚えときな！』

			『『『ひぃぃぃぃぃいいいいいい!?　す、すみませえええええええん！』』』

			　俺はコントを見てるのか？

			　え、何？　俺がおかしいの？　この状況を理解出来てない俺が変なの？

			　完全に俺一人だけ浮いてるので、そう感じても仕方ないだろう。

			　だからこそ、もう一度サリアたちの戦いに視線を向けてみる。

			「ハアアアアアアアアアアアアアア！」

			『うおおおおおおおおおおおおおお！』

			　激しい殴打の応酬が繰り広げられる。

			　その衝撃はすさまじく、拳の風圧だけで周囲の壁にひびが入り、地面はもうボロボロだ。

			　ただしダンジョンの壁なのですぐに修正されていく。

			　その光景を唖然として眺めていると、蛇の魔物の一体が俺に近づき肩に尻尾を乗せた。

			『兄ちゃん、モテモテだな！　…………ゴリラだけど』

			「嬉しくねぇぇぇぇええええ！」

			　やっぱり変だろ!?　どう考えても！　いや考えるまでもなく変なんだけど！

			　そもそもお前ら敵だったよなぁ!?　どうしてそんなにフレンドリーなわけ!?

			『いやいや、喜べよ！　姐さんだっていい女だ！　……ゴリラだけど』

			『そうそう、ああ見えて尽くすタイプだよ！　……ゴリラだけど』

			『俺たちを仕切る統率力とか、スゲェ頼れるんだぜ！　……ゴリラだけど』

			『料理だって上手だし、手先も意外と器用でさ――――』

			「けどゴリラなんだろおおおおおおおおおおおおお!?」

			　どんな説明にも必ずゴリラって付くんじゃねぇか！

			　いや、ゴリラが悪いんじゃねぇ。でもそういう問題でもねぇ……！

			『あの男を寄越せえええええええええええ！』

			「絶対ニダメエエエエエエエエエエエエエ！」

			　女性が自分を奪い合うなんて、人によっては嬉しいかもしれない。それだけ求められてるってことだからさ。

			　でも……どうしてゴリラなのかなああああああああああ!?

			　せめて人間で！　人間でお願いします！　だって異種族恋愛どころじゃねぇだろ!?　そもそも俺にはサリアがいるし！

			　俺が嘆いている間に気づけば二人とも満身創痍になっていた。

			「ハァ……ハァ……」

			『ふー……ふー……』

			　お互いが油断なく睨にらみ続ける。

			　しかし、この場にいる誰もがこう思った。

			　――――次で決まると。

			　体力もお互いに限界で、もはや一撃を放つので精一杯なのだ。

			　するとアナコングがおかしそうに笑う。

			『くくく……あははははは！』

			「？　何ガ面白イノ？」

			『いや、悪いね……こんなにもこの戦いが面白くなるなんて思ってもみなかったからさ……。アンタを小娘だなんて侮って悪かったよ。アンタは、好きな雄のために格上であるアタシとここまでやりあえたんだ。素直に称賛するさ。ただね――――』

			「！」

			『――――最後はやっぱりアタシが勝つよ！』

			　アナコングは今までで一番のスピードでサリアに迫ると、渾身の一撃を腹に放った。

			「ぐうっ!?」

			「サリアッ!?」

			『さあ、アタシの勝ちだよ！』

			　俺は叫び、アナコングの勝利を確信した。

			　――――だが、サリアは負けていなかった。

			「――――捕マエタ」

			『なあっ!?　しまっ――――』

			「誠一ハ……私ノモノダアアアアアアアアアア！」

			『がああああああああああああああああああ！』

			『『『あ、姐さあああああああああああん！』』』

			　サリアの鋭いアッパーが、アナコングの顎に炸裂した。

			　腕を天に突き上げ、固まるサリア。

			　そしてアナコングは――――地に倒れ伏すのだった。

		

	
		
			　

			哀れな蛇の娘

			　

			　アナコングが地に倒れ伏した瞬間、俺はすぐにサリアに駆け寄り、魔法で回復した。

			「サリアッ！　大丈夫か!?」

			「誠一……私、勝ッタヨ……誠一ハ、私ノ旦那サンダカラ……」

			「サリア……」

			『――――まったく、大した女だよ、アンタ』

			「！」

			　すると先ほどまで倒れていたはずのアナコングが傷だらけの状態で近づいてきた。

			　俺は思わずサリアをかばうように立つ。

			　その様子にアナコングは苦笑いを浮かべた。

			『そう警戒されちゃ、アタシも傷つくよ。アタシは真正面から殴り合って負けたんだしね』

			「あ……ご、ごめん」

			『いいよ、別に。……アンタもその女が大切なんだね』

			「うっ……そ、そうだよ」

			　正直人に言われると恥ずかしいが、本当のことなので素直にそう告げる。

			　俺の言葉にアナコングは満足げに頷くと、サリアに真剣な瞳を向けた。

			『アンタ、名前は？』

			「……サリア」

			『そうかい、いい名前だね。それじゃあサリア、これを受け取りな』

			　そういうとアナコングは腕に着けていた籠手を外し、サリアに渡した。

			「コレハ？」

			『アタシの武器だよ。負けたアタシより、勝った上に外に行けるアンタに連れていかれた方がこいつにとっても、いいだろうさ。受け取ってくれ』

			「……分カッタ」

			　メタリックブルーの籠手をサリアは受け取り、その腕に装着した。　

			　

			『清らかな乙女の籠手』……誇り高い乙女に相応しい籠手。夢幻級武器。装備者はすべての状態異常を無効化する。装備者が誇り高くあり続ける限り攻撃力と防御力が上昇し続ける。　

			　

			　その効果はすさまじかった。

			　状態異常すべて無効はとても有効だし、曖昧な表現とはいえ、誇り高ければ攻撃力が上がり続けるようだ。……いや、誇り高ければってなんだよ。基準がハッキリしねぇ！

			　サリアが受け取ったことで、アナコングは笑みを浮かべる。

			『ああ……やっぱりアンタによく似合うよ』

			　そんなアナコングにサリアは表情を曇らせた。

			「貴女ハ……良カッタノ？」

			『何がだい？』

			「ドウイウ理由デアレ、貴女ハ誠一ヲ……雄ヲ求メタ。ソレナノニ、諦メテイイノ？」

			『アンタがそれを言うのかい……』

			　アナコングは遠い目をして語った。

			『……アタシたちは生まれも育ちもダンジョンだ。親はいない。強いて言うならこのダンジョンが親なのさ。だからこそ、憧れた。家族ってものを……家庭を持ちたかったのさ。アタシは同族や交尾出来る他の雄も家庭も全部知識としてしか知らないから……アンタを見た時、その夢が叶うと思った』

			　アナコングは俺を見て、自嘲気味に笑った。

			『……でもとんだ勘違いだった。アンタにはもう、サリアっていう、いい女がいる。そんなアンタにアタシの付け入る隙なんて最初からなかったんだよ』

			「……ソレジャア、コレカラドウスルノ？」

			　サリアの言葉にアナコングは優しく微笑む。

			『アンタたちはこの先に用事があるんだろう？　扉を開くには、このダンジョンのルールを守らなきゃいけない。そしてこの部屋の扉が開く条件は部屋の主が消えること――――つまり、アタシが消えれば開くのさ』

			「っ！」

			　アナコングは優しく微笑むが、蛇の魔物たちは沈痛な面持ちでいる。

			　驚く俺たちにアナコングは笑い飛ばした。

			『何しけた顔してるんだい。アタシたちは敵同士だよ？　その敵が消えて喜ぶことはあっても悲しむヤツがあるかい』

			「デモ……！」

			『生きてたところで結果は一緒さ。どうせアタシたちはダンジョンの魔物……この狭い世界から出ることさえ出来ない哀れな魔物なのさ』

			　一瞬だけ悲し気な表情を浮かべるも、すぐに明るい表情を浮かべてアナコングは俺たちに言った。

			『さあ、アタシのことはいいから！　一思いにアタシを――――』

			『――――使えぬ魔物だな！』

			「え？」

			『何？　……っ!?　があああああああああああ！』

			『姐さん!?』

			　突然、聞き覚えのある低い声が聞こえたかと思えば、急にアナコングが胸を押さえて苦しみだした。

			　急いでサリアと俺が近づこうとするが、アナコングは必死に痛みをこらえながらも、手で制してきた。

			『来るんじゃないよ！』

			「で、でも！」

			『……どうやら、お迎えが来たみたいだね』

			『その通り。使えぬ貴様にはせいぜいその命を使って侵入者どもを道連れにしてもらおう』

			　すると先ほどまで何もなかったはずなのに、扉の両脇に再びあの巨大な目が出現した。

			「なっ……テメェはオレたちの攻撃で死んだんじゃ!?」

			『バカめ！　あのような軟弱な攻撃で我が死ぬはずなかろう！　我はダンジョンだ。貴様らに勝ち目などない』

			　心底バカにした様子でそう告げる巨大な目。

			　その巨大な目は冷ややかにアナコングを見つめた。

			『ここまで順調にレベルアップしてきたくせに、格下に負けるとは……とんだ雑魚だったな。侵入者一人殺せぬ貴様に価値も用もない。即死ね』

			『ぐぅぅぅぅぅううううう!?』

			　必死に痛みに耐えるアナコングを見て、サリアが叫んだ。

			「彼女ニ何ヲシタノ!?」

			『何、ただその身を爆弾に変えてやったまでよ。所詮そのゴリラは我が生み出した存在……どのように扱い、どのように変化させるか、自由自在なのだ』

			「何テコトヲ……！　今スグヤメテ！」

			「この腐れ外道が……！」

			「……許さない」

			　アルたちが一斉に壁の巨大な目に襲い掛かるが、攻撃が当たる寸前で巨大な目は姿を消した。

			『フハハハハハ！　今更遅い！　そこの雑魚に巻き込まれて死ぬがいい。それでももし生きているようなら、その時は相手をしてやろう。まあ……無理だろうがな？　フフフ……アハハハハハハハハ！』

			「クソが……待ちやがれ！」

			　アルたちが必死に壁を攻撃するが、声はどんどん遠ざかって行った。

			　そのやり取りを見ていたアナコングは痛みをこらえながら声を絞り出す。

			『あ、アタシのことはいいから……アンタたちは……早く……逃げな……！』

			「ソンナコト出来ルワケナイデショ!?」

			『わがまま言うんじゃないよ……！　言っただろう……？　あ、アタシは……このダンジョンに縛られてるんだ……生かすも殺すも、所詮このダンジョン次第ってわけさ……』

			「何デ……何デ……！」

			『あーあ……そんな顔するんじゃないよ。アンタも、サリアをどうにかしておくれ』

			　額に汗をにじませながら、無理やり笑うアナコング。

			　それを見て、俺は――――。

			「誠一……何トカシテ、誠一……！」

			「分かった」

			　俺は解放魔法『リ〇カーン大統領』を発動させた。

			　するとアナコングを優しい光が包み込む。

			　そして光が消えると、同時に痛みも消えたのかアナコングが驚きの目を俺に向けた。

			『こ、これは……？』

			「アンタをこのダンジョンから解放した」

			『なっ……ダンジョンからの解放だって!?　そんなの、どうやって……』

			　混乱しているアナコングに俺はさらに回復魔法をかけ、全身の傷を癒した。

			『え……？』

			「……アンタの理由がどうであれ、俺はアンタを受け入れることが出来ない。いや、そもそも俺にそんな甲斐性はねぇ」

			　アルとサリアだけでもいっぱいいっぱいで、そこに神かん無な月づき先輩とあいりんもいるんだから余計にな。

			「それでも、アンタがゴリラだろうが何だろうが……こんな俺に好意を向けてくれるのは、とても嬉しい。だからこそ、今度は外の世界に出て、もっといい男を探してくれ。そのためにアンタを解放した。分かるだろう？」

			『解放されたのは……信じられないけど、本当みたいだね。でもいい男って……アタシは所詮魔物だし、どうしても限界があるよ……』

			　どこか諦め気味のアナコングに俺は栽培している『進化の実』を一つだけ取り出した。

			「これをやる」

			『なんだい、これ……』

			「これを食ってレベルアップすれば、もしかしたらサリアみたいに人間になれるかもしれない。……アンタ、はいい女だと思うよ。だからこそ、もし人間になれるようなら同族だけじゃなく、人間たちからもモテモテかもな」

			『な、なんだい、そりゃあ……』

			　そういいながらもアナコングは素直に『進化の実』を受け取り、さっそく食べた。

			『…………』

			「どうだ？」

			『…………とんでもなく…………不味いねぇ…………』

			「あははははは！　そうだよなぁ。まあでも、効果は保証するからさ。な？」

			　俺も共感出来るからこそ笑うと、アナコングは一瞬目を見開いて視線を逸らした。

			『…………なんだい。スッパリ諦めようと思ったけど、また本気になっちまったよ…………』

			「え？」

			『な、何でもないよっ！』

			「そ、そうか？」

			　本人が何でもないって言ってるなら、そうなんだろう。

			　とにかく、出来ることはやった。

			　なら、あとはこの先にいるっていうあの巨大な目に会うだけだ。

			「さて……俺たちは先に行くよ。アナコングをダンジョンから解放したことで、どうやらこの部屋の主が消えたって認識されたらしいし……」

			　実はアナコングを解放した瞬間、この部屋の奥の分厚い扉が開いていたのだ。

			『そ、それじゃあアタシも……うっ……』

			「あーあ……無理すんなって」

			『で、でも……』

			　無理に立とうとしたアナコングは、傷は癒えても体力は戻っていないのでその場でよろける。

			「いいからここから先は俺に任せてくれって。だからアンタは早くこんな場所から出て、いい男を探すんだな」

			「大丈夫。誠一ハ強イカラ」

			　サリアもそう援護してくれたので、アナコングはしぶしぶ頷いた。

			『……分かった。ここはアンタたちに任せるよ。でもいいかい！　アタシは不義理な女じゃない。だから、この恩は絶対に忘れない。いつか必ず、アンタたちに恩返しするよ』

			「そんなの気にしなくていいのに……」

			『あ、アタシが会いたいんだよっ！　覚悟しときな、次に会うと時はアンタたちがビックリするくらい魅力的になってるんだからね!?』

			『姐さん……やる気ですね……！』

			『もちろん、俺たちもついていきますぜ！』

			『……いや、俺たちはダンジョンに縛られてね？』

			『『『えええええええええええええ!?』』』

			　またも蛇の魔物たちがコントのようなやり取りをしていたので、俺は思わず蛇の魔物たちにも『リ〇カーン大統領』を唱えた。

			『こ、こんなにアッサリと俺たちを解放してくれるなんて……兄貴……兄貴と呼ばせてください！』

			『『『兄貴！　兄貴！』』』

			「もう舎弟は十分なんですけど!?」

			　なんで蛇の魔物たちまでアグノスみたいなこと言うんだよっ！

			　とにかく全員をダンジョンから解放したことで、俺たちはようやく先に進むことが出来た。

			「もういいや……んじゃ、また会えたら！」

			「じゃあねー！」

			『ああ、またね！』

			　俺たちは再び会う約束をして、この先に待っているであろう巨大な目の下へ向かう。

			「……誠一。お前、ゴリラキラーか何かか？」

			「へっ？　ゴリラキラーって何？」

			「……いや、もういいよ。オレもあのゴリラは気に入ったし、サリアもなんだかんだ認めたみたいだし……」

			「？」

			　道中アルが溜息を吐きながらそう言った。

			　どうやら俺だけが分かっていないようで、ルイエスとルーティアは微妙な表情を、オリガちゃんは特に変わりなく、ルルネは当然といった表情を浮かべていた。

			　変化のないオリガちゃんでさえ分かっていそうなので、本当に俺だけがよく分かっていないようだ。

			　それはともかく、あの巨大な目はまだ生きていたのだ。

			　……蛇神が言ってた脅威っていうのはアイツのことだろう。

			　サリアたちの攻撃で完全に消滅したと思っていたからな。

			　それにまだこのダンジョンにいる『哀れな子』というのが何なのか分からない。

			　アナコングはあの部屋の主としてダンジョンに縛られていたが、蛇神の言っていた『哀れな子』とは違うだろう。『哀れな子』はこのダンジョンに封じられている存在みたいだし、それに対してアナコングは生まれも育ちもダンジョンって言ってたし。

			　何はともあれ、俺はとても不愉快だった。

			　俺のわがままな感情だとは分かっているが、それでもあの発言と態度は気に入らねぇ。

			　アイツは生きているのなら相手をしてやるといった。

			　だから――――。

			「さて……相手をしてもらおうか？」

			　今までとは雰囲気の違う、巨大な扉を前にそう思うのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「これは……」

			　蛇の装飾が施された巨大な扉をくぐると、薄暗い部屋に出た。

			　中心には十字架に全身を鎖で繋がれた何かがいる。

			　俺たちはその部屋の異様な気配と何故か拘束されている存在に驚く。

			　警戒しながらも少しずつ部屋の中央に近づくと、案の定、背後の扉が閉ざされた。

			「――――来ないでください」

			「え？」

			　近づいたことでその容貌がハッキリしたのだが、俺たちはまた違う意味で驚いた。

			　濃い緑色の髪が常に蠢うごめいており、静かに目を伏せている。

			　それでもその容姿が極めて優れていることが分かる。俺と同い年くらいに見えるけど、服はボロボロで、でも体に傷などは見当たらない。ただ、スタイルがいいので鎖が胸などに食い込んでいて妙に艶めかしかった。

			　でも、そんな姿を見ても俺は驚き以外の感情が浮かばなかった。

			　何故なら……。

			「メデューサ……？」

			　そう、目の前で拘束されている女性は、神話に登場するメデューサのような見た目だった。

			　いや、実際のメデューサを見たことがないから何とも言えないけど、さっきから蠢うごめいている緑の髪をよく見ると先がみんな蛇の顔をしているのだ。

			「メデューサってなんだ？」

			「えっと……メデューサは俺の世界の神話に登場する架空の存在……かな」

			　どうやらこの世界ではメデューサという単語がないらしく、アルが不思議そうな顔をしている。そんなことよりも、今は拘束されている彼女だろう。

			「えっと、今すぐその拘束を――――」

			「来ないでください」

			　みんなで助けようと思っていたのだが、彼女の返答は拒絶だった。

			　その拒絶に対してサリアが訊ねる。

			「どうして？」

			「……なぜこの場所に来たのかは知りませんが、今すぐ帰ってください。……私はもう、誰も犠牲にしたくないのです」

			「……詳しい事情は分かりませんが、見過ごすわけにはいきません。今すぐ――――」

			「っ！　あ……あああ……だ、ダメ……逃げて……！」

			「なっ!?」

			　彼女の言葉を無視して近づこうとした瞬間、突如、彼女の様子がおかしくなった。

			　拘束された状態で苦悶の表情を浮かべる。

			「だめ……いや……いやああああああああああっ！」

			　その瞬間、閉じていたはずの彼女の目が開き、紫色に光った。

			　紫色の光はまるでレーザーのように一直線に俺たちに伸びてくる。

			　嫌な予感がした俺たちはすぐにその場から飛びのくと、紫色の光は背後の扉にぶつかった。

			「は……？」

			「と、扉が……」

			　俺は見た目から何となくメデューサっぽいと思っていたので大して驚きはしなかったけど、そうじゃないサリアたちは紫色の光を受けた扉を見て表情が強張った。

			　何故なら、その扉が無機質な石へと変化していたのだ。

			　もちろん、もともと扉は鉄製というか、無機質ではあった。

			　だけど、完全に両開きだった扉が今は一枚の石板のように固まってしまったのだ。

			　紫色の光を放った彼女は、顔を伏せて必死に何かに耐えている。

			「ぐ……うぅ……だ、ダメです……早く、ここから逃げて……」

			「逃げてって言われても……」

			　あんなに苦しそうにしてるのも見てられないし、何よりここにいるであろうダンジョンそのものに用があるのだ。

			　どうしたもんかと頭を悩ませていると、俺たちの目的であるダンジョンが声をかけてきた。

			『なんだ、貴様ら。生きていたのか？　つまらんな』

			「テメェ……」

			『まあ生きていようが、結局ここで死ぬのに変わりはない……さあ、呪いの子よ！　そこにいる侵入者どもを殺せ！』

			「うっ……うぅ――――あああああああああああああ！」

			　彼女はついに耐え切れなくなったのか、絶叫した。

			　しかもその瞬間に拘束していた鎖と十字架が弾け飛ぶ。

			『ははははははは！　さあ、その力を侵入者どもにふるうがいい！　そして殺すのだ！　殺せばまた、我は強くなる……』

			「うぅ……あぁ……」

			『何をしている!?　殺せ、殺せ！　外の世界ではまともに生きていけぬ貴様をこの我が使ってやるのだ！　その呪われた力を今すぐ解き放て！』

			「嫌だ……嫌だ……！」

			　両手で必死に目を押さえる彼女に、ダンジョンが言い迫った。

			「さっきから聞いてりゃ胸糞悪ぃ……いい加減隠れてねぇで出てきやがれ！」

			「そうだ。主様を前にして姿を見せぬとは……不遜にもほどがある。この世界から消されたいか？」

			　すると血気盛んなアルとルルネが部屋中を見渡しながらそう言った。

			『バカめ。なぜこの我が貴様らの前に出ねばならん？　貴様らには死ぬ運命しか待ち受けていないというのに……』

			「……出てこないというのなら、手当たり次第に攻撃するまでです」

			　ルイエスは苦しむ彼女を警戒しながらも周囲の壁や天井に向かって無差別に斬撃を放った。

			　斬撃は確かに壁を傷つけるのだが、すぐに修復されてしまう。

			『フハハハハハハハ！　無駄だ無駄だ！　貴様らはもうこの部屋……否、我の中から出ることすら出来ん！　それに、そこにいる呪いの子が今すぐ貴様らを殺すだろう』

			「そ……んなこと……私は……したく……ない……！」

			『ふん。世間から不要とされたゴミの分際でまだ我に抗うか？　いい加減諦めろ！』

			「あ……ああ……ああああああああああああああああああああああ！」

			　ダンジョンの言葉の後、彼女の体を黒い煙のようなモノが包み込んだ。

			　飲み込まれまいと必死に抵抗していた彼女だったが、やがて力が抜け、目が完全に開いた状態になった。

			　しかも、その目には憎悪が宿っており、俺たちに向けてその視線を飛ばす。

			「憎い……憎い憎い憎い憎いいいいいいいいいいいいいいい！」

			「うおぅ!?」

			「チッ！」

			「……危ない」

			　無差別に放たれる石化の光を俺たちは必死に避けた。

			　……いや、俺は『完全耐性』のスキルがあるし、サリアもアナコングから貰った籠手の効果で状態異常は無効化されるんだけどね。気分的にというか、精神衛生上の問題で避けてる。

			　避けながらも壁や天井のどこかにダンジョンがいるのかもしれないため、サリアたちは今も攻撃を続けていた。

			　俺たちが光を避けていると、彼女は心の叫びを爆発させた。

			「どうして……どうして私が排斥されなきゃいけないんですか……！　こんな体……なりたかったわけじゃないのに……！」

			『そうだそうだ、人間は身勝手よなぁ？　貴様を生んでおいて、手に余るからとこのダンジョンに封じた。ただ視線を向けただけで石にする力……呪いでもないのに呪われたといわれる貴様は、確かに【哀れな子】なのかもしれぬなぁ』

			　そのダンジョンの声を聴いて、顔は見えなくともとても厭味ったらしい笑みを浮かべているであろうことは想像出来た。

			『だが、貴様がこのダンジョンに封じられたおかげで我はその力を吸収することが出来、こうして絶大な能力を手に入れた。貴様は我にとって十分利用価値のあるゴミよ』

			「うぅ……うぅぅぅぅううううう！」

			　ダンジョンの声はどこまでも人の神経を逆なでする。

			　彼女は自身の境遇やダンジョンの言葉に抗うすべを持たないからこそ……その両目から真っ赤な血の涙を流した。

			『アハハハハハハハハ！　本当に、人間は実にいい玩具を我に与えてくれたとも！　そのことについては感謝してやろう。ゆえに、これからはその人間どもを多く取込み、世界そのものを我へと変えてやるのだ！』

			　何やら一人で妄想を語りまくるダンジョン。

			『おい、いつまで時間をかけるつもりだ!?　さっさと――――』

			「さっきからうるせぇ」

			　俺は暴走する彼女に『リ〇カーン大統領』を発動した。今日は『リ〇カーン大統領』大活躍だな。

			　すると彼女の体を纏まとっていた黒い煙が弾け飛び、その場に崩れ落ちそうになる彼女を受け止めた。

			「あ……」

			『はっ!?』

			　突然の事態に彼女だけでなく、ダンジョンの間抜けな声も聞こえてきた。

			　……なんかこのダンジョンに封印されていたと言っていたが、どうやら彼女もアナコングのようにこのダンジョンに縛り付けられていたようだ。

			　俺は彼女をそっとその場に寝かせると部屋全体を睨にらむ。

			「さっきから聞いてれば意味の分からねぇことばっか語り続けやがって……」

			『い、意味が分からないだと!?』

			　分かるわけねぇだろ。

			　唐突に彼女やダンジョンの過去を語られてもついていけるか。

			　俺が彼女を解放したことで、サリアたちも一度攻撃を止めて俺の下にやって来た。

			『ぐ、ぐぐぐぐ……！　どうやったかは知らぬが、そのゴミを解放したところでこのダンジョンから出ることは絶対に出来ない！　何故なら俺を倒さなければならないからだ！　もういい！　ゴミも含めてその部屋で無様に朽ち果てろ！　ふふふ……アハハハハハハハハ！』

			　そう言うとダンジョンの声が再び遠ざかって行った。

			「あ、逃げんじゃねぇ！　誠一、いいのか!?　逃がしても！」

			「いいよ」

			　アルがそう訊きいてくるが、別に構わない。

			　そもそも、俺はもう逃がすつもりはなかった。

			「……ダンジョンって初めて入ったけど、どこもこんなに性格が悪いの？」

			「……いえ、そもそもダンジョンが意識を持つなど聞いたこともありません」

			　ルーティアもここのダンジョンの性格の悪さに眉をひそめるとルイエスが溜息を吐いて否定した。

			　だよなぁ……ダンジョンが意識を持つって変な話だし。

			　まあそんなことより……。

			「大丈夫かい？」

			「え……あの……その……だ、大丈夫です……」

			　今は目を閉じた状態の彼女が怯えながらそう言った。

			　その様子に思わず苦笑いしてしまう。

			「そんなに怖がらなくても……」

			「……怖いに決まってるじゃないですか。今は収まっていますが、あの光は私では制御出来ないのです。だから、皆さんを石にしてしまうかもしれないんですよ？」

			　そう言って彼女は顔を伏せた。

			　するとサリアが優しく声をかける。

			「私はサリア！　貴女の名前は？」

			「…………ゾーラ・メルゴンです」

			「じゃあゾーラさんはなんでこのダンジョンにいるの？」

			「……何故そのようなことを話さないといけないんですか？　もう放っておいてください」

			「放っておけないよ。だって、こんな場所で独りぼっちは寂しいもん！」

			　そんなサリアに合わせて、俺も蛇神の言っていたことを告げた。

			「俺もとてもじゃないが放っておけないな。蛇神に頼まれたし」

			「え……蛇神様が!?」

			　俺の言葉にゾーラはバッと顔を上げた。

			「そうだ。途中の階層で『哀れな子』を助けてくれってさ」

			「……そう、ですか……」

			　しばらく無言になるゾーラだったが、やがてぽつりぽつりと語りだした。

			「……私は、もともと蛇族と呼ばれる種族で、森の奥地にある村に生まれました。ですが、私は生まれてすぐに視界に入った自分の母親を……石に変えてしまったのです」

			「……」

			　生まれた時からすでに、彼女は石化の光を使えたようだ。

			「幸い母は早い段階で処置されたので助かったのですが……私は村中から、そして両親から呪いの子だと言われたそうです。そう教えてくれたのが蛇神様でした」

			「蛇神が？」

			「ええ……私の能力を知った他の蛇族は私を恐れ、殺すことを決めました。ですが、この決定に怒ってくださったのが蛇族の守護神である蛇神様でした。蛇神様の存在もあって、私はすぐに殺されることはなかったのですが、守護神である蛇神様をよく思わない人たちにより、蛇神様と一緒にこのダンジョンに封印されることになったのです。最初は小さなダンジョンで、私と蛇神様は一緒にいました。でも徐々に力を蓄え、大きくなっていったこのダンジョンは……やがて意思を持ったのです。意思を持ったダンジョンは階層を増やし、私と蛇神様を引き離しました。そして私の能力を知ったダンジョンは、私の体をこの部屋に縛り付けることで、さらに力を蓄えていったのです」

			　俺たちはゾーラの話を聞いて何も言えなかった。

			　親に捨てられるどころか殺されかけ、最終的に守護神であった蛇神と一緒にダンジョンに封印されるとか……。

			　ただ、そんな人生を歩んできた彼女が封印されていたから、ルーティアが最初に悲しい気配がするって言ったのだろう。

			　黒龍神の時も思ったが、人はありがたみというモノを徐々に忘れていく生き物なんだろう。

			　俺がどうこう言えることではないかもしれないけど、今まで護ってくれた相手に対する行いじゃないよな。

			「……とりあえず、これが私がダンジョンにいる理由です。ですから、私はこの世界に生まれた時から祝福されていないのですよ」

			　ゾーラは目を閉じたまま自嘲気味に笑った。

			　するとオリガちゃんがゾーラに抱き着いた。
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			「え？」

			「……祝福されてないなんて、言っちゃダメ」

			「……貴女に何が分かるんですか？　私の気持ちなんて――――」

			「……分かるよ。私も、黒猫の獣人って理由で親に捨てられたから」

			「……え？」

			　オリガちゃんの言葉に驚き、戸惑うゾーラ。

			「……私も生まれてきちゃいけない子って言われた。そして親に売られて、国に買われて暗殺術を覚え込まされて……」

			「……」

			「……でも、私は今が幸せ。世界がどうだとか、関係ない。幸せになる権利は誰にだってあるんだから」

			「……私だって幸せになりたい。こんな場所じゃなくて、本当の空が見たい。澄んだ空気を吸いたい。いろんな景色を見たい……！　でも……！」

			　そう言ってゾーラは堪えきれず、泣き出した。

			　その姿を見ていたアルが、俺に訊きいてきた。

			「……なあ。こんな風に頼っていいのか分からねぇけど……誠一、どうにか出来ねぇかな？　オレも呪われてたから、人ごとに思えなくて……」

			「……頼ってくれるのはすごく嬉しいけど、これは……」

			　俺も助けたい。

			　助けたいのだが……厄介なことに、彼女の石化の目は呪いではなかったのだ。

			『上級鑑定』や『世界眼』を使って何度確認しても、呪いの表示が出ない。

			　つまり……。

			「……本当に生まれながらの体質かぁ……」

			　呪いじゃなくて、体質っていうんならどうしようもない。

			　体質改善の魔法なんて想像も出来ない。

			　しかもスキルでもないんだから、余よ計けいにどうしようもないのだ。

			「もし体質だとしても、どういった原理で石化の光が出るのか分からないと……」

			「多分だけど、目から溢れる過剰な魔力が原因」

			「え？」

			　本格的に手詰まりで頭を抱えていると、ルーティアが真剣な目でゾーラの目元を見ていた。

			「私はスキルや魔法じゃなくて、魔力とかを直接色として見ることが出来る。これも彼女と同じ体質なんだと思う。それで、さっきからおかしいなと思ってたんだけど……彼女の目にはあり得ないくらいの魔力が溜まってる。そしてそれが溢れそうになった時、抑えきれずに石化の光となって放出されちゃうみたい」

			「そ、そうか……じゃあ、魔力をどうにかすればいいのか？　例えば……余剰分を減らすとか」

			　ルーティアのおかげで何とか出来るかと思ったけど、ルーティアは難しい表情で首を横に振るだけだった。

			「……魔力は、体を循環しているもの。魔法を使うわけじゃなく、無理やり魔力を減らすと体に異変が起こるし、最悪死んでしまうこともある」

			「じゃあ結局どうすることも出来ないのか……」

			「……難しいけど、溢れ出る魔力を完全に遮れば、まだ何とか……」

			　魔力を完全に遮るか……。

			「それって簡単か？」

			「……普通なら無理。どんなに抑えても体から魔力が溢れ出る、魔力には基本的に障害物など存在しないから」

			「そっか……」

			　つまり、魔力を完全にシャットアウト出来るモノがあればいいらしい。

			　でも、石化の光を抑えるだけじゃなく、外の景色を見たいっていうんだから、それも叶えないと。

			　……俺の勝手な想像だけど、ゴーグルや眼鏡のような視界を遮らないものにしないといけないよな。

			「ううん……魔力だけを完全に遮り、視界は遮らないモノって……」

			　なんだそのご都合主義みたいなアイテム！

			　そんなものどこに――――。

			「あ」

			　そこまで言いかけて、俺は思い出した。

			　……あった。あったよ、一つだけ……！

			　俺はそのアイテムを思い出し、皆に声をかけた。

			「なあ、皆！」

			「ん？　どうしたの？」

			「……ゾーラの問題を解決する方法が見つかった」

			『ええ!?』

			　案の定、全員が驚く。

			「誠一……自分で言っておいてなんだけど、魔力を完全に遮るものなんてないでしょ？　しかも、視界も奪わないモノなんてなおさら……」

			　ルーティアの言葉通り、俺も最初そう思っていたが、あるんだから仕方がない。

			「まあいいから！　ただ、それを用意するために一度ダンジョンから出なきゃいけないんだ」

			「は？　ダンジョンから出るって……ってか、何気にオレたちこのダンジョンに閉じ込められてるんだよなぁ」

			　ゾーラのことですっかり忘れていたが、ダンジョンが言うには俺たちは閉じ込められているらしい。

			　でも……。

			「いや、俺転移魔法があるから関係ないし」

			「……そういえばそうだったな」

			　実際にこの部屋で転移魔法は使える。何の問題もなく脱出出来る。

			「でもその用事が終わったら、もう一度戻ってくるつもりだよ」

			「は？　どうして……」

			　不思議そうなアルに、俺は笑みを浮かべて答えた。

			「そりゃもちろん――――このダンジョンを許してないからね」

		

	
		
			　

			青空

			　

			「――――ベアトリスさん！」

			「はい？　って誠一さん。どうしたんですか？　ダンジョンにいるんだと思ってたのですが……」

			　みんなに一言告げて先に戻ってきた俺は、さっそくゾーラのための道具を作るためにベアトリスさんの下に向かった。

			　案の定、ベアトリスさんは急に現れた俺に驚いている。

			「すみません、急な用事でして……」

			「はぁ……用事とは？」

			「その、眼鏡ってどこで作れますか？」

			「え？」

			　俺の質問にベアトリスさんは拍子抜けしたような顔を浮かべた。

			「眼鏡……ですか？」

			「ええ。眼鏡でなく、ゴーグルでもいいのですが……。ベアトリスさんが俺が異世界の勇者だというのはもう知ってる通りですが、この世界で眼鏡ってどこに行けば手に入るのかなと……」

			　なぜこんなことを聞いてくるのか分からないといった顔をされたが、ベアトリスさんは素直に教えてくれた。

			「よく分かりませんが……眼鏡でしたらこの学園街の雑貨屋で売ってますよ？　もちろん少々値は張りますが……」

			「なるほど……材料を持ち込んだら、その材料で作ってもらえたりはしますかね？」

			「ええ？　も、持ち込みですか……」

			　ベアトリスさん、さらに困惑した様子を見せるが、真剣に考えてくれた。

			「……そうですね。持ち込みなら雑貨屋よりは鍛冶屋の方がいいかと。この学園街にも鍛冶屋はありますし、一度訪れてみてはどうですか？　あ、地図を描きますよ」

			「ありがとうございます！」

			　地図を貰ってお礼を言って、そのまま鍛冶屋へ向かう。

			　親切なベアトリスさんのおかげで、鍛冶屋まで迷うことなく行くことが出来た。

			「すみません」

			「へい、いらっしゃい」

			　中に入ると、立派な髭を生やした筋骨隆々のおじさんが出迎えてくれた。

			　中には剣や槍といった武器だけでなく、様々な防具や盾も置かれていた。

			　時間があればゆっくり見ても面白いだろうが、今は用事があるので無視する。

			「あの、この素材を使って眼鏡かゴーグルを作ることは出来ませんか？」

			　そして俺はおじさんにとある素材――――『魔断砂』を渡した。

			　そう、ゾーラの悩みを解決出来るアイテムは、実は黒龍神のダンジョンで倒した『サンドマン』のドロップアイテムだった。

			　これを熱してガラスにすれば、魔法や魔力を遮断出来ると書いてあるのだ。

			　でも攻撃魔法は遮断出来ないって書いてあったから、最初はどこで使うのかと思ったが……まさかこんな場面で使うとは。

			　俺から『魔断砂』を受け取ったおじさんは珍しそうにそれを見まわした。

			「コイツは……見慣れねぇ素材だが、鑑定した結果を見るに熱すればガラスになるようだな。ただ、これで眼鏡っていうのは……意味があるのか？」

			「ええ。それで、出来ますか？」

			「そうだな……この量なら眼鏡もゴーグルも両方作れるが……どうする？」

			「じゃあ両方作ってもらってもいいですか？」

			「おう、任せな。ちょっと待っててくれ。これくらいならすぐ終わる」

			　そう言って『魔断砂』を受け取ると、おじさんはお店の奥に引っ込んでいった。

			　待っている間は特にすることもないので、仕方なく鍛冶屋の中を見ているとすぐにおじさんが出てきた。

			「終わったぞ」

			「早いですね!?」

			「まあガラスにするのは特に難しくなかったしな。これが完成品だが……眼鏡の方にはサイズ調整の効果がある『大小金属』って特殊な素材を使った。まあこの『大小金属』だけで作ったわけじゃねぇが……『魔断砂』も好きに使わせてもらったぜ。誰が使うのかは知らねぇが、これなら顔のサイズに合わせてフレームが勝手に調整してくれるぜ」

			　そう言って渡されたのは銀色フレームのシンプルな眼鏡だった。

			「んで、こっちはゴーグルだ。これはまあ……特に特殊なもんは使ってねぇな。強いて言えばゴムくらいだが……」

			　続いて渡されたのは一昔前の戦闘機とかのパイロットが装着してそうなゴーグルだった。おじさんの言う通り、黒色のゴムがつけられているので、これもサイズ調整は心配ないだろう。

			　俺は出来を見て満足すると、お礼を言った。

			　最後にお金を払うわけだが、見知らぬ素材を使わせてもらったということと、『大小金属』は端材から使ったということもあって、かなり安く済んだ。まあお金はあるんだけど安いに越したことはないしな。

			　何はともあれ、こうして準備が整ったわけで、すぐにゾーラたちのいるダンジョンへと戻るのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ただいま！」

			「あ、誠一！」

			「ずいぶんと早かったが……もう終わったのか？」

			　ダンジョンに戻ると、サリアたちが出迎えてくれる。

			「ああ。加工自体はそんなに難しくなかったようだぜ？　それで……はい、これが渡したかったもの」

			「これが……」

			「確かに、師匠の言う通りこれなら視界を遮る心配はありませんね」

			「でも、本当に魔力を遮断出来るの？」

			「そこは実際に試してみてもらわないとな」

			　俺は沈んだ様子のゾーラに近づいた。

			「ほら、ゾーラ。これをかけてみな」

			「え？　で、でも……」

			「そうやって怖がってちゃ、何時まで経っても先に進めないぞ。それに石化の光は生物じゃなくても効果があるんだし、かけてから壁とか床を見て、効果があるか確認すればいいだろ？」

			「……う、うん……」

			　眼鏡をかけたゾーラは、恐る恐るといった様子で徐々に目を開く。

			　そして――――。

			「あ――――ああ……あああああ……！」

			　石化の光は、完全に眼鏡によって遮断されていた。

			　しかも、一応光が横から溢れるかもしれないと思い、ゴーグルも用意したのだが、何故か光自体が目から出てこないのだ。

			　そのことに少し驚きながら、眼鏡をよく観察するとその理由が分かった。

			　なんと、『魔断砂』は眼鏡のレンズ部分だけでなく、眼鏡の鼻あてとテンプル部分にも組み込まれていたのだ。

			　そのため、目元周辺の魔力が遮断され、石化の光がまったく出なくなっていた。

			　ゾーラは感極まった様子で口に手を当てると、その隠れていたエメラルドの瞳を俺たちに向けた。

			「見える……見えます……！」

			「うし、なんとかなったな」

			「う……うぅ……うあああああああああああ！」

			　ゾーラは大声をあげて泣き出した。

			　そんなゾーラをサリアは優しい目を向けながら撫でる。

			「よかったね、ゾーラさん」

			「うん……うん……！」

			「いいや、驚くのはまだ早いぜ？」

			「え？」

			　感動の涙を流し続けるゾーラに、俺はそう言って笑った。

			「今からいいモノを見せるからさ、よく見ててくれ」

			「え？　え？」

			「誠一？　お前、何するつもりだ？」

			　戸惑うゾーラと、不思議そうに首を傾げるアルたち。

			「まあいいから。あ、なるべく俺の近くにいてくれないか？」

			「あ、ああ」

			　訳が分からないといった表情を浮かべながらも、サリアたちは素直に近づく。

			「よし、じゃあ――――」

			『――――!?』

			　俺が【憎悪渦巻く細剣ブラツク】と【慈愛溢れる細剣ホワイト】を構え、力強く地面を踏み込む。

			　それだけで俺とサリアたちを中心に地面が吹っ飛び、その衝撃にサリアたちは声にならないほど驚いた。

			「――――そらよっと！」

			　踏み込んだ力をそのままに、俺はとある魔法を【憎悪渦巻く細剣ブラツク】と【慈愛溢れる細剣ホワイト】に纏まとわせながら天井に向けて、世界が軋みをあげる寸前の力で振りぬいた。

			　そして――――。

			「――――」

			　――――世界が揺れた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　――――誠一がゾーラに眼鏡を渡していたころ、彼らを完全に閉じ込めた気でいるダンジョンは低い声で笑っていた。

			『ククク……バカな人間どもめ。もともと超常現象であるダンジョンに、塵ちり芥あくたに等しい人間どもが敵うわけがないだろう！　せいぜい食料もないあの空間で死ねばいいさ』

			　ダンジョンはさらに笑みを深める。

			『他のダンジョンどもは自我を持つまでもなく人間に攻略され、その身を滅ぼしてきた。だが我は違う！　愚かにもこの地に侵入してきた人間どもと、あのゴミの力を吸い尽くして世界を我で覆い尽くすのだ！　誰がこの星の支配者か!?　人間どもではない！　我だ。ダンジョンであるこの我こそが世界の支配者なのだ！　フフフ……アハハハハハハハ！』

			　たからかに笑うダンジョン。

			　その時だった。

			『ん？　……んぐあ!?　な、なんだ!?』

			　笑い声を遮るかのように、大きな揺れがダンジョンを襲った。

			　ダンジョンは自我が芽生えたことで、各階層などを人間でいう腸や胃といった器官に例えることが出来る。

			　だからこそ、ダンジョンの壁を攻撃すれば確かにダメージはあるのだが、この世界の超常現象であるダンジョンは自然治癒だけであらゆる破壊を治せてしまうのだ。そのため、ダンジョン内にいる人間は壁を攻撃し続けているうちに体力もなくなり、朽ち果てていくのだ。

			　しかし今、ダンジョンは人間でいう腹の部分にとんでもない衝撃を感じた。

			　それは誠一が地面を力強く踏み込んだ瞬間であり、あまりの痛さにダンジョンは悲鳴をあげる。

			『ぎゃああああああ！　痛い痛い痛い！　な、なんなんだああああああ!?　こ、この痛みは……！　ごぼはぁ!?』

			　だが、誠一の踏み込みがただ痛いだけにとどまるはずもなく、あっけなく破裂させられた。

			『あ……あが……ど、どうして……いったいなにが……この我に、何が起こって――――』

			　その原因を探ろうとするダンジョンだが、失敗に終わった。

			『かへぇえ？』

			　間抜けな声と共に、ダンジョンは消し飛んだ。

			　何の抵抗も許されず、思考する暇さえ与えられず。

			　ただただ、人間でいう腹が弾け飛び、そのまま垂直に喉から脳みそまで恐ろしいほどのエネルギーが貫き、その身を滅ぼされたのだ。

			　予想も出来なかっただろう。

			　哀れなことに、死にざまさえ誰にも見られることなく、ひっそりと、そして完全に消し飛んだ。

			　ダンジョン内部は誠一の攻撃の余波だけで一掃される。

			　壁も天井も床も魔物も。

			　どれも障害にならず、ただただ消えていく。

			　しかし、何故か蛇神やアナコングといった知り合った魔物たちには何の影響もなかった。

			　アナコングとその仲間である蛇の魔物たち、そして蛇神を特殊なベールが包み込み、衝撃波から護ったのだ。

			『こ、これは……』

			　突如蛇神の体を包み込んだベールと、不意にダンジョンに縛り付けられていた力が消え去り、驚きで目を見開いた。

			　一方アナコングたちは、誠一と別れてから出口に向かっていたのだが、謎のベールとダンジョンの崩壊に驚く。

			『アンタたち、大丈夫かい!?』

			『だ、大丈夫です、姐さん！』

			『すごいっすね、これ!?　何が起こってるんすか!?』

			『アタシが知るわけないじゃないか！　とにかくこのよく分からないベールのおかげで大丈夫そうだけど、警戒を怠るんじゃないよ！』

			『はい！　死にたくないですもんね！』

			『そうそう！　姐さんは綺麗になってもう一度兄貴に会うんですもんね！』

			『『『ふぅ！　熱いっすねぇ！』』』

			『……アンタたちのベールだけとれないかねぇ？』

			『『『すみませんでしたあああああああ！』』』

			　まるで世界が意思を持ったかのよう……いや実際、世界が誠一のことを考え、蛇神やアナコングたちを護ったのだが、それを知る者はどこにもいない。

			　だが、ダンジョンを消し飛ばした誠一の攻撃は、それだけで終わらなかった。

			　むしろ、ダンジョンなどたまたま進路上にあっただけと言わんばかりに斬撃の威力は減ることなく突き進む。

			　まずダンジョンの頭上にあった周辺の木々は跡形もなくなり、魔物も同時に消えた。

			　本当なら近くにある『バーバドル魔法学園』にも被害が及ぶはずなのだが、そこもまた世界が気を利かせ、誠一の斬撃の衝撃波を何とか最小限にとどめたのだ。

			　もちろん世界では誠一の斬撃を直接受け止められない。

			　だが、多少無茶をすれば衝撃波を抑え込むことは出来る。

			　そんな世界の努力のおかげで、【魔神教団】のデミオロスが隠れていたという森の一部が消し飛んだだけに終わった。とはいえ、斬撃の威力が落ちたわけではない。

			　ここまで世界が努力するのも、簡単に世界を滅ぼせるはずの誠一が世界滅亡級の魔法や物理攻撃をあまり使わないため、これから先、もしもちょっとしたストレスで世界に被害が及んでもまずいので、こういう機会にストレスを発散してもらおうという狙いがあったのだが、そんなことは皆が知るわけもない。

			　世界自身があれこれと努力をしている中、災害級どころか魔神さえいなければトップクラスの脅威である【龍神帝】が、暇つぶしにどこか国を攻め滅ぼそうとして、たまたま上空を突き進む誠一の斬撃の進路上を横切ろうとしたところ、訳も分からないまま消え去ってしまった。

			【龍神帝】を滅ぼした斬撃は容易く大気圏を超え、そのまま宇宙をまっすぐ突き進む。

			　進行上の生命体のいない惑星や星屑を消し飛ばしながら突き進むと、進路上に宇宙船が現れた。

			　地球にあるロケットとは違い、どちらかと言えば戦艦が未来的かつシャープになったような印象を受ける。

			　そんな宇宙船の中では、銀色の肌と巨大な漆黒の目をもった宇宙人たちが会話していた。

			『船長。この近くにどうやら知的生命体の存在する星があるようです』

			　艦内の操縦室にある、３Ｄホログラム型の特殊な装置を宇宙人が指示した。

			　それは今誠一たちが住んでいる星だった。

			『ほう？　こんな辺へん鄙ぴな場所にもやはり生命体はいたか……ふん。この距離で我々に気づかないような超低文明の原人どもだろう。よし、我々の植民地として支配を――――』

			　宇宙人の言葉は続かなかった。

			　何故なら、その宇宙船を誠一の斬撃があっという間に飲み込んだからだ。

			　意図せず、誠一たちのいる星を狙った宇宙人は、何も分からないまま消えていった。

			　結果的に誠一のおかげで星の危機は去ったのだ。

			　しかしそれでも誠一の斬撃はまだ止まらない。

			　むしろ宇宙の謎パワーやら何やらを吸収し、どんどんその威力が大きくなっていく。

			　進んでいくと輝くことさえ出来なくなった、いわゆる【死んだ恒星】の近くをたまたま通り過ぎ、その訳の分からない超巨大なエネルギーを受け、恒星は再び激しく燃えて生き返った。

			　そのおかげか、その星は地球でいう太陽の役割を果たしていたようで、生き返った星の周辺の惑星に住む知的生命体は再び訪れた温かさに心から涙した。

			　誠一の知らないところでどんどん宇宙の状態を変えていると、ついにとんでもない場面に遭遇する。

			　それは、太陽なんかよりも何百倍も……何千倍も大きい異形の怪物と、それに対峙する形で浮かぶ無数の宇宙戦艦だった。

			　さらにその宇宙戦艦群の先頭には、未来的な鎧らしき物を身に纏まとった人型の宇宙人が武器を構えていた。

			『スペース大王！　お前には宇宙を渡さない！』

			『ハハハハハ！　威勢がいいな、宇宙勇者どもよ！　ちっぽけな貴様らに何が出来る？』

			『俺一人じゃ無理でも、ここには仲間がいる！　お前に母星を滅ぼされた者たちだって！　二度と、そんな悲劇を起こさないために、俺たちは……【宇宙大連合軍】はお前を倒す！』

			　宇宙勇者と呼ばれた者の言葉を受け、スペース大王は興味なさげに答えた。

			『何も出来んよ。貴様らは、余に弄もてあそばれる程度の存在でしかない。弱者であることが罪なのだ。余に母星を滅ぼされた？　当たり前であろう。全宇宙で最強である余が絶対なのだ。弱い貴様らが悪いのだ』

			『貴様……！』

			『弱者は弱者らしく、余の玩具に――――』

			　余裕たっぷりに宇宙勇者たちに語り続けていたスペース大王の下に、誠一の斬撃が届いた。

			　今の斬撃の大きさは、太陽と同じサイズだが、太陽より圧倒的に大きいスペース大王にとっては人間でいうノミほどの大きさでしかない。

			　だが、そんな極小である誠一の斬撃を受けたスペース大王は――――消し飛んだ。

			『は？』

			　宇宙勇者も、【宇宙大連合軍】も、訳が分からなかった。

			　いや、一番分からなかったのは、スペース大王だろう。

			　しかもよりによって強者だの弱者だのと語っている最中に、わけも分からず存在を消されたのだ。

			　スペース大王は知らなかった。

			　ただ、強者とか弱者とか考えるのがバカらしくなるような存在がいることを。

			　スペース大王と衝突したことで、ついに誠一の斬撃も消滅した。

			　呆然とする宇宙勇者たち。

			　それでもさっきまで宇宙全体を支配していた圧倒的な力が消え、スペース大王が消滅したことが分かると、彼らは一斉に歓声を上げた。

			『うわああああああああああ！』

			『やった、やったぞ！』

			『これでもう、アイツの影に怯えなくて済む！』

			『何が起こったのか分からない……ただ、母星を滅ぼされた私たちの手で、殺してやりたかった。……でも、それが不可能だということも分かってた。それどころか、私たちが全滅する可能性だってあったのに……う、うぅ……本当に良かった……今はただ、私たちが無事でいれることが……ただただ嬉しい……！』

			　それぞれが抱き合い、歓喜し、喜びの涙を流し続けた。

			　いったい誰がスペース大王を滅ぼしたのか。

			　それを知る者はいない。

			　――――こうして誠一はまた、意図せずに星どころか全宇宙を救ってしまったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺は天井を上の階層諸々含めて吹っ飛ばした。

			　しかも、その際に発生した衝撃波により、ダンジョンの各階層の魔物たちも消し飛んでいく。

			　……まあ、蛇神やアナコングもまだこのダンジョンにいるだろうし、俺が害悪だと思う者だけに攻撃を加える誠一魔法【ジャッジメント】をブラックとホワイトに纏まとわせていたので俺の攻撃は受けていないはずだ。……いや、そうであってほしい。

			　そんなことするくらいなら、直接【ジャッジメント】使えよって思うかもしれないが……まあ……『魔法より物理！』って日もあるよね！　……え、ない？　あ、そう……。

			　天井どころか地上の木々をなぎ倒し、それだけに留まらず青空に浮かぶ雲さえ吹っ飛ばす俺の斬撃に、アルたちは「なっ……なっ……!?」と口をこれでもかというくらいに開けて驚いていた。

			「おー、快晴じゃん！」

			「暢のん気きすぎるだろ!?」

			　ぽっかりと穴の開いた頭上を見て清々しい気持ちでいると、アルがツッコんだ。

			「お前どうなってんの!?　周辺に木とかあったよなぁ!?　ダンジョンの壁や天井を吹っ飛ばしただけでも意味が分からねぇっていうのに……！」

			　まあアルの気持ちも分かる。てか、俺も予想外だった。

			　化物になったなぁとは思ってたけど、ここまで綺麗にいくとは思わなかった。脆かったのかね？　ダンジョンの天井。

			　手で影を作りながら上を眺め、満足すると俺はゾーラに向き直った。

			「ほら、これが青空だぜ」

			「あ――――」

			　ぽっかりと空いた穴から見える、どこまでも澄んだ青空を見て、ゾーラは呆然とした。

			　そして静かに涙が流れ落ちる。
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			「これが……空……」

			「そうだ。綺麗だろう？」

			「……はい。とても……」

			　夢見心地といった様子で、ゾーラは空を見上げながら呟く。

			「……幼いころ、もしかしたら見たことがあったのかもしれない。でも、その時の空は決して鮮やかじゃなかったと思います。そう、ここまで綺麗な青空だなんて……」

			　顔を一度俯うつむかせたゾーラだったが、涙を拭うともう一度空を見上げた。

			「世界って……こんなに広かったんですね」

			「そうだよ。世界は広いんだ。こんな薄暗い場所の向こうには、俺もまだ見たことのない世界が広がっている……そして、俺たちはそれを見ていいんだよ。だって、この世界は誰のものでもないんだしさ」

			「……はい」

			　静かに頷くゾーラに、俺は笑みを浮かべた。

			「じゃあ、一緒に行こうぜ？」

			「え？」

			「最終的にはゾーラの気持ち次第だけど、その知らない世界ってのを一緒に見て回ろうよ」

			「一緒に……世界を……」

			　呆然と呟くゾーラに、サリアが抱き着いた。

			「うん、一緒に行こう！　一人で見るのも楽しいけど、やっぱりたくさんの人とその感動を共有した方がもっと楽しいと思うよ！」

			「そうだな……サリアの言う通りだ。オレなんかは冒険者として活動してるが、体質のせいで遠出もまともに出来なかった……だが、誠一のおかげで今はいろいろな場所に自分の意思で行ける。でも一人じゃなくてそんな誠一たちと一緒に見て回る方が、オレは幸せなんだ」

			　アルもサリアの言葉に続いて優し気にそう告げた。

			「ゾーラさん。貴女はこれから、世界を楽しめばいいのです。師匠といれば、それが可能でしょう」

			「そう。この世界で生きてるからこそ、貴女にはこの世界に絶望してほしくない。貴女が思っている以上に、この世界は綺麗で素晴らしい」

			「そうだぞ、蛇の娘よ。世の中には絶品料理が溢れかえっている！　これを知らないで過ごすのは、すべてにおいて損だぞ！」

			「……珍しくいいこと言うな、ルルネ」

			「あ、主様!?」

			　いや、すべてにおいて損してるかは別にしても、料理は世界の楽しみ方の一つとして大きく関係するだろうしな。するとオリガちゃんがゾーラに近づいてから顔を見上げ、手を差し伸べた。

			「……一緒に行こ？」

			「……はいっ！」

			　恐る恐るだが、確かにオリガちゃんの手を握った。

			　その光景に一人で和んでいると、突然脳内に声が響いた。

			『レベルがお上がりになりました』

			　………………え？

		

	
		
			　

			羊さん、再び　

			　

			　レベル……アップ？

			　せっかく和んでいたところ、その無慈悲な一言に俺の心は一気に冷えた。

			　……いや、落ち着け。まだぶっ飛んだ結果になるとは決まってないじゃないか。まあ今までのレベルアップはどれもとんでもないことになったんですけどね！

			　急に表情が死んだ俺に気づいたアルが、怪訝そうに訊きいてきた。

			「ん？　どうした？　誠一」

			「……その、レベルアップしたらしくて……」

			「お前まだ強くなんの!?」

			　俺が聞きたいよね！　教えてくれない？　俺の体さん。どこ向かってる？

			　とにかく嘆いていても仕方がないので、とっととステータスを確認する。

			　何気に久しぶりだなぁとか考えていると、ステータスは――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			【柊誠一様】

			　この度はレベルアップ、おめでとうございます。

			　順調にお強くなられているようで、私も大変喜ばしく思います。

			　しかし今の私には誠一様のステータスを表示するなどとても畏れ多く、出来ません。

			　誠に申し訳ございません。

			　どうか、そんな不甲斐ない私をお許しください。

			　――――ですが私は諦めません。

			　今でなくとも、これから先どこかで誠一様のステータスを表示出来るよう、修業の旅に出ます。

			　探さないでください。

			　そしていつかまた、成長した私が誠一様のステータスを表示出来るようになる日を、ほんの少しでも待っていてくだされば幸いです。

			　誠一様のますますのご活躍をお祈りいたします。

			　では、いつかまた、会えるその日まで――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　――――旅に出た。

			「なんでだあああああああああああああああああああああ！」

			　ステータスカムバアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアック！

			　ステータスがステータスを放棄するって何なの!?　まさかステータスが敬語になるより酷くなるとは思ってもみなかったよ！

			　ってそうじゃなくて！　帰ってきてくれない!?　いや、本当にどこ行ったのさ！

			　どう考えてもおかしいよな！　おかしいんだよな!?　もう自分に不信感抱き始めてるよ！

			　ぶっ飛んだ結果を恐れてはいたけど、ここまで酷いとはさすがに予想出来なかった！

			　感情のままに叫び、ツッコんだ俺をサリアたちはビックリして見てきた。

			「誠一？　どうしたの？」

			「ステータスに……家出された……」

			『は？』

			　全員の声が一致した。

			　俺も同じ反応したいよ！　でも当事者だから出来ないよね！　泣くぞ、コラ。

			　呆然とするサリアたちだが、やがてみんな納得したように頷いた。

			「そっかぁ……でも誠一だもんね！」

			「……誠一のステータス、無理してたんだな……いや待て。ステータスに自我があるってなんだよ!?」

			「なるほど……主様の偉大さに、ついにステータスですら匙さじを投げたんですね！」

			「……誠一お兄ちゃん。それはさすがに普通じゃない……けど、納得出来ちゃった」

			「師匠。……どうすればその高見まで行けるんですか？　私には師匠に追いつける未来が見えません……」

			「誠一。私、よく分かった。【魔神教団】はすごく危険な組織だと思ってた。……でも今の誠一見てたらその魔神が哀れに思えてきた」

			「え？　え？　よ、よく分からないですが……とりあえずすごいんですね？」

			「納得しないでぇぇぇぇぇええええ!?」

			　特にサリア！　もうそれ何の根拠にもなってないよ！

			　みんなが納得しちゃったので、ゾーラもそういうもんなんだと思い込んでしまったのだ。

			　もう精神的に打ちのめされて、かなり辛いのだが、そんな状況で俺はゾーラに名乗ってないことに気づいた。現実逃避したいんだよ！

			「あー……そういえば名前をまだ言ってなかったな」

			「あ、はい！　他の皆さんの名前はこの眼鏡を作っていただいてる間に聞きました」

			「そうか。んじゃあ改めて。俺は柊誠一。誠一って呼んでくれ」

			「はい！　誠一さんですね！」

			　さっきまでとは違う、生き生きとしたゾーラの表情を見て、俺の荒んだ心が少しだけ癒された。

			「――――いやいやいや、もっと癒されてもらいますよ！」

			『っ!?』

			　突然聞こえてきた声。

			　アルたちはすぐに武器を構えて警戒するが、俺とサリアには聞き覚えのある声だった。

			「あれ？　この声って……」

			「ま……まさか……!?」

			　戦々恐々とする俺の目の前に、ソイツ――――羊は現れた。

			「お久しぶりです！　みんな大好き、羊さんですよ？　さあ、存分に癒されてください」

			「すでにうぜぇぇぇぇぇえええええええええ！」

			　ドヤ顔でこっちを見てくる燕尾服とシルクハット姿の羊に、俺は全力でそう言った。
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			　せっかく癒されたと思ったのに！　いっきにげんなりしちまったよ！

			　まさかの精神的な追撃にうなだれていると、アルが驚きながら訊きいてくる。

			「なんだ？　誠一とサリアの知り合いか？」

			「うん、そうだよ！　羊さんっていうんだー！」

			「うんうん、相変わらずサリアお嬢様は可憐ですね。それに比べ誠一様は……とうとうステータスにも逃げられましたか。うんうん、相変わらず人間じゃないですね」

			「どうしてそう傷を抉えぐってくるかねぇ!?　てか、なんでステータスが旅立ったこと知ってんだ!?」

			「先ほどまでそれを眺めて笑い転げてましたので」

			「相変わらず性格悪ぃ！」

			　全然変わってねぇ！　逆に安心したけどよ！

			　俺たちのやり取りを見ていたアルが、頬を引きつらせた。

			「な、なんていうか……ずいぶんと癖のあるヤツだな」

			「いやぁ、照れますね」

			「褒めてはねぇよ!?」

			　コイツの脳内変換機能どうなってんだ!?

			「さて、誠一様のせいで前置きが長くなりましたが、そろそろ本題に入りますね」

			「俺のせいか!?」

			「はい、もういいですから」

			　こいつ絶対ぶん殴る。

			「さて、サリアお嬢様と誠一様は私が来たことで薄々感じているのではないですか？」

			「あ？　あー……確か、お前が来るのはダンジョンを真の意味で踏破した時、だろ？」

			「その通りです。しかし真の意味で踏破出来るのは、残留思念が残ったダンジョンでのみ……本来ならば、このダンジョンで私が出てくるはずはなかったのです」

			「は？　そうなのか？」

			　そういえば、確かに真の意味でのダンジョン踏破が出来るところは、残留思念がどうとかって話だったな。

			　すると羊はゾーラに視線を向けた。

			「ええ。もともとこのダンジョンは魔力によって生み出された自然のダンジョンなのですが、そこにゾーラ様や蛇神様といった存在が封印されました。その結果、このダンジョンそのものが自我を持つまでに成長したのです」

			「ふーん……でも、ゾーラや蛇神は生きてるし、残留思念なんてないだろ？」

			　俺がそう訊きくと、羊は指を振った。

			「フ……甘いですね？　誠一様」

			「え？」

			「確かに、ダンジョンのボスが残留思念の持ち主である場合が多いとは言いましたが、別に他の存在の残留思念である場合もないわけではないのです。そしてこのダンジョンには、蛇神様とゾーラ様のお二人を封印した蛇族の者たちの残留思念が多く残されております。まあ無念とかそんな類のものではなく、非常に強力な……それこそ呪いに近い、憎悪の思念ですね。だからこそ、真の踏破が可能なダンジョンへと変貌したのです」

			「な、なるほど……」

			　ゾーラは蛇族の残留思念……それも、憎悪の類だと聞いて悲しい表情を浮かべた。

			　憎悪の内容がどうであれ、蛇族や身内にいい思い出がないんだから仕方ないよな。

			　そんなことを思っていると、羊は呆れ果てた様子で言った。

			「はぁ……それにしても、誠一様は相変わらず滅茶苦茶ですねぇ」

			「は？　な、何がだよ」

			　思い当たる節は多すぎるけど。

			「いいですか？　今回のダンジョンは真の意味で踏破可能にはなっていましたが、出来るかと言われれば不可能だったのです」

			「へ？」

			　羊の言葉に俺は間抜けな声を出した。

			　いや……不可能？　でも出来ちゃったからこのウザい羊がいるんだろ？

			「真のダンジョン踏破は残留思念の無念を晴らせば、可能となります。ですが、先ほども言ったように、このダンジョンの残留思念は蛇族の憎悪です。その無念や思いを晴らすなんて到底不可能でしょう？」

			「そりゃあ……まあ……」

			「じゃあ何故出来たのか――――そりゃダンジョン消し飛ばせば関係ないに決まってるでしょう」

			「そ、そんなことないんじゃないかなぁ!?」

			　羊の言葉に俺の目は泳ぎまくった。

			「いや、どう考えてもおかしいでしょう？　本来壊せるはずのないダンジョンを壊すだけでなく、その残留思念ごと消し飛ばすってなんなんですか？　しかもゾーラさんのように何名かはダンジョンを壊す前にダンジョンの束縛から解放してますし。いい加減『人間』騙かたるのやめません？」

			「そんなに言うんじゃねぇよおおおおおおおお！」

			　もうボコボコ！　俺の精神タコ殴りじゃん！　俺だって『人間』だとは思ってないけど、ステータスが――――ってそのステータスに家出されたんだったああああああああ！

			　羊の言葉に頭を抱えていると、そんな俺を無視して羊は続けた。

			「まあそこの自称人間様は置いておきましょう。何はともあれ、こうして真のダンジョン踏破ができたのは大変喜ばしいんですから」

			「じゃあ俺にそこまで言う必要性なくね!?」

			「あら。そこに気づくとは賢いですね」

			「よぉし、歯を食いしばれぇぇぇぇ！」

			「ひぃぃぃぃ！　暴力反対！　反対ですよ！」

			　指を鳴らして近づくと、羊は大げさに反応した。こいつ絶対バカにしてる。

			「まあまあ、落ち着いてください。……さて、ルーティア様」

			「え？　わ、私？」

			　突然話を振られたルーティアは驚く。

			「ええ、貴女様です。このダンジョンは特殊ではありますが、貴女様に関係するダンジョン……御父上と誠一様たちも訪れた黒龍神様のダンジョンは、真のダンジョン踏破がございます。その真のダンジョン踏破がなされれば……貴女様の御父上も黒龍神も解放されることでしょう」

			「そ、それは本当!?」

			　ルーティアは目を見開いて詰め寄った。

			「ええ、ええ。私は紳士ですからね。ウソは申しません。そんなルーティア様を含めて、皆様に情報を提供いたしましょう」

			「情報？」

			「はい」

			　そうにっこりと笑う羊は、俺たちにこう言った。

			「――――近々二つのダンジョンが真の意味で踏破されるでしょう」

			「二つのダンジョンが……？」

			「はい。しかも、一つは先ほど申し上げたルーティア様と所縁のある、黒龍神様のダンジョンですね」

			「黒龍神が!?」

			　へぇ。黒龍神のダンジョンが真の意味で踏破されるのか……。

			　……へ!?　いやいやいや、アイツ生きてんの!?　流しかけたけど結構重要ですよねぇ!?

			「黒龍神のダンジョンが真の意味で踏破されたらなんかあんのか？」

			「そうですね……黒龍神様がダンジョンの呪縛から解き放たれ、外を自由に出歩けるといった感じでしょうか？　ですから、ルーティア様もいずれ外で会えるでしょう」

			「……そっか……ちなみに、誰が踏破しそうなの？」

			「うーむ……本来ならこれ以上は規則で申し上げられないのですが、せっかくですから今回の踏破報酬としてお教えいたしましょう」

			　あ、そういえば真の意味でダンジョン踏破したらなんか貰えるんだったな。……俺の時はヘルメット貰っただけだけどよぉ！

			「何やら不穏な気配を感じますが、まあいいでしょう。黒龍神様のダンジョンを踏破されるのは、ゼアノス様とルシウス様です」

			「ああ！　ゼアノスさんたちか！」

			「……誠一が前に冥界から連れて帰ってきた二人か……って冥界から連れて帰って来たって言葉にするとヤバいな」

			「確か、あのお二人は師匠のご両親と今は行動を共にしているんですよね。しかも元勇者の師匠と、初代魔王……」

			「ええ。そのお二人です。黒龍神様のダンジョンの真の踏破条件は、初代魔王であるルシウス様を連れてくることです。とはいえ、死人を連れてくるなど本来不可能なのですが……冥界から連れて帰ってくるってどこまで非常識なんですか？」

			「そこは俺も自覚してる」

			「……なら結構。とにかく、そのお二人がダンジョンに挑むようなので、近々真の意味で踏破されることでしょう」

			「なるほどなぁ……じゃあ、もう一つは何なんだ？」

			　黒龍神のダンジョンは分かったが、もう一つはどこのダンジョンが踏破されるんだろうか。

			　俺はこことその黒龍神のダンジョン、そして【果てなき悲愛の森】しか知らないので、言われても分からないんだけど……やっぱり気になるよなぁ。

			　すると羊は真剣な表情で告げた。

			「――――魔神様のダンジョンでございます」

			『!?』

			　俺たちは絶句した。

			「ま、魔神のダンジョン？」

			「そうです。つまり――――近々、魔神が復活するでしょう」

			「そんな!?　おい、羊さんって言ったか？　アンタ、それは阻止出来ねぇのかよ!?」

			　羊にそうアルが食って掛かると、羊はゆっくりと首を横に振った。

			「……残念ながら、無理です。私の役目はダンジョンの管理……そのダンジョンを荒らすマネは、出来ないようになっているのです」

			「そんな……じゃ、じゃあせめて場所だけでも……！」

			　そう、場所だけでも分かれば、阻止出来るかもしれない。

			　そう思って聞いたのだが、羊はまたも首を横に振った。

			「……それはお伝えすることが出来ないのです」

			「どうして!?」

			「これも規則なのですが……そもそも、現在魔神様のダンジョンはこの世界にございません」

			「………………は？」

			　羊の意味の分からない言葉に思わずそう返した。

			「もともとは、この世界にございました。ですが、【魔神教団】と呼ばれる組織の面々が、魔神様のダンジョンをこの世界から切り離し、別空間へと転移させたのです。……この世界にないダンジョンの管理を、私はすることは出来ないため、たとえ場所を教えることが許されていたとしても、そもそもその場所が分からないのです」

			『…………』

			　俺たちはただ、黙ることしか出来なかった。

			　しかし、そんな暗い雰囲気を吹き飛ばすよう、羊は明るく言った。

			「……とはいえ、黒龍神様のダンジョン踏破よりはまだまだ先でしょう。近々といっても、他と比べればという程度の話ですから。急いだ方がいいのに越したことはありませんが、今すぐでなくとも大丈夫かと」

			「そうか……まあとりあえず、その魔神のダンジョンを探さなきゃどうしようもねぇわけだな」

			　なんていうか、面倒なことをしてくれたなと。

			　アイツら、とにかく不気味なんだよな。

			　よく分からない力を使うし、なんか負の感情がどうとかいって襲ってくるし……いいことねぇな！

			「とまあ、このような感じで大変数は少ないですが、ダンジョンが真の意味で踏破されそうなのですよ」

			　羊の話を聞いていた俺たちだが、不意にルーティアが真剣な表情で口を開く。

			「……羊さん、でいい？」

			「ええ、そうお呼びください」

			「ありがとう。……私のお父さんはダンジョンに封印されてるの……。貴方はダンジョンを真の意味で踏破すれば、封印から解放出来るって言った。じゃあ、真の意味で解放する条件はなに？」

			「なるほどなるほど……それがお聞きしたいと？」

			「ダメなの？」

			　どこか不安そうな表情でそう訊きくルーティアを見て、羊は何故か意味ありげに俺の方を見てきた。

			「そうですねぇ……先ほどの情報とは別にダンジョンの踏破報酬を用意していたのですが、そのダンジョンの踏破報酬を放棄するというのであれば、その情報をお教えいたしましょう。いかがなさいます？」

			　あ、コイツ嫌らしいこと言ってきやがった。

			　……でもまあ、正直俺はダンジョンの踏破報酬は興味ないんだよなぁ……【果てなき悲愛の森】みたいに『進化の実』が手に入るとか、それくらいぶっ飛んでるんなら話は別だけどさ。

			「俺は別にいいよ？　ルーティアにとって大切な情報だろうし」

			「私も大丈夫！」

			「オレはもともと誠一に誘われてだしな。判断は全部誠一に任せるぜ」

			「師匠。私も師匠の意向に従います」

			　アルとルイエスもそう言ってくれる。

			　ルルネやオリガちゃん、そして何が何だか分かっていないゾーラは、もともとこの話には関わる気がないようだ。オリガちゃんなんて欠伸あくびしちゃってるし。

			「……本当に……いいの？」

			　とても不安そうにルーティア言うが、本当に問題ないのだ。

			「うん。遠慮しないでよ」

			「……分かった。ありがとう。羊さん、その情報を教えてくれる？」

			「――――かしこまりました」

			　羊は恭うやうやしく礼をすると、ニヤリと笑った。

			「まあ、そのダンジョンに誠一様を連れていけば万事解決ってだけなのですが」

			「どんな情報だよそれ!?」

			　あまりにも適当すぎるその回答に、俺は思わずツッコんだ。

			　だが、羊は気にした様子もなく続ける。

			「いえ、いたって真面目ですよ？　なんせ、ダンジョンからの縛りを解放出来ちゃう上に、ダンジョン消し飛ばしてるんですから今更じゃないですか？」

			「そうだけど！　そうじゃないっていうか……ね!?」

			「知りませんね」

			「くそおおおおおおおお！」

			　踏破報酬辞退して手に入れた情報が、俺が行けばいいなんてそんなの……認めたくねぇ！　でも何とか出来そうな気もするから本当にどうしようもない。

			　頭を抱える俺に、ルーティアはさらに不安そうな表情で俺を見た。

			「誠一……」

			「あー……うん。ルーティアのお父さんがダンジョンに封印されてて、俺が行けば解決するんだろ？　どう解決すればいいか行ってみなきゃ分からねぇけどさ……」

			「うん……」

			「いいよ、行こう」

			「え？　ほ、本当にいいの？」

			「今すぐってわけにはいかないけど、絶対に行く。そしてルーティアのお父さんを解放しよう。な？」

			「うん……ありがとう……！」

			「まだ解放出来るって決まったわけじゃないんだから、お礼なんていいよ」

			「何寝ぼけたこと言ってるんですか？　貴方が行けばもうゴリ押しで行けますよ。ゴリラのお嫁さんが多い、『ゴリ推し』だけに？」

			「もう二度と口を開くんじゃねぇ！」

			　不安そうにしていたルーティアの頭を撫でていると、羊がそんなことを言ってきた。ちょっと上手いって思っちまったじゃねぇか！

			「ははははは！　どうやら誠一様は本当に相変わらずのようで安心いたしました」

			「そうかよ……俺もお前が変わらずウザくて安心……はしてねぇな」

			「おや、残念。……さて、そろそろ私は失礼させていただきますかね」

			　そういうと羊はシルクハットを脱ぎ、手にしていたステッキで地面を軽く鳴らした。

			「もうこの場所は誠一様の力でダンジョンですらなくなりました。よって、外に転移させることは出来ませんが……誠一様なら出られますよね？」

			「まあな」

			「よろしい。では、私が去ると致しましょう。……あ、そうそう、誠一様」

			「ん？」

			　羊の足元に魔法陣らしきものが輝き始めると、何かを思い出したように口を開いた。

			「どうやらステータスに逃げられたようですが、称号などは変わらずに見れるはずです。ですから、称号の確認と、アイテムボックスの中を確認してみてください」

			「は？　まあ称号は分かったけど……アイテムボックスに何かあるのか？」

			　俺の問いかけに、羊はニヤリと笑い――――。

			「さて、それは見てのお楽しみですよ」

			「え？」

			「では、ごきげんよう！」

			　結局詳しいことは何も言わずに、羊は俺たちの前から去って行った。

			「……なんていうか、本当に癖の強いヤツだな」

			「うん……俺、精神的に疲れたよ……」

			「それは……その……どんまい」

			　アルが少し遠慮がちながらも、俺の頭を撫でてくれた。……これ、恥ずかしいけど嬉しいな。

			「ふぅ……じゃあ帰ろうかって言いたいところだけど、羊の言ってたことが気になるから、少し称号とか確認してもいいか？」

			「うん、いいよー！」

			「どうせ帰るだけですしね。ならば、私たちはゾーラさんとお話ししております」

			　サリアたちはそう言うと、少し離れた位置でゾーラと談笑し始めた。

			　……ルイエスはともかく、サリアは俺が称号とかでいろいろ精神的なダメージを負うことを知ってるだろうから、気を使ってくれたのかもな。

			　そんなことを考えながら、羊に言われた通り称号の欄を探した。

			　すると、確かに羊の言った通り、レベルや攻撃力といったステータスは逃げだしていたが、称号はちゃんと見ることが出来た。いや、ステータスには部署的なモノでもあるの？　普通、ひとまとめでステータスって言うんじゃないの？

			　まあ考えても分からないのでざっと流し読みしていくと、いくつか俺の知らない称号があった。

			　それは――――。　

			　

			『ダンジョン・デリーター』……ダンジョンを破壊するのではなく、消し飛ばした者に与えられる称号。普通、ダンジョンは壊せません。ましてや消し飛ばすなんてもってのほかでしょう。

			『ボスの天敵』……ありとあらゆる強力な存在の天敵である者に与えられる称号。貴方様の前ではボスはカスになる。ボス系統に分類される敵対者と戦う際、ステータスが倍増。

			『星の危機を救った者』……宇宙からの侵略者を倒し、この星を救った者に与えられる称号。

			『全宇宙の救世主』……全宇宙にとっての救世主に与えられる称号。

			『うっかり救世主』……ちょっとした手違いで様々な存在を救った者に与えられる称号。うっかりミスした際、すべていい方向に物事が動く。　

			　

			　何が起こったああああああああああああああ!?

			　まず『ダンジョン・デリーター』！　普通はダンジョンを壊せないって？　壊せちゃったんだよ！　綺麗サッパリ消し飛んだの！

			　つか『ボスの天敵』って酷くない!?　ボスって超強くてヤバいからボスなんだよねぇ!?　それがカスって……もう知らねー！

			『星の危機を救った者』ってどこで!?　俺はいつどこで星の危機なんて救ったのよ!?　俺が知らないのにそんな称号与えられても困るんだけど!?

			　しかも『全宇宙の救世主』って！　星の危機だけじゃねぇのかよ!?　だからどこで全宇宙を救うような事態になった!?　よくよく考えたらこの星も全宇宙も危機的状況だったの!?　もう訳が分からねぇ！

			　そして最後の『うっかり救世主』って……え、何？　他の称号と一緒に出現したってことは、うっかりミスで全宇宙救っちゃったの？　そんな簡単に救えちゃうような危機だったの？　誰か教えてくれええええええ！

			　どんだけ全力で嘆こうとも、誰も俺に答えは教えてくれなかった。チクショウ！

			　もうすでに称号だけで手いっぱいなのだが、羊の言っていたアイテムボックスの中身を確認しようとしたところで、とんでもなく嫌な予感がした。

			　でも確認しないと何か分からないし……ええい、見ちゃえ！

			「…………………………」

			　俺はそっとアイテムボックスの中を見るのを止めた。

			　え？　何があったのかって？

			　HAHAHA！　何もなかったさ！　そう、『最高性能宇宙船』とか、『スペース大王の心臓』とか、『龍神帝の首』とか……何もなかった！　少なくとも俺は何も見てない！　はい、これで話はお終い！

			　考えることを完全放棄した俺は、清々しい笑みを浮かべてサリアたちの下に戻った。

			「あ、誠一！　終わったの？」

			「うん、終わったよ！　人間としてね！」

			「……本当に大丈夫かよ……」

			　些細なことじゃないか、うんうん。

			　もうステータスにさえ逃げられたんだし……今更だよね！

			　というわけで、とっとと帰って泣いていいかな？

			　結果的に羊の言葉通り称号とアイテムを確認した俺は、最後の最後でとんでもない精神的ダメージを負うことになったのだった。

		

	
		
			　

			ダンジョンからの帰還と報告

			　

			「――――というわけで、ダンジョンは消し飛びました」

			「どういうわけじゃ!?」

			　さっそく学園へと戻った俺は、そのままバーナさんにダンジョンのことを報告した。

			　ただ、サリアたちは休んでもらうために先に帰ってもらった。まあゾーラのことは報告しないといけないので、彼女にはついてきてもらったけど。

			「いえ……成り行きと言いますか、なんといいますか……ついやってしまいました」

			「ついでで消し飛ぶダンジョンなんて聞いたことないんじゃが!?」

			「いやぁ、人生って本当に難しいですね！」

			「もう少しマシなまとめ方ってないかのぅ!?」

			　バーナさん。貴方は知らないんですよ。

			　知らない間に全宇宙救っちゃうこともあるんですから。

			　俺の滅茶苦茶な報告を聞いたバーナさんは大きな溜息を吐くと、一緒についてきていたゾーラに目を向ける。

			「それで……彼女がそのダンジョンに封印されていたという子かな？」

			「は、はい。ゾーラと言います」

			「ふむ……その眼鏡、普通の眼鏡ではないな。君は見たものを石に変えてしまうんだったかな？」

			「……はい。私自身が制御出来る力ではないのですが……」

			「なるほどのぅ……」

			　そういうとバーナさんは腕を組んだ。

			「誠一君。君は彼女をどうするつもりかな？」

			「そうですね……こうして助けたわけですし、彼女さえ望むのなら、一緒に行動を共にしようと思っています」

			「だそうじゃが……ゾーラ君はどうしたいのかな？」

			　一応、俺たちについてくるということでダンジョンでは話が付いていたが、念のためにもう一度確認した。

			　するとゾーラはまっすぐな目でバーナさんを見た。

			「……私は誠一さんたちと一緒に行動したいと思います。助けてくれたっていうのもありますが、何より誠一さんたちと一緒にいて楽しいと……短い間ですが、そう実感しました」

			「ふむふむ……君がそれでいいのなら、ワシから言うことは特にないよ。この学園の生徒でもいいし、誠一君の助手でもいい。好きに過ごしなさい」

			「はい！　ありがとうございます！」

			　ゾーラは顔を輝かせて頷いた。そんな感情に合わせて、髪の蛇も楽し気に揺れた。

			「さて、報告内容は無茶苦茶だったが、とりあえずご苦労様。おかげで危険がなくなってよかったよ」

			　ダンジョンから脱出した直後、俺は更地になった森に魔法を使って木を生やして、なるべく元の状態に戻した。

			　まあ今は魔物とかいなくなってしまったけど、そのうち生態系も元通りになるだろう。

			「誠一君、ゾーラ君。それじゃあ今日はゆっくり過ごしてくれ」

			「ありがとうございます」

			「はい！」

			　俺たちはバーナさんに挨拶を済ませると、学園長室を後にした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　誠一たちが去って行ったあと、バーナバスは大きな溜息を吐いた。

			「ふぅ……いやはや、この歳になってまだ驚くことがこんなにあるとはのぅ……」

			　若干呆れを含んだその言葉とは裏腹に、バーナバスの顔は楽しげだった。

			「とはいえ、魔神の復活が近いのか……じゃが、誠一君の話ではこの世界に今は存在しておらぬようだし……先手を取りたいが、どうしても後手に回ってしまうの」

			　誠一の報告で魔神が実はダンジョンに封印されていたことを知ったバーナバスは、出来れば復活前に【魔神教団】を一掃したかった。

			　捕らえることに成功したデミオロスは精神が壊れてしまっていて、情報を得ることが出来ない。

			　精神的に無事なアングレアは、もともと使徒ですらなかったようで、重要な情報は何も知らされていなかったようだ。

			　だが、もし仮に【魔神教団】の場所が分かったとしても、一掃するのは難しい。

			　デミオロスのような不気味な力を使う使徒たちに対し、圧倒的に情報が足りないのだ。

			　それどころか、仮に戦うことが出来たとしても、少なくない被害がでるであろうことはあきらかで、結果【魔神教団】の目的である負の感情を集める結果に繋がる危険性もあった。

			「はぁ……ままならぬものじゃのぅ……」

			　どれだけ考えても今のバーナバスに出来ることはない。

			　しかも、現在のバーナバスには他にもやるべきことがあった。

			「……今の学園の雰囲気が少しでも明るくなるとええんじゃが……」

			　そう言って手にした資料を眺めるバーナバス。

			　彼は学園を襲ったデミオロスに不覚をとったために、学園に子供を預けている各国の親に謝罪をして回っていた。

			　あの事件のせいで『バーバドル魔法学園』に不信感を抱いた保護者たちは、自分の国に子どもたちを呼び戻したりしていた。学園に子どもたちを残した親たちも、バーナバスの必死の説得があってこそで、あまりいい雰囲気ではない。

			『バーバドル魔法学園』は唯一の中立である学園なのだ。

			　それがどれだけ大きな意味を持つか、バーナバスはよく理解している。

			　もちろん学園を維持するために他国から寄付金を貰っているため、完全な中立は難しいにしても、それでも戦争や政治に関係なく生徒たちが国同士のわだかまりをこえ、明るい未来に手を取り合う可能性が十分にあるのだ。

			　だからこそ、バーナバスはこの学園を終わらせるわけにはいかなかった。

			「吉と出るか凶と出るか……どちらにせよ、生徒たちには一度楽しんでもらわないとのぅ」

			　バーナバスの手にした紙には、【学園祭のお知らせ】と書かれているのだった。

		

	
		
			　

			番外　元勇者たちの復興活動

			　

			「おーい、今度はこれをそっちに運んでくれー」

			「魔法が使えるやつも何人か来てくれ！」

			「壊す壊す壊すぅぅぅぅうううう！」

			「待て待て、誰だ、この復興作業の現場にコイツ呼んだの!?　あ、ちょっ、壊すんじゃねぇ！　修理するんだよバカ！」

			【魔神教団】の襲撃を乗り切った王都テルベール。

			　死亡者こそいなかったが、怪我人は出て、城壁にも少なくない被害が出ていた。

			　そして誠一がダンジョンに挑んでいるころ、その復興作業として冒険者や兵士たちが門の外で働いていた。

			　そこには元勇者であるアベルたちも参加しており、大きな瓦礫などを積極的に運んでいた。

			「そらよっと……ふぅ、こうして冒険者業以外の作業をすると案外疲れるなぁ」

			「そうね。私たちはどちらかと言えば魔物を倒したりする方が得意だし……」

			「まあ人数が多いに越したことはねぇわけだし、この単純作業も案外楽しいぜ」

			「ガルスさんはもともと肉体労働が得意でしたしね。私は逆に苦手なので、皆さんの傷を癒したりすることしか……」

			　アベルたちは近場の瓦礫の撤去を終えると、一度集まって休憩していた。

			「とはいえ、これが終われば冒険者ランクを上げてくれるって話だし、頑張るしかないだろう」

			　はるか昔、勇者として活躍していたアベルたちだが、今は違う。

			　そのため、ゼアノスたちと共に冒険者として登録したのだが、最低ランクからのスタートだったのだ。

			　最低ランクではまともな討伐依頼もなく、雑用がほとんどなのでアベルたちからすれば早めにランクを上げておきたかったのである。

			「ドウシタ、人間タチ。モット運ベヌノカ？」

			「ソウダソウダ。ソノ２ツノ腕ハ何ノタメニアルノダ」

			　アベルたちが休憩していると、今回の一件で誠一の両親である誠たちと暮らすことになったサリアの両親であるサニーたちがゴリラの姿で多くの瓦礫や新たな材木を運んでいた。

			　最初こそ魔物ということでどこまで馴染めるか不安な部分もあったが、誠たちのマイペースぶりと、サニーたちの豪快で明るい性格から、すぐにテルベールの人たちに受け入れられた。

			　この二人もアベルたちと同じく、冒険者として活動する予定だ。

			「ム？　勇者タチカ。ソンナトコロデ休マズ、モット働ケナイノカ？」

			「そ、そんなこと言われてもなぁ、俺たちは人間だから、限界ってのはあるわけでさ……」

			「ムゥ……人間トハ不便ヨノ。……イヤ、誠一殿ナラバ……」

			「アイツを人間の基準にしないでくれ」

			　アベルは真顔でそう願った。

			　すると別の場所で作業をしていたゼアノスたちも集まる。

			「おや、サニーさんたちもいるのか」

			「ふぅ～！　いやぁ、魔王のころはこんなことしてなかったし、新鮮でいいねぇ」

			　ゼアノスもルシウスも普段の格好ではなく、より動きやすい服装に変わっていた。

			「あ、ゼアノスさんたちも休憩ですか？」

			「まあそんなところだな」

			「肉体労働なんて久々だから疲れたよー」

			　配給された水を補給しながら、二人も加わって会話が始まった。

			「でもこの仕事が終われば、とりあえずランクを上げてもらえるんですよね？」

			「そうだな。そうなれば多少は割りがいい依頼も増えるだろう」

			「……アタシたち、昔は薬草採取とかしてたけど、やっぱりダンジョンに潜ったり魔物を倒したりの方が性に合ってるものねぇ」

			「おう、俺はこういう肉体労働も好きだが、やっぱり魔物を狩るのが一番楽でいいや」

			「俺たちに限って万が一ということはないだろうが、それでも冒険者稼業は不安定な仕事だからな。出来ればちゃんとした職の方がいいんだが……」

			「ふむ……アベルたちのパーティーでいえば、リリアナが一番職探しには困らなさそうだな」

			「そ、そうですか？」

			「とはいえ、今更戦闘しかしてこなかった僕らに職なんてないよねぇ。特に僕なんて魔王だよ？　しかも当時は肩書だけで実務は部下に放り投げてたし！」

			「……魔王ってもっと威厳のある人だと思ってたのに……」

			　それぞれが仕事やこれからのことについて話していると、ふと誠たちやナチュリアーナの話になった。

			「そういえば、誠さんたちは何してるですかね？」

			「……そういえば詳しいことは何も聞いてないな……」

			「……でも、今私たちが住んでいる家って誠さんが見つけてくれたんですよね？　あの人たち、何者ですか？　しかも、どこから手に入れたのか結構な額のお金も持ってましたし……」

			「……いや、うん。そこはほら……誠一のご両親だから……」

			『あー……』

			【誠一】という単語だけで、皆が納得してしまうのだった。

			「と、とにかく、誠さんたちは俺たちが知らないだけで仕事を見つけたんだろう」

			「そ、そうね。ナチュリアーナさんもお花屋さんを見つけたらしくて、そこで働くらしいし……」

			「まあしっかりと動けるうちに働いて、お金を稼がないとな」

			　そんな会話をしつつ、休憩を終えようとした、その時だった。

			『おお！』

			「ん？」

			　不意に兵士やボランティアで参加していた住人たちの輪から歓声が上がった。

			　アベルたちは不思議に思いながら、そこに視線を向けると――――。

			「お前、スゲェな！」

			「あんだけ散らかってた瓦礫が一瞬で片付いちまったぜ！」

			「それに確か、お前さん転移魔法も使えるんだろ？　本当に優秀だな！」

			「……おれ、役立ってる……？」

			「おうおう、大助かりだぜ！　ありがとよ！」

			　大勢の人に囲まれた宝箱の姿があった。

			　まさかの人物にアベルたちが唖然としていると、兵士の一人――――クロードが宝箱に言う。

			「お前さん、確か誠一の仲間だろ？」

			「……うん……」

			「ならウチで働かねぇか？　お前さんみたいなアイテムボックスとしても優秀で、なおかつ転移魔法が使える人材なんざそうそういねぇからよ。お前さんほど優秀なヤツなら、給料も待遇もいいはずだぜ。どうだ？　もし興味があるんなら陛下にも紹介するぜ？」

			「……それは嬉しい。おれ、ちゃんとした職が欲しい……」

			「そうかそうか！　なら、今すぐ城に連絡しに行くから待ってな」

			　クロードはそういうと宝箱の件を伝えるために王城に向かった。

			　そんな宝箱の姿を見て、呆然としているアベルたちに気づくと、宝箱は得意げに言った。

			「……おれ、公務員……」

			『な、なんだとおおおおおおおおおおお!?』

			　その日、王都テルベールに元勇者たちの絶叫が響き渡った。
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